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分
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E
さ

運
用
開
始
と
今
後
の
展
開
◇

人
文
ハ〉

巨
T
◎
⑭

◎
椴
運
用
開
始
と
“
後
の
展
開

道
路
局
有
料
道
路
課

一

は
じ
め
に

現
在
、
我
が
国
に
お
い
て
は
全
国
で
約
九
、
五
〇
〇
蛔

の
有
料
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
社
会

経
済
活
動
、
日
常
生
活
に
お
い
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
交
通
量
の
増
加
に

と
も
な
い
、
有
料
道
路
上
に
お
い
て
も
交
通
渋
滞
が
恒
常

化
し
て
い
る
の
が
実
状
で
す
。

日
本
道
路
公
団
の
調
査
に
よ
る
と
、
高
速
道
路
に
お
い

て
は
渋
滞
発
生
箇
所
の
う
ち
、
全
体
の
約
三
割
が
料
金
所

部
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
及
び
道
路
四
公
団
等
は
、
料
金

所
渋
滞
の
解
消
･
緩
和
等
の
観
点
か
ら
、
無
線
通
信
技
術

を
利
用
し
て
料
金
の
支
払
い
を
可
能
と
す
る
ノ
ン
ス
ト
ッ

プ
自
動
料
金
支
払
い
シ
ス
テ
ム

(団
布
目
門8
月

号
0
こ

6
0
｣布
b
□
o
b

の
添
付
日
…
以
下

｢
E
T
C
｣
と
い
う
。
)

の
研
究
開
発
を
進
め
、
平
成
一
二
年
四
月
二
四
日
よ
り
モ

ニ
タ
ー
車
を
対
象
と
し
た
試
行
運
用
を
実
施
し
、
平
成
一

三
年
三
月
三
〇
日
よ
り
千
葉
地
区
を
中
心
と
す
る
料
金
所

(六
三
箇
所
)
で
一
般
利
用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
ま
し
た
。

二

E
T
C
の
仕
組
み

E
仲
C
と
は
、
E
T
C
対
応
の
車
載
器
を
搭
載
し
た
車

両
が
料
金
所
車
線
に
さ
し
か
か
る
と
、
料
金
所
側
に
整
備

さ
れ
た
路
側
ア
ン
テ
ナ
と
車
載
器
と
の
間
で
無
線
通
信
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
自
動
的
に
料
金
の
支
払
い
を
行
い
、

料
金
所
を
停
車
す
る
こ
と
な
く
通
過
す
る
こ
と
が
で
き
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ
れ
を
利
用
す
る
に
は
、
料
金
支
払
者

の
情
報
を
格
納
す
る
I
C
カ
ー
ド

(E
T
C
カ
ー
ド
)
と
、

車
両
情
報
を
格
納
し
路
側
ア
ン
テ
ナ
と
通
信
を
行
う
車
載

　　　
上

図 1 高速道路の渋滞原因
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器
と
が
必
要
で
す
。

我
が
国
の
有
料
道
路
は
複
数
の
道
路
事
業
者
に
よ
り
相

互
に
乗
り
入
れ
が
可
能
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
形
成
さ

れ
て
い
る
う
え
、
料
金
体
系
も
対
距
離
制
と
均
一
料
金
制

と
が
存
在
し
、
ま
た
車
種
区
分
に
よ
っ
て
も
料
金
が
異
な

っ
て
い
る
な
ど
、
非
常
に
複
雑
な
料
金
体
系
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
利
用
者
が
道
路
事
業
者
の
違
い
等
に
煩

わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
E
T
C
を
利
用
で
き
る
よ
う
全
国
共

通
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
E
T
C

カ
ー
ド
と
車
載
器
を
一
つ
ず
つ
所
持
し
て
い
れ
ば
、
全
国

の
有
料
道
路
に
お
い
て
E
T
C
を
利
用
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
国
際
標
準
に
も
な
っ
た
日
本
の
E
T
C
の
D
S

R
C

(狭
域
通
信
)
は
、
他
分
野
で
も
実
用
化
に
向
け
た

動
き
が
本
格
化
し
て
お
り
、
E
T
C
の
シ
ス
テ
ム
が
有
料

道
路
の
料
金
決
済
以
外
で
も
汎
用
性
を
持
つ
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

三

E
T
C
の
利
用
方
法

道
路
利
用
者
が
E
T
C
を
利
用
す
る
に
は
E
T
C
カ
ー

ド
と
車
載
器
の
入
手
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

E
T
C
カ
ー
ド
は
二
種
類
あ
り
、
道
路
事
業
者
と
契
約

し
て
い
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
が
発
行
す
る
E
T
C

カ
ー
ド

(E
T
C
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
)
と
、
有
料
道
路

事
業
者
が
発
行
す
る
E
T
C
カ
ー
ド

(別
納
カ
ー
ド
、
業

務
用
カ
ー
ド
)
が
あ
り
、
E
T
C
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は

カー用品店、カーディーラー店など
で車載器の取付けとセットアップ※2

き糞燃 字のため必〕　

　

撚

200

入　　

　
図 3 ET C利用のフロー

図 2 ETCの仕組み



ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
に
申
し
込
む
こ
と
と
な
り
ま

す
。車

載
器
に
つ
い
て
は
、
カ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
や
カ
ー
用
品

店
等
の
取
扱
店
で
購
入
し
、
車
両
に
取
付
け
、
セ
ッ
ト
ア

ッ
プ

(車
両
情
報
の
登
録
)
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

E
T
C
カ
ー
ド
を
車
載
器
に
挿
入
す
る
こ
と
で
E
T
C
シ

ス
テ
ム
が
利
用
可
能
に
な
り
ま
す
。

通
行
料
金
は
、
E
T
C
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
ク
レ
ジ

各カード会社別の利用履歴

　　　
　
図 課金の仕組み

ツ
ト
カ
ー
ド
会
社
か
ら
請
求
さ
れ
ま
す
。
E
T
C
カ
ー
ド

は
ど
の
車
載
器
で
も
使
用
可
能
な
た
め
、
例
え
ば
レ
ン
タ

カ
ー
を
利
用
す
る
場
合
で
も
車
載
器
が
つ
い
て
い
れ
ば
自

分
の
E
T
C
カ
ー
ド
で
通
行
料
金
の
支
払
い
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

四

E
T
C
導
入
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
効
果

E
T
C
の
導
入
に
よ
り
以
下
の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

①

料
金
所
渋
滞
の
解
消
･
緩
和

料
金
所
を
一
旦
停
車
す
る
こ
と
な
く
通
過
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
一
車
線
あ
た
り
の
交
通
処

理
能
力
が
現
在
の
二
~
四
倍
に
向
上
す
る
見
込
み
で

す
。

②

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
等
に
よ
る
利
便
性
の
向
上

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
有
料
道
路

事
業
者
の
違
い
な
ど
か
ら
料
金
所
に
お
い
て
何
度
も
停

車
す
る
煩
わ
し
さ
等
か
ら
解
放
さ
れ
ま
す
。

③

環
境
改
善

料
金
所
を
停
車
す
る
こ
と
な
く
通
過
で
き
る
た
め
、

加
減
速
に
よ
る
騒
音
、
排
気
ガ
ス
を
軽
減
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

④

多
様
な
有
料
道
路
料
金
の
設
定
が
可
能

E
T
C
の
活
用
に
よ
り
、
時
間
帯
別
料
金
等
、
こ
れ

ま
で
は
実
施
が
難
し
か
っ
た
多
様
な
有
料
道
路
料
金
の

設
定
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

五

E
T
C
の
整
備
計
画

今
後
は
、
平
成
一
三
年
の
夏
頃
に
三
大
都
市
圏
の
一
部

の
路
線

(横
浜
横
須
賀
道
路
、
東
名
阪
自
動
車
道
、
西
名

阪
自
動
車
道
等
)
に
つ
い
て
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
後
、

1

秋
頃
を
目
途
に
、
東
名
,
名
神
高
速
道
路
、
東
北
自
動
車

セ

道
･

中
央
自
動
車
道
･

山
陽
自
動
車
道
、
九
州
自
動
車
道

高

JH千葉北料金所

な
ど
、
全
国
約
六
〇
〇
料
金
所
で
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る

/ん

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
路
側
ア
ン
テ
ナ
を
整
備



し
な
い
料
金
所
に
も
I
C
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
設
置
し
、

入
口
を
E
T
C
で
通
過
し
た
場
合
、
出
口
に
E
T
C
が
整

備
さ
れ
て
い
な
く
て
も
E
T
C
カ
ー
ド
を
用
い
た
決
済
が

可
能
と
な
る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。
平
成
一
四
年
度
末

ま
で
に
は
全
国
約
九
〇
〇
料
金
所
に
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
す

る
と
と
も
に
、
概
ね
五
年
後
を
目
途
に
都
市
高
速
道
路

(首
都
高
速
道
路
、
阪
神
高
速
道
路
)
に
お
い
て
は
、
E

T
C
に
限
定
し
た
利
用
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

六

お
わ
り
に

E
T
C
の
効
果
を
十
分
に
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
渋
滞

が
発
生
し
て
い
る
料
金
所
を
中
心
と
し
て
、
広
範
囲
の

人
々
に
車
載
器
及
び
E
T
C
カ
ー
ド
の
普
及
を
促
す
こ
と

が
必
要
で
す
。
E
T
C
の
普
及
に
よ
り
渋
滞
解
消
効
果
や

料
金
所
管
理
費
用
の
節
減
が
期
待
さ
れ
る
ほ
か
、
民
間
に

お
い
て
は
市
場
創
出
効
果
等
が
期
待
さ
れ
る
て
い
ま
す
。

現
在
、
E
T
C
期
間
限
定
特
別
割
引
に
つ
い
て
も
導
入
を

検
討
し
て
お
り
、
官
民
が
互
い
に
連
携
を
図
り
普
及
･
促

進
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

) ~勢多
J なも て〆ゾたそこ
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分
×
⑪
×
?

E
T
C
運
用
開
始
と
今
後
の
展
開
6
×
◇
×
?

E
T
C
の
邇
卿
状
況
と
“
簾
の
展
開

日
本
道
路
公
団
保
全
交
通
部

全
国
約
六
〇
〇
料
金
所
に
お
け
る
運
用
を
予
定
し
て
い
る
。

①
誤
進
入

(E
T
C
専
用
運
用
時
に
一
般
車
が
流
入
す
る

は
じ
め
に

日
本
道
路
公
団
及
び
首
都
高
速
道
路
公
団
は
、
平
成
一

二
年
四
月
二
四
日
か
ら
千
葉
地
区
等
に
お
い
て
モ
ニ
タ
ー

に
よ
る
E
T
C
の
試
行
運
用
を
開
始
し
、
六
月
二
人
日
か

ら
沖
縄
地
区
に
お
い
て
J
H
関
係
車
両
に
よ
る
運
用
を
行

っ
て
き
た
。
試
行
運
用
に
お
い
て
発
生
し
た
事
象
に
つ
い

て
は
、
各
種
の
対
策
を
講
じ
改
善
を
図
っ
て
お
り
、
そ
の

結
果
、
千
葉
地
区
及
び
沖
縄
地
区
に
お
い
て
は
、
平
成
一

三
年
三
月
三
〇
日
か
ら
一
般
の
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
た
。

ま
た
、
日
本
道
路
公
団
、
首
都
高
速
道
路
公
団
及
び
阪

神
高
速
道
路
公
団
で
は
、
そ
の
他
の
地
域
に
つ
い
て
も
E

T
C
路
側
機
器
の
調
整

･
検
証
を
行
っ
た
上
で
、
夏
頃
に

一
部
路
線
で
の
運
用
を
拡
大
し
、
秋
頃
を
目
途
と
し
て
、

一

千
藁
地
区
に
お
け
る
試
行
“運
用
報
告

○

利
用
状
況

千
葉
地
区
に
お
け
る
試
行
運
用
は
、
日
本
道
路
公
団
が

管
理
し
て
い
る
東
関
東
自
動
車
道
、
京
葉
道
路
な
ど
七
路

線
の
四
五
料
金
所
及
び
首
都
高
速
道
路
公
団
の
一
一
料
金

所
に
お
い
て
、
平
成
一
二
年
四
月
二
四
日
か
ら
、
平
成
一

三
年
三
月
三
〇
日
ま
で
の
約
一
年
に
亘
り
一
般
公
募
の
モ

ニ
タ
ー
を
対
象
に
実
施
し
て
き
た
。

車
載
器
取
り
付
け
台
数
は
、
試
行
運
用
期
間
が
終
了
し

た
平
成
一
三
年
三
月
末
現
在
で
約
二
人
、
0
0
0
台
に
の

ぼ
り
、
一
日
当
た
り
の
E
T
C
利
用
台
数
は
約
六
、
七
〇

〇
〇
台

(う
ち
J
H
約
六
、
0
0
0
台
)
に
達
し
た
。

を

J
H
千
葉
地
区
に
お
け
る
主
な
発
生
事
象

事
象
)
の
状
況

課
進
入
台
数
に
つ
い
て
は
、
案
内
看
板
の
設
置
、
及

び
広
報
な
ど
の
対
策
を
講
じ
、
ま
た
、
利
用
者
の
慣
れ

も
あ
り
、
混
在
運
用
と
専
用
運
用
と
を
切
換
え
る
車
線

を
含
め
た
全
体
誤
進
入
台
数
に
つ
い
て
は
、
九
月
末
に

約
一
･
五
台
/
-
レ
ー
ン
･
時
間
あ
っ
た
も
の
が
三
月

末
で
約
0
･
五
台
/
-
レ
ー
ン
･
時
間
に
減
少
し
た
。

②
停
止
処
理

(ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
料
金
課
金
を
行
う
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
)
の
状
況

E
T
C
車
の
停
止
処
理
の
主
な
原
因
と
対
策
は
次
の

鋭即

と
お
り
で
あ
る
。

セ

ァ

利
用
方
法
に
よ
る
も
の

擶

入
口
で
E
T
C
レ
ー
ン
以
外
か
ら
進
入
し
、
出
口

で
E
T
C
レ
ー
ン
を
利
用
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
停
止

8



処
理
が
発
生
し
た
も
の
で
あ
り
、
利
用
方
法
の
P
R

波
吸
収
対
策
を
実
施
し
、
電
波
環
境
改
善
を
図
っ
て

等
に
よ
り
対
応
を
図
っ
て
い
る
。

い
る
。

嚢㈱

癩
一蹴

徽な砒
鰍
弓
シ

鰡
ー
4

纖鞠麹
ー

手

し

前
ズ
場
ズ
ズ

ポ
式

鎌檄鰔胱鰡
鰍鰍

胤刀

金

金

掛
"

線

C

線
C

本

ー

本
ー

表示方法 J
鰡

謠
鬘
為

保
つ
す

権
に
と

を
式
則

性
側
原

認
路
を

視

、
)

の
式
式

等
方
ム

同
明
ズ

と
照
り

議
方
ブ

標
遠
角

る
は
広

す
て
!(

設
い
式

併
つ
射

(
に
反

式
式
度

定
上
輝

園
頭
高

案内看板の設置

イ

電
波
反
射
に
よ
る
通
信
異
常

路
面
又
は
車
両
ル
ー
フ
と
料
金
所
の
屋
根
と
の
電

波
反
射
に
よ
り
、
路
側
無
線
機
･
車
載
器
間
の
通
信

異
常
が
生
じ
、
車
載
器
へ
の
デ
ー
タ
書
き
込
み
が
出

来
な
い
事
象
が
発
生
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
電

運用ケース 表 示 内 容 信 号 灯

専用運用時
盤羅曲者 ○

拗
◎
鰊

混在運用時
D
▼

○

蛎
◎
鰍

従来運用時
"u-▼ "鰄料金所におけるガントリ一部表示

い
る
。

ウ

車
両
管
理
ず
れ

誤
っ
て
E
T
C
専
用
レ
ー
ン
に
進
入
し
た
一
般
車

(非
E
T
C
車
)
の
バ
ッ
ク
、
特
殊
な
構
造
の
車
両
、

牽
引
車
及
び
複
数
の
二
輪
車
の
走
行
状
態
に
よ
り
、

稀
に
車
両
の
カ
ウ
ン
ト
が
正
常
に
行
わ
れ
な
く
な
り

車
両
管
理
に
ず
れ
が
生
じ
、
車
載
器
へ
の
デ
ー
タ
書

き
込
み
が
出
来
な
く
な
っ
た
事
象
で
あ
る
。

9

対
策
と
し
て
は
、
車
両
検
知
ソ
フ
ト
の
改
修
に
加

随

え
、
書
き
込
み
エ
ラ
ー
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
ア

“セ

ラ
ー
ム
に
よ
り
係
員
に
通
知
し
、
車
両
管
理
が
正
常

行

に
稼
動
す
る
よ
う
対
応
し
て
い
る
。

道

③
事
故
の
発
生
状
況

試
行
運
用
に
お
い
て
は
、
平
均
し
て
月
数
件
の
事
故

が
発
生
し
た
が
、
い
ず
れ
も
軽
微
な
事
故
で
あ
る
。

特
徴
と
し
て
は
、
一
般
車
が
E
T
C
専
用
レ
ー
ン
に

誤
っ
て
進
入
し
、
バ
ッ
ク
し
た
と
こ
ろ
後
方
の
車
両
に

接
触
し
た
も
の
や
、
混
在
レ
ー
ン
で
非
E
T
C
車
が
開

閉
バ
ー
の
開
い
た
状
態
を
確
認
せ
ず
走
行
し
た
た
め
接

触
し
た
も
の
で
あ
る
。
対
策
と
し
て
は
、
案
内
看
板
の

改
良
や
広
報
を
行
う
こ
と
に
よ
り
対
応
し
て
い
る
。

3

E
T
C
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

千
葉
地
区
の
試
行
運
用
に
お
い
て
、
J
H
が
公
募
し
た

モ
ニ
タ
ー
及
び
東
関
東
道
･
京
葉
道
路
の
s
A
･
P
A
に

お
い
て
高
速
道
路
を
利
用
さ
れ
て
い
る
一
般
の
お
客
様
に

対
し
、
E
T
C
の
利
便
性
と
使
用
希
望
な
ど
に
つ
い
て
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た

(次
ペ
ー
ジ
以
降
参
照
)。

モ
ニ
タ
ー
か
ら
は
、
｢便
利

(約
八
五
%
)｣
及
び

｢継

続
的
に
使
用
し
た
い

(約
八
一
%
)｣
と
の
評
価
を
得
て

お
り
、
一
般
利
用
者
か
ら
も

｢便
利
だ
と
思
う

(約
七

三
%
)｣
及
び

｢使
用
し
た
い

(約
五
三
%
)｣
と
の
調
査

結
果
を
得
た
。



ET C に関するアンケート調査結果

モニターアンケート調査結果 (平成12年 8月 ~ 10月)

凧回贅9.8%はじめてQ 1%

○ モニター概要

○ 車載器に対する評価

画面の大きさ
(ちようとよい)

ノノ
′↑＼

/ 6 3 .8 %＼＼

ノ
ノ＼

/
〆
＼

その他41%
　　　　　

　 　　
合計5 0 叙)名 345%

娯発 く1O Q O % )
　　　　

利用目的

分かりにく ノ
かった経験 《
がない ＼

｣
　　　　

書の明瞭さ 〆
/ 7 4 2 %

(明瞭である)＼

音の大きさ
(ちょうどよい)

'ノー

＼ 表示の明るさ

　　　　　
　　

%ゞ

/ (見やすい)

O ETCの利便性と継続使用希望

不便○,9% 無国営20 %
とちらとも

合計5 ,0 (X )名
G o o .0 % )

ノ0 道行セ 2001,6

利用頻度年齢構成

使用する類はない 翻回醤24 %
2,6 %

継続使用希望利便性



一般利用者アンケート調査結果 (平成12年8月)

○ 一般利用者概要

　　　

ときどき
t〇〇%

　　　　
合計亀5 4 3名 29 7%
(10 0 .0 % )

送迎。8%
その他23%飼団遜Q3%

娯癰
合計↑-543名 遣る複

262% G o o ･0 % )

その籍16% 篇団薄0 3%

合計亀6 4 3 8

お円秀 (10 O G % ) 凱金
6.1% 574%

主な支払手段

O E T C に対する認知度

捲皺 知らない

レベルI :E T Cの名称は知っているが、連用方法やE T C車線表示板の理解が浅い
レベル= :運用方法はすべて知っているが、 E T C車赦表示板の理解が浅い
レベル田:運用方法とEでC車線表示板は理解しているが、切渇て運用は知らない
レベルIV :上記のすべてについて理解している

通行セ 2001.6 "

年齢構成 利用頻度

利用目的



O E T C の利便性と今後の使用希望

不僕だと籾う 鯨fで墜死○寵%
38αゆ

利便性

名
)　

　
　　

二

千
藁
地
区
サ
ー
ビ
ス
開
始
後
の
状
況

日
本
道
路
公
団
に
お
け
る
千
葉
地
区
の
四
五
料
金
所
に

つ
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
開
始
四
週
間
後
の
状
況
を
ま
と
め
る

と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
E
T
C
利
用
台
数
に
つ
い
て
は
、
試
行
段
階
の
モ
ニ
タ

ー
に
よ
る
車
載
器
保
有
者
に
一
般
購
入
者
が
加
わ
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
試
行
運
用
時
の
約
六
、
七
〇
〇
台
/
日

か
ら
約
七
、
二
〇
〇
台
/
日

(う
ち
J
H
六
、
七
〇
〇

台
/
日
)
と
順
調
に
増
加
し
て
い
る
。

②
誤
進
入
台
数
に
つ
い
て
は
、
試
行
運
用
時
の
三
月
末
の

○
･
五
台
/
一
レ
ー
ン
･
時
間
か
ら
約
0
･
三
台
ノ
ー

レ
ー
ン
･
時
間
と
さ
ら
に
減
少
し
た
。

③
停
止
処
理
に
つ
い
て
は
、
試
行
運
用
で
確
認
し
た
事
象

の
他
、
新
た
な
課
題
等
は
発
生
し
て
い
な
い
。

三

今
後
の
予
定

千
葉
地
区
等
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
を
皮
切
り
に
、
夏
頃
に

は
関
東
、
中
部
及
び
関
西
の
三
大
都
市
圏
の
一
部
路
線
に

お
い
て
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
し
、
秋
頃
を
目
途
に
全
国
約
六

〇
〇
料
金
所

(う
ち
J
H
約
五
四
〇
料
金
所
)
で
運
用
を

開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

表 1 モニターの方からの自由意見

項 目 小分類 主な意見

全 般 好意的意見 ･雨の日に窓の開閉がなくて便利

･左ハンドル車には非常に便利

･早く全国展開を

･以前よりも高速道路の利用が増えた

批判的意見 ･混雑しているレーンでは無意味

･渋滞緩和は疑問

･出口で止められたこと等トラブルがある。

P R ･全体的にP Rが不足

･一般車の人にも運用方法のP Rを

車載器 能機 ･フロントガラスに映り運転しずらい

･車載器へのカード挿入が難しい

･もっと小型化へ

格価 ･ 10,
000円位にするとよい

故障-メンテナンス ･故障の際の責任所在をはっきり

カード 多機能化 ･すべて1枚のカードに

能機 ･耐久性 (耐熱性) に対して問題があるのでは

圏
夏
頃
か
ら
先
行
的
な
運
用
を
開
始
す
る
路
線

【関
東
地
区
】

横
浜
新
道
、
横
浜
横
須
賀
道
路
、
小
田
原
厚
木
道
路

【中
部
地
区
】

東
名
阪
自
動
車
道

(名
古
屋
西
I
C
~
亀
山
I
C
)
、

伊
勢
自
動
車
道

【関
西
地
区
】

西
名
阪
自
動
車
道
、
阪
和
自
動
車
道

(松
原
J
C
T
以

南
)、
関
西
空
港
自
動
車
道
、
海
南
湯
浅
道
路
、
湯
浅

御
坊
道
路
、
第
二
神
明
道
路

*
一
部
料
金
所
に
お
い
て
は
、
I
C
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
設
置
の
み

Z2 道タテセ 2001.6

今後の使用希望度

合掛亀543名
(1O Q 0 % ) 使用しだい

62 6%



E T C 運用開始計画 日本道路公団

:平成13年 3月30日サービス開始
- - - - "平成13年夏頃サービス開始
霞鰔鰹埜 :平成T3年秋頃サービス開始
….･…･ :平成14年度末までにサービス開始



分
X
爲
X
?

E
T
C
運
用
開
始
と
△後
の
展
開
る
×
◇
×
?

E
T
C
の
一
般
運
用
開
始
に
つ
い
て

首
都
高
速
道
路
公
団
管
理
部
営
業
課

一

試
行
運
用
内
容

○

利
用
状
況

首
都
高
速
道
路
公
団
に
お
い
て
も
、
平
成
三
一年
四
月

二
四
日
か
ら
E
T
C
試
行
運
用
を
開
始
し
、
首
都
高
速
道

路
公
団
が
公
募
し
た
約
三
、
四
〇
〇
名
の
モ
ニ
タ
ー
の

方
々
に
E
T
C
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
り
大
井
集
約
料

金
所
を
始
め
九
箇
所
の
料
金
所
を
通
行
し
て
い
た
だ
き
、

E
T
C
の
機
器
性
能
や
運
用
方
法
の
確
認
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

な
お
、試
行
運
用
開
始
か
ら
平
成
一
三
年
三
月
末
ま
で
、

延
べ
約
一
八
万
台
の
E
T
C
利
用
を
得
て
、
試
行
運
用
期

間
の
最
終
時
点
で
、
一
日
約
七
〇
〇
台
の
E
T
C
利
用
を

頂
き
ま
し
た
。

②

主
な
事
象

①

車
両
管
理
異
常

試
行
運
用
開
始
当
初
を
中
心
に
、
誤
っ
て
専
用
車

線
に
進
入
し
た
非
E
T
C
車
の
料
金
所
車
線
内
に
お

け
る
後
退
、
牽
引
車
及
び
二
輪
車
の
併
走
な
ど
の
走

行
状
態
に
よ
り
、
料
金
所
車
線
を
通
過
す
る
際
の
実

台
数
と
機
械
が
認
識
す
る
通
過
台
数
に
誤
差
が
生

じ
、
E
T
C
車
に
も
係
ら
ず
E
T
C
車
と
し
て
認
識

で
き
な
い
事
象
が
発
生
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
車
両
検
知
機
ソ
フ
ト
の
改
修
を
行
い
、

加
え
て
、
当
該
事
象
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
ア
ラ

ー
ム
音
に
よ
り
係
員
に
通
知
す
る
こ
と
で
車
両
管
理

を
適
正
に
行
え
る
よ
う
に
改
善
を
行
い
ま
し
た
。

②

事
故
の
発
生
状
況

試
行
運
用
直
後
の
事
故
状
況
と
し
て
は
、
非
E
T

C
車
が
誤
っ
て
進
入
し
、
当
該
車
両
が
後
退
し
た
と

こ
ろ
後
方
車
両
に
接
触
し
た
も
の
や
、
混
在
車
線
に

お
い
て
、
二
台
以
上
の
通
行
料
金
を
一
括
し
て
支
払

っ
た
後
に
、
開
閉
棒
が
開
い
た
こ
と
を
確
認
せ
ず
に

発
進
し
た
後
続
車
両
が
開
閉
棒
に
接
触
し
た
と
い
う

ケ
ー
ス
が
発
生
し
ま
し
た
。

対
応
と
し
て
は
、
開
閉
棒
の
作
動
に
対
す
る
注
意

喚
起
や
二
台
以
上
の
一
括
支
払
い
を
ご
遠
慮
い
た
だ

く
よ
う
案
内
看
板
や
チ
ラ
シ
で
広
報
す
る
と
と
も

に
、
一
括
収
受
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
に
備
え

て
の
ソ
フ
ト
改
修
も
行
い
ま
し
た
。

③

誤
進
入
の
状
況

E
T
C
専
用
車
線
に
一
般
車
両
が
誤
進
入
す
る
事

象
に
つ
い
て
は
、案
内
看
板
の
設
置
や
広
報
を
図
り
、

ま
た
、
お
客
様
の
慣
れ
か
ら
も
減
少
傾
向
に
転
じ
ま



し
た
。

④

人
為
的
要
因
に
よ
る
停
止
処
理

係
員
の
機
器
操
作
の
不
慣
れ
、
車
載
器
へ
の

I
C
カ
ー
ド
未
挿
入
な
ど
に
起
因
し
て
停
止
処

理
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
係
員
の
機

器
操
作
の
不
慣
れ
に
起
因
す
る
点
に
つ
い
て
は
、

機
器
操
作
等
に
係
る
係
員
へ
の
指
導

･
教
育
を

徹
底
し
、
E
T
C
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
が
車
載
器

に
I
C
カ
ー
ド
を
未
挿
入
の
状
態
で
通
行
す
る

点
に
つ
い
て
は
、
広
報
を
図
り
お
客
様
へ
の
周

知
を
強
化
す
る
こ
と
で
対
応
し
ま
し
た
。

@

E
T
C
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

E
T
C
試
行
運
用
期
間
中
に
、
モ
ニ
タ
ー
及

び
一
般
の
お
客
様
に
対
し
、
E
T
C
の
利
便
性

と
使
用
希
望
な
ど
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
の
方
々
か
ら
は
、
E
T
C
の
利
便

性
に
つ
い
て
、
｢お
金
を
用
意
す
る
必
要
が
な
く

便
利
だ
と
思
う
(約
九
七
%
)｣
と
の
評
価
を
得

て
お
り
、
一
般
の
お
客
様
か
ら
は
、
今
後
の
使

用
希
望
に
つ
い
て
、
｢利
用
す
る
･
た
ぶ
ん
利
用

す
る
(約
六
○
%
)｣
と
の
調
査
結
果
を
得
ま
し

た
。
今
後
、
更
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す

る
こ
と
で
お
客
様
の
動
向
調
査
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す

(図
1

･
2
)
。

○モニター概要

摂作方法は分かりやすいですか
70,8gも

操作ボタンは押し
52 496

図 1ー

利用頻度

週亀 2回使う
32 896

3　
　　　

月
“

ET C に関するアンケート調査結果

モニターアンケート調査結果 (平成12年 8月 ~ 10月)

価評

　

　○車載器に対する評価

利用目約

レジャー
82,896

道行セ 2001.6 Z5



○ETCの利便性

運転中にお金を用意する必要

がなく便利だと思いますか?

いいえ わからない 翻回答
G 996 0.996 Q 696

図 1ー 2

一般利用者アンケート調査結果 (平成f2年 8月)

○ 一般利用者概要

( 年齢構成〕 利用目的

それ以上
　　　

6 0代 2 0代

利用頻度

腰は毎日使う
696 週4 ~ 5日使う

396
年に敵
　　　

図 2 ー 1

Z6 道行セ 2001.6

邇2 ~ 3日使う
　　　

迎"日程震
　　　

月2~ 3日程度
3096

{ 主な趨か三嚼段〕

E T C その他
　　　 　　　

ハイウェイ
カード
3096

回教通行券
= 96

現金
5796

その他
496 仕事

2296

通勤
396

はい
87.896



よく知っている
3896

る

度

い
い

望希

い
っ
96

用

　
　
　

　
　

　

　　
　

　　　

　

　

　

打

た

今

0

翻
り

○

ニ

ー
般
運
用
開
始

E
T
C
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
に
よ
る
約
一
年
間
の
試
行
運

用
を
経
て
、
三
月
三
〇
日

(金
)
か
ら
下
記
の
一
一料
金

所
で
｢
般
の
お
客
様
に
も
E
T
C
を
ご
利
用
頂
け
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
一
般
運
用
を
開
始
し
て
約
一
ヶ
月
を
経

過
し
た
時
点
で
、
一
日
約
一
、
0
0
0
台
の
E
T
C
で
の

利
用
を
頂
い
て
い
ま
す
。

高
速
7
号
小
松
川
線

!

･錦
糸
町
集
約
※料
金
所

高
速
湾
岸
線
“

!
大
井
集
約
※
料
金
所
、
市
川
集

約
※
料
金
所
、
湾
岸
浮
島
料
金
所

高
速
埼
玉
大
宮
線
!

･
浦
和
南
集
約
※
料
金
所
、

浦
和
南

(上
り
)
料
金
所
、
浦
和
南

(下
り
)
料
金

所
、
浦
和
北
料
金
所
、
与
野
料
金
所

高
速
神
奈
川
2
号
三
ツ
沢
線

･
'
三
ッ
沢
集
約
※
料
金

所
高
速
神
奈
川
3
号
狩
場
線

!

狩
場
集
約
※料
金
所

※
集
約
と
は
本
線
に
あ
る
料
金
所
の
こ
と
で
す
。

三

今
後
の
課
題

①

課
進
入
車
の
更
な
る
低
減

E
T
C
は
、
一
般
運
用
を
開
始
し
て
間
も
な
い
こ

と
も
あ
り
、
一
般
車
が
誤
っ
て
E
T
C
専
用
車
線
に

進
入
す
る
ケ
ー
ス
が
生
じ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
こ

の
よ
う
な
ケ
ー
ス
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
今
後
も
案
内
看
板
の
充
実
や
広
報
の
強
化
を
図

る
な
ど
、
誤
進
入
の
低
減
に
む
け
て
取
り
組
ん
で
い

く
考
え
で
す
。

②

E
T
C
車
線
の
運
用
方
法

E
T
C
専
用
車
線
の
拡
大
を
含
め
た
、
E
T
C
利

用
の
メ
リ
ッ
ト
が
最
大
限
に
活
用
さ
れ
る
べ
く
車
線

運
用
形
態
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、
サ
ー

ビ
ス
水
準
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

高速埼玉大宮線 浦和南集約料金所

きゞ

セ

　

　 2001.6 メ7



ま
す
。

③

多
様
な
料
金
施
策

乗
継
ぎ
制
、
距
離
の
要
素
を
勘
案
し
た
料
金
等
の

多
様
な
料
金
施
策
に
つ
い
て
、
採
算
に
及
ぼ
す
影
響

や
普
及
の
見
通
し
等
を
考
慮
し
つ
つ
検
討
を
進
め
て

い
く
予
定
で
す
。

四

今
後
の
展
開

今
後
は
、
段
階
的
に
、
料
金
所
の
E
T
C
対
応
を
進
め
、

平
成
一
四
年
度
末
ま
で
に
首
都
高
速
道
路
の
全
料
金
所
で

E
T
C
の
利
用
を
可
能
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
平
成
一
三
年
夏
頃
か
ら
高
速
湾
岸
線
を
始
め
と

す
る
約
二
〇
箇
所
の
料
金
所
で
新
た
に
E
T
C
の
運
用
を

開
始
し
、
首
都
高
速
道
路
の
約
三
○
箇
所
の
料
金
所
で
E

T
C
の
利
用
が
可
能
と
な
る
予
定
で
す
。
秋
頃
に
は
、
さ

ら
に
約
四
○
箇
所
の
料
金
所
を
追
加
し
、
平
成
一
四
年
度

末
に
は
首
都
高
速
道
路
の
全
料
金
所

(約
一
六
〇
箇
所
)

で
、
E
T
C
が
利
用
可
能
と
な
る
予
定
で
す

(図
3
)。

図 3 ETC運用開始予定案

を

所
箇

蹴
韓

　
　
　
　

朝
約
約
残

(
G

所

(
〔
(
(

に
鱗

に
に
で

　
　
　

　
　
　
　

　　　　
　　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　　　　　　　　　　
　

平成13年秋頃に Q 1箇所) <合計総箇所>
上記葉約斜金所等-8箇所は格2箇所に含まれる

(約20箇所) <累計で約30箇所>
(約40箇所) <累計で約70箇所>

(残りの箇所全て) <累計で 162箇所>
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分
巻
影X
?

E
ご

運
用
開
始
と
△後
の
展
開
◇

人
文
〈〉

と
翁
後
の
動
向㈱

デ
ン
ソ
ー
I
T
S
技
術

一
部

一

は
じ
め
に

最
近
、
新
聞
･
雑
誌
な
ど
で
特
集
が
組
ま
れ
、
何
か
と

I
T
S

(甘
言
臣
戦
の
口
[
弓
門円
の□
o
ユ

鮒
の宿
B
a

高
度
道

路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。

一
九
九
六
年
四
月
に
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
以
来
、
着

実
な
普
及
率
の
伸
び
を
見
せ
て
い
る
V
I
C
S
(く
ゆ冨
旦
の

甘
け
門B
Pg
口
D且

6
0日
日
目
付
Pg
口
の
"
言
日
…
道
路

交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
)
を
は
じ
め
と
し
て
、
二
〇
〇

一
年
三
月
末
か
ら
は
い
よ
い
よ
E
T
C

(団
宿
舎
5
ロ
目

弓
o二
6
o□
①o□
o
b
のち
宿
B

…
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
支

払
い
シ
ス
テ
ム
)
の
本
格
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
た
。

本
稿
で
は
、
E
T
C
の
路
車
間
通
信
機
器
、
特
に
車
載

器
の
技
術
動
向
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

二

E
T
C
の
概
要

E
T
C
と
は
、
有
料
道
路
に
お
け
る
料
金
所
渋
滞
の
解

消
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
、
管
理

費
の
節
減
を
目
的
に
導
入
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
料

金
所
ゲ
ー
ト
に
設
置
さ
れ
た
ア
ン
テ
ナ
と
車
両
に
装
着
さ

れ
た
車
載
器
と
の
間
で
、
路
車
間
通
信
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
料
金
所
で
止
ま
る
こ
と
な
く
、
自
動
的
に
料
金
の
支
払

い
、
通
行
が
可
能
と
な
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
(図
1
参
昭
望

日
本
で
は
、
E
T
C
の
導
入
に
よ
り
、
料
金
所
で
の
処

理
能
力
は
現
在
に
比
べ
約
三
~
四
倍
程
度
増
大
し
、
渋
滞

の
緩
和
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
。
さ
ら
に
、
渋
滞
待
ち
時

間
の
解
消
に
よ
る
時
間
便
益
の
増
大
や
燃
料
の
節
約
、
排

出
ガ
ス
の
低
減
に
よ
る
環
境
問
題
へ
の
貢
献
な
ど
、
幅
広

い
効
果
が
期
待
で
き
る
。

虻カード

　
　
　

　

　　

諺

顱

　
　
　

行
動

通
白

球 アンテナ

道々テセ 2001,

ノンストップ専用車線

図 1 ET C のシステムイメージ

(出典 :日本道路公団
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は
車
載
器
に
発
信
器
を
兼
ね
備
え
て
い
る
た
め
、
通
信
距

離
を
長
く

(約
三
0
m
程
度
)
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
1
0
2
4
k
b

p
s
と
い
う
高
速
の
デ
ー
タ
伝

送
速
度
を
採
用
し
て
い
る
た
め
、
広
い
通
信
領
域
内
で
複

数
の
車
載
器
と
高
速
双
方
向
通
信
が
可
能
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
無
線
技
術
の
特
長
を
い
か
し
、
将
来
的
に
は

E
T
C
以
外
の
I
T
S
他
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
応

用
･
発
展
が
期
待
で
き
る
。

@

I
C
カ
ー
ド
を
別
に
し
た
2
ピ
ー
ス
タ
イ
プ
の
採
用

決
済
機
能
を
有
す
る
I
C
カ
ー
ド
を
車
載
器
と
別
に
す

る
こ
と
に
よ
り
、
ユ
ー
ザ
は
複
数
の
車
両
を
柔
軟
に
使
い

分
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
I
C
カ
ー
ド
は
チ

ッ
プ
内
に
E
T
C
以
外
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
領
域
を
設

け
る
こ
と
が
可
能
な
た
め
、
例
え
ば
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

の
サ
ー
ビ
ス
カ
ー
ド
と
し
て
使
う
な
ど
、
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
機
能
を
備
え
た
複
合
的
な
カ
ー
ド
と
し
て
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

3

S
A
M
に
よ
る
高
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保

車
載
器
内
部
に
は
s
A
M
と
呼
ば
れ
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

モ
ジ
ュ
ー
ル
が
内
蔵
さ
れ
、
ア
ン
テ
ナ
と
の
無
線
通
信
時

に
は
互
い
の
機
器
の
認
証

(相
互
認
証
)
や
デ
ー
タ
の
暗

号
化
/
復
号
化
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
決
済
に
必

要
な
各
種
個
人
情
報
は
暗
号
化
さ
れ
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が

確
保
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
暗
号
化
の
た
め
の
鍵
の
発
行
な
ど
は
、
O
R
S
E

(
O
H
恆
P
E

N
斜
君
o
b

ぎ
べ

男
○
斜
Q

の
で
象

の
日

道分子セ 2001.6 2ノ

表 1 車載器の分類

分類 イメージ 説明

①機器の形態

2ピースタイプ 螂 決済機能を本体と別にし
、ICカードと車載器で構成

3ピースタイプ
, ギ 通信を行うアンテナ部をさらに車載器本体と分離

②車両への
搭載方法

後付け型
艶一戸襄議そ群霰
雷雲てミニ乏八

事畠翌 車両のダッシュボード等に取り付け

ビルトイン型 圓 港瀬鴇“輌

③他機器との
組合せ

スタンドアロン型 ◆ 饑癜鯛車

機器連動型 鸚 繊撚邦整聯醜

機器統合型･

升

串

乃

釛榊 み込み‐細こ

繊謝鱗



回
目
目
8
B
の巳

…
財
団
法
人
道
路
シ
ス
テ
ム
高
度
化
推

進
機
構
)
が
行
っ
て
い
る
。
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
と
呼
ば
れ
る

s
A
M
へ
の
鍵
情
報
や
車
種
情
報
な
ど
の
書
込
み
を
行
わ

な
い
限
り
、
車
載
器
は
正
常
に
は
動
作
し
な
い
。

六

E
T
C
の
利
用
方
法

E
T
C
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
E
T
C
カ
ー
ド

(I

C
カ
ー
ド
)
と
車
載
器
を
準
備
す
る
必
要
が
あ
る
。
E
T

C
カ
ー
ド
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社

(二
○
○

一
年

三
月
末
時
点
で
一
一
社
が
取
扱
い
)
が
発
行
し
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
に
発
行
を
申
し
込
む
こ
と
に
よ
り
、
約

三
週
間
後
に
カ
ー
ド
が
手
元
に
届
く
。
そ
の
後
、
O
R
S

E
認
定
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
登
録
店

(カ
ー
デ
ィ
ー
ラ
、
カ

ー
用
品
店
等
)
で
車
載
器
を
購
入
し
、
車
載
器
の
セ
ッ
ト

ア
ッ
プ
･
取
り
付
け
を
行
え
ば
、
E
T
C
の
利
用
が
可
能

と
な
る
。
車
載
器
は
、
当
社
を
含
め
て
複
数
社
か
ら
発
売

さ
れ
て
お
り
、
2
ピ
ー
ス
タ
イ
プ

(ア
ン
テ
ナ

一
体
型
)

と
3
ピ
ー
ス
タ
イ
プ

(ア
ン
テ
ナ
分
離
型
)
の
二
種
類
が

発
売
さ
れ
て
い
る

(図
5
参
照
)。

2
ピ
ー
ス
タ
イ
プ
は
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
上
に
後
付
け
す

る
タ
イ
プ
で
あ
り
、
3
ピ
ー
ス
タ
イ
プ
は
ア
ン
テ
ナ
を
車

載
器
本
体
か
ら
分
離
し
、
車
載
器
本
体
の
設
置
場
所
の
フ

レ
キ
シ
ブ
ル
性
を
向
上
さ
せ
た
タ
イ
プ
で
あ
る
。
車
載
器

の
価
格
は
各
社
様
々
で
あ
る
が
、
約
三
~
四
万
円
程
度
で

あ
る
。

-

ま
た
、
車
載
器
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
外
部
イ

ン
タ
フ
ェ
ー
ス
付
き
タ
イ
プ
も
設
定
さ
れ
て
お
り
、
車
載

器
と
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
と
の
接
続
が
可
能
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
車
載
器
の
H
M
I
機
能
を
拡
張
で
き
、
料
金

車載器取付例

嚢嚢曜溺讓嚢鱗発
(ァンテナ分離型)

　　　　
くアンテナ>

5 デンソー車載器

さ 鬱 諾辺軽 カーナビゲーぐ
ET Cレーン案内画面(イメ船ジ図) 外部インタフェ

図 6 デンソー車載器 (外部インターフェース付きタイプ)

ゲーション対応
フェース

　　　　
　　　　　　　

＼
^
“{

所
に
近
づ
い
た
際
の
E
T
C
レ
ー
ン
へ
の
誘
導
や
、
E
T

C
利
用
料
金
等
の
画
面
表
示
、
音
声
案
内
が
可
能
と
な
る

(図
6
参
照
)。



カ
ー
ド
並
み
の
割
引
率
の
適
用
、
ま
た
二
〇
〇
五
年
を
目

処
に
首
都
高
速
道
路
、
阪
神
高
速
道
路
を
全
面
E
T
C
化

と
す
る
策
な
ど
に
つ
い
て
検
討
に
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

国
の
積
極
的
な
普
及
促
進
策
と
、
車
載
器
価
格
の
低
下
、

車
載
器
へ
の
付
加
価
値
機
能
の
追
加
な
ど
に
よ
り
、
E
T

C
が
普
及

(車
載
器
装
着
率
が
増
加
)
し
て
い
く
も
の
と

予
想
さ
れ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
車
載
器
タ
イ
プ
も
、
自
動
車
の
ダ
ッ
シ

R

ユ
ボ
ー
ド
な
ど
に
設
置
す
る
後
付
け
型
の
ス
タ
ン
ド
ア
ロ

猟

ン
型
か
ら
、
徐
々
に
ビ
ル
ト
イ
ン
型
へ
と
移
行
し
て
い
く

鴛

も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
H
M
I
機
能
を

蒲

七

将
来
動
向

1

車
載
器
の
普
及

国
土
交
通
省
は
、
車
載
器
を
普
及
さ
せ
る
た
め
の
促
進

策
と
し
て
、
E
T
C
利
用
車
に
対
す
る
現
行
ハ
イ
ウ
ェ
イ

の
一
体
化

(ナ
ビ
連
動
型
、
ナ
ビ
統
合
型
)
が
考
え
ら
れ

　　　　　

　　　
　
　
　
　

し

き

る
。

アプリケーション例
信
報
告
断

配
情
広
診

楽
域
伝
両

音

地
目
一
車

‐キャッシュレス支払い

2

E
T
C
の
発
展

(D
S
R
C
応
用
)

日
本
の
E
T
C
で
用
い
ら
れ
て
い
る
D
S
R
C
は
、
通

信
距
離
が
長
く
、
高
速
通
信
で
大
容
量
伝
送
に
適
す
る
等

の
特
長
を
持
ち
、
ま
た
I
C
カ
ー
ド
の
料
金
決
済
機
能
を

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
は
駐
車
場
や
ガ
ン
リ
ン
ス

争

タ
ン
ド
、
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
、
音
楽
配
信
等
の
様
々
な
ァ

抄

プ
リ
ケ
ー
シ
ヨ
ン
ヘ
の
応
用
展
開
が
期
待
さ
れ
る

(図
7

釀

参
恩
。

を
ア
大

義
ト
蕁

一

術
信
拡

技
通
の

盤
鬘
乳

ス

　
　
　

　
　

　
　　
　　

　

に
間
珍

D
踏
も

チ

ラ

　
　
　

　

　

ガソリンスタンド

八

終
わ
り
に

E
T
C
も
い
よ
い
よ
本
格
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
た
。

図 7 D S R C の応用分野

テムのコンピューター化

に
向
け
て
一
層
加
速
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

我
々
は
、
自
動
車
部
品
の
総
合
メ
ー
カ
と
し
て
、
ま
た

秋

岡

｢
ー
T
s
の
デ
ン
ソ
ー
｣
と
し
て
、
今
後
も
E
T
C
普
及

車

の
た
め
に
貝
.

し
て
い
き

こ
、
。



分
×
⑪
×
?

E
T
C
運
用
開
始
と
今
後
の
展
開
6
×
◇
×
?

㈱
ジ
ェ
ー
シ
ー
ビ
ー
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部

I
C
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

一

国
内
の
I
C
カ
ー
ド
化
動
向
と
E
T
C
カ

ー
ド

い
よ
い
よ
E
T
C
が
本
格
稼
動
が
開
始
す
る
二
〇
〇
一

年
度
は
、
カ
ー
ド
業
界
に
と
っ
て
も
本
格
的
に
I
C
化
を

開
始
す
る
年
で
あ
る
。
大
手
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
は

順
次
発
行
す
る
カ
ー
ド
を
I
C
化
し
、
全
国
で
二
億
五
千

万
枚
が
発
行
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
が
全
て
I
C
カ
ー
ド
に
な
る
動
き
が
や
っ
と
ス
タ
ー
ト

し
た
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

(デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
)
の
I

C
化
も
来
年
度
以
降
に
は
本
格
化
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い

る
。
E
T
C
は
全
国
規
模
で
大
き
な
影
響
を
与
え
る
I
C

カ
ー
ド
と
し
て
は
、
国
内
の
I
C
化
動
向
の
先
陣
を
切
っ

て
ス
タ
ー
ト
し
た
と
言
え
る
。

E
T
C
の
試
行
運
用
で
は
、
㈱
ジ
ェ
ー
シ
ー
ビ
ー
を
は

じ
め
一
一
社
が
E
T
C
カ
ー
ド
を
発
行
し
た
が
、
モ
ニ
タ

ー
の
約
四
分
の
一
は
㈱
ジ
ェ
ー
シ
ー
ビ
ー
の
E
T
C
カ
ー

ド
を
選
択
し
た
。
=

社
の
う
ち
、
㈱
ジ
ェ
ー
シ
ー
ビ
ー

と
イ
オ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
㈱
の
二
社
だ
け
は
日
本

唯
一
※
1

の
国
際
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る

｢
J
C
B
｣
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
決
済
機
能

(磁
気
)
が
つ
い
た
多
機
能
型
の
E
T

C
カ
ー
ド
を
発
行
し
、
他
の
カ
ー
ド
会
社
は
E
T
C
専
用

カ
ー
ド
を
発
行
し
た
。
そ
も
そ
も
カ
ー
ド
業
界
全
体
の
方

向
性
は
、
多
機
能
化
を
指
向
し
て
い
る
と
言
え
る
。
例
え

ば
、
㈱
ジ
ェ
ー
シ
ー
ビ
ー
は
複
数
の
銀
行
と
提
携
し
て
、

磁
気
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
一

体
型
カ
ー
ド
を
実
現
し
て
い
る
。
こ
の
カ
ー
ド
に
E
T
C

機
能
を
追
加
す
る
こ
と
で
、
試
行
で
は

『ク
レ
ジ
ッ
ト
&

E
T
C
』
の
二
機
能
を
搭
載
し
た
E
T
C
カ
ー
ド
を
発
行

し
て
い
た
の
が
、
更
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
機
能

(磁
気
)

を
も

一
体
化
し
た

『ク
レ
ジ
ッ
ト
&
キ
ャ
ッ
シ
ュ
&
デ
ビ

ッ
ト
&
E
T
C
カ
ー
ド
』
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま

さ
に
多
機
能
カ
ー
ド
の
時
代
で
あ
る
。

※
1
･!
日
本
で
発
行
さ
れ
て
い
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
国
際
ブ
ラ

ン
ド
は
、]6
顕
しく
-"の
>

‐g
pの言
Hb
日
の目
営
団
昇
日
①"
‐□
日
食
の

の
五
種
類
。
こ
の
う
ち
J
C
B
だ
け
が
日
本
発
の
ブ
ラ
ン
ド

で
あ
り
、
他
は
い
ず
れ
も
米
国
の
ブ
ラ
ン
ド
。
い
ず
れ
の
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
ブ
ラ
ン
ド
カ
ー
ド
を
使

用
す
れ
ば
ブ
ラ
ン
ド
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
が
発
生
す
る
。

更
に
多
機
能
化
は
カ
ー
ド
が

(磁
気
か
ら
)
I
C
化
し

て
も
I
C
カ
ー
ド
自
体
の
多
機
能
化
と
し
て
進
行
す
る
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
I
C
化
は
、
単
に
ク
レ
ジ
ッ
ト

決
済
機
能
を
I
C
化
す
る
の
で
は
な
く
、
様
々
な
提
携
先

の
サ
ー
ビ
ス
機
能
や
、
電
子
マ
ネ
ー
、
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド

と
い
っ
た
機
能
と
の
一
体
化
を
I
C
上
で
実
現
す
る

『多



表 1 国内における主な業界のIC化動向

クレジットカード

弩

檄

親
中
0壯

始
開
タ
保

併

翻靴楡髄贓鰐

発
殴
り
換
ん
性

桝
増
典
麗
添椴

驚劾猟皸仰姥

聯科繊翳泳靴

掛微蹴湫勘諺

蜘檜煎綬雍朝

社
力
整

っ
助
被

会
系
ラ
行
鰔
造

ド
通
フ
ヘ
園
偽

一
流
ン
こ
閼
①

力

'
イ
ど
栩

=

系
系
の
の
虱
的

行
販
内
界
勒
目

銀
信
国
世
〇
主

銀行･郵貯

驫麓成

ッ

等

焼
死

融

億
◇

雛

準
ラ

リ

漂
わ
拠
0誹
烙“讓

協

ャ
の

、
ほ
的

錬
キ
外
在
ず
目

全

~
海
現
み
主

ET Cカード

騰穣の鍬總
ー
コ
管*撚

年
年
目

本
本
主

汎用電子乗車券

0鴎

o
定
展

中
予
ス

鷲
冗
診

聽
撒
漸

批解
か

漱
鋤
勒

鯨
岡
鰄

胤
澗
硝

祖
肋
効

獣
医
彦

樒嶽
秀

物
労
威

鰭
酔
職

鯨薯
行政カード 定予

0

始
中

開
討

行
検

発
化

ド
に

一
も

カ
て

眼
い

袷
わ

腿
詑

住
証

て
許徽

蹴
治
運

額
R

に

一

日
“
力

8
険

年
保

03
護

即
介

機
能
I
C
化
』
の
方
向
性
を
指
向
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『多
機
能
I
C
化
』
は
E
T
C
カ
ー
ド
に
も
起
き
て
い

る
。
四
月
に
は
㈱
ジ
ェ
ー
シ
ー
ビ
ー
が

｢E
T
C
利
用
地

域
が
拡
大
す
る
二
〇
〇
一
年
七
月
よ
り
、
I
C
上
に
ク
レ

ジ
ッ
ト
決
済
機
能
と
E
T
C
の
両
機
能
を
格
納
し
た
多
機

能
I
C
カ
ー
ド
を
発
行
す
る
。｣
と
発
表
。
同
様
の
動
き

は
こ
れ
ま
で
E
T
C
専
用
カ
ー
ド
し
か
発
行
し
て
い
な
か

っ
た
他
の
カ
ー
ド
会
社
に
も
広
が
り
つ
つ
あ
り
、
三
井
住

友
カ
ー
ド
㈱
や
日
本
信
販
㈱
も
同
じ
多
機
能
I
C
カ
ー
ド

を

｢年
内
に
は
発
行
す
る
｣
と
発
表
し
た
。
E
T
C
を
き

っ
か
け
に
、
I
C
カ
ー
ド
が
い
よ
い
よ
多
機
能
化
の
道
を

歩
み
始
め
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
多
機
能
I
C
化
は
、
表
1
の
通
り
様
々
に

検
討
さ
れ
て
い
る
様
々
な
I
C
カ
ー
ド
の
実
現
に
伴
い
、

ま
す
ま
す
進
ん
で
行
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

二

E
T
C
カ
ー
ド
‐の
普
及

1

E
T
C
カ
ー
ド
発
行
の
形
態

実
は
E
T
C
カ
ー
ド
を
発
行
す
る
企
業
は
既
に
三

社

で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
官
報
公
告
で
広
く
公
開
･
公
平

に
な
さ
れ
た
公
募
に
応
募
し
た
企
業
の
中
か
ら
、
厳
正
な

審
査
の
う
え
選
定
さ
れ
た
カ
ー
ド
会
社
=

社
が
道
路
事

業
者
と
契
約
締
結
し
て
、
E
T
C
カ
ー
ド
取
り
扱
い
会
社

と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
一
一
社
し
か
E
T
C
カ
ー
ド
を
発

行
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
カ
ー
ド
会
社
に
限

ら
ず
一
一
社
以
外
の
企
業
で
も
こ
の

=
社
を
活
用
す
る

こ
と
で
E
T
C
カ
ー
ド
の
発
行
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

実
は
こ
の
方
法
は
、
カ
ー
ド
業
界
で
は
極
め
て
一
般
的

な
方
法
で
あ
る
。
カ
ー
ド
会
社
は
全
国
に
数
百
社
存
在
す

る
。あ
る
店
が
幅
広
く
カ
ー
ド
を
扱
い
た
い
と
考
え
た
時
、

こ
の
数
百
社
全
て
と
契
約
を
交
わ
す
の
は
到
底
困
難
で
あ

る
。
そ
の
時
、
数
社
の
カ
ー
ド
会
社
と
契
約
締
結
す
れ
ば
、

そ
の
数
社
が
取
り
扱
う
国
際
ブ
ラ
ン
ド
カ
ー
ド
で
あ
れ
ば

ど
こ
の
カ
ー
ド
会
社
が
発
行
し
た
カ
ー
ド
で
も
取
り
扱
い

が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
㈱
ジ
ェ
ー
シ
ー
ビ
ー

一
社
と

｢J
C
B
を
取
り
扱
う
｣
と
い
う
契
約
を
交
わ
す

だ
け
で
、
国
際
ク
レ
ジ
ッ
ト
ブ
ラ
ン
ド

｢
J
C
B
｣
の
マ

ー
ク
が
つ
い
て
い
る
カ
ー
ド
は
、
ど
こ
の
カ
ー
ド
会
社
が

発
行
し
た
カ
ー
ド
で
あ
ろ
う
と
取
り
扱
い
が
可
能
に
な
る

の
で
あ
る
。
即
ち
、
㈱
ダ
イ
エ
ー
オ
ー
エ
ム
シ
ー
が
発
行

す
る
J
C
B
カ
ー
ド
も
、
さ
く
ら
カ
ー
ド
㈱
が
発
行
す
る

J
C
B
カ
ー
ド
も
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

･

オ
ー
バ
ー
シ
ー
ズ

･
バ
ン
ク
や
ス
ペ
イ
ン
の
ラ

･
カ
イ
シ

ャ
銀
行
が
発
行
す
る
J
C
B
カ
ー
ド
も
、
全
て
取
り
扱
い

が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

同
様
に
他
の
国
際
ブ
ラ
ン
ド
を
取
り
扱
う
契
約
を
締
結
す

れ
ば
、
国
際
ブ
ラ
ン
ド
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
全
て
網
羅
で

き
る
。
即
ち
、
]
6
炉

≦
の
P
g
pの言
n
>
B
のき
貰
団
凶
日
の
のの-

□
日
のHのの
五
ブ
ラ
ン
ド
を
取
り
扱
う
契
約
さ
え
交
わ
せ
ば

よ
い
わ
け
で
、
最
少
で
四
社
の
カ
ー
ド
会
社

(く
勗
>
と

区
斜の言
尺
の
取
り
扱
い
を
兼
務
す
る
カ
ー
ド
会
社
が
あ
る
)

と
契
約
締
結
す
る
だ
け
で
、
国
際
ブ
ラ
ン
ド
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
は
全
て
取
り
扱
い
可
能
と
な
る
の
だ
。
現
在
、
デ

パ
ー
ト
や
ホ
テ
ル
、
航
空
会
社
や
旅
行
代
理
店
な
ど
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
取
り
扱
う
店
は
数
多
い
が
、
殆
ど
全
て

の
店
舗
が
こ
の
方
法
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
取
り
扱
っ

て
お
り
、
何
十
社
も
の
カ
ー
ド
会
社
と
契
約
を
交
わ
し
て

い
る
店
は
ま
ず
無
い
。

E
T
C
カ
ー
ド
の
取
扱
契
約
は
、
リ
ス
ク
･
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
･
個
人
情
報
管
理
･
経
営
状
態
等
に
細
心
の
注
意
を



表 2 試行時のET Cカード発行方式 (ETCパートナー会談資料ょの

1. E T Cカードの発行方式

①一体型カード方式 [ETC/汎用クレジットカード磁気)一体型]

‘を帷-ジゞ 留 四 回 ･ETc専用のcチップをJcB等のクレジットカボ 縛頃離れた斌
E T c制鯛時はcチップを、｢殼のJ C B力國岾では磁気ストライプや

エンボスでJC Bカードとして汎用垰I胴できる÷体型カード

口 堅 勾 ･ETC機能とJC B機能が-枚に同居し矛-饑 瀉い
･J C Bドライバーズプラスカードとの三体化など提携カードの割引サー

ビスを同居させることで付加価値の高いカード商品の実現が市浦皀

-藩 翻 嗣 ･ETCかド新規申込者個人法入)
･間接会社会員 住鎌土 間放先,提携カード提携先など)

圏 霊 園 ･ c彰てETc㈱にてETC (械避通行料)を利用
･通常のJC BカードとしてJC B力麗鰭にマ馨彌

②子カード方式 IET鮨膿カード…既存クレジットカード磁気)紐付け型]

親力ぶ 九藷靴.範認騨 醇 虹 クレジソトかドを既に保有する会員は寸し･ ETCの矛幅金額か概存
　　　　　　　　　 　　　　　 　　 クレジットカードの請求に合算されるET C用Cカードを発行する方鞍馬

払
っ
て
厳
選
し
た
カ
ー
ド
会
社
と
の
み
契
約
締
結
を
し
な

が
ら
も
、
実
際
に
は
数
多
く
の
企
業
が
E
T
C
カ
ー
ド
を

発
行
で
き
る
と
い
う
、
実
に
上
手
く
カ
ー
ド
業
界
の
長
所

を
取
り
入
れ
た
契
約
形
態
を
実
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

2

E
T
C
カ
ー
ド
発
行
形
態
が
も
た
ら
す
効
果

前
述
の
通
り
E
T
C
カ
ー
ド
は
非
常
に
合
理
的
か
つ
効

果
的
な
契
約
形
態
を
実
現
し
て
お
り
、
三
月
の
一
般
利
用

開
始
後
、
そ
の
効
果
は
如
実
に
表
れ
つ
つ
あ
る
。

表
3
は
、
現
在
㈱
ジ
ェ
ー
シ
ー
ビ
ー
経
由
で
E
T
C
力

口 園 虹 ･会員は既存のメインかドを変更することなくET馴胴か確
･既存クレジットカードの割引サービス等の特典の活用が祠丁能

くカードイ

幅 稲 回 ･クレジソトかド應有者、新規申込者個人法人)
･間接会社会員 守体±,開放先,提携カード提携先など)

圏 霊 園 ･子かドではETC有料道路通行料)利用
･親カード既存クレジットカード)はJC B力圏晧にて矛胴

カード(ETCプテーめ

③ハウスカード坊式 [甘く薄用カード…独立型]

‘力‐ド伊‐ジ> 匪 庭 口 ･ETcかドだけ泌要で･クレジットカネは棲とし拝胴者に対し･
) E T C用カードだけを発行する方礼 ET C利用料金を単独で請求。

□ 墜 副 汎用か 軽社員に持たせたくない法人等のごズt巡合
･国際ブランドカードと提携していないハウスカードを発行している企

業も間接会社として取組み易い

匿 國 国 ･クレジットか 愕E保有者･倒分け希望者 似 法入)
･間接会社会費 石油系ハウスカード受託先など)

圏 鬮 回 ･ETc蛸料道路通行料)のみ利用可能

④標準に力寸ド方式 IET c対応汎用クレジットカード QC )] ※試行では発行されず、将来型

くカドイキジ> □ 癰 覊 ･線クレジットがドが標準的にC化した時の-ド鎧が発行する

ー
ド
を
発
行
し
て
い
る
企
業
と
そ
の
カ
ー
ド
種
別
及
び
保

有
機
能
の
一
覧
で
あ
る
。
既
に
㈱
ジ
ェ
ー
シ
ー
ビ
ー
経
由

分
だ
け
で
も
二
○
種
類
以
上
の
E
T
C
カ
ー
ド
が
発
行
さ

れ
て
い
る
。営
業
戦
略
上
ま
だ
社
名
は
公
開
で
き
な
い
が
、

近
日
E
T
C
カ
ー
ド
を
発
行
す
べ
く
粛
々
と
準
備
を
進
め

bクレジットカードのCにET Cアプリケーションを格納する方らさし

ET Cカードの将来像と言える。

口 医 虹 ･ETc繃とJcB纜蜘に同居し･マルチアプリカ壊現o
, 1つの℃で様々 な代金のクレジット決済が祠J能になる。

匪圏圓 ･b蛇Tcアプリを擬し徐てのクレジットを檜員

匝 鬮 回 ･ cのETcアブリでETC (舂鱸随彌利用
･汎用型ゆカードとしてガソリンスタンドやドライブスルーなど C端末

を設蠅彗したクレジットカード力麗隣にて利用



表 3 ET C カード発行会社とその発行するET Cカードの種類 (JC B経由分)

ETCカード発行会社 カードの種類 方式 提携先 ETCクレジットキャッシュ
(デビット) その他の機能/特典 ･サービスなと 写真

(株)ジェーシービー

1 ETCスルー力一ド 専用/子 O 親カードの特典(航空マイレージ、
デパート割引など) ①

2 ETC/JCB (一般) ‐一体型 O O ポイント ②
3 ETC/JCB (Gold) 一体型 O O Goldポイント

4 ドライバーズプラス
ETC/JCB (一般) 一体型 O O ガソリン･高速道路利用料金の

キャッシュパック ③

5 ドライバーズプラス
ETC/JCB (Gold)

一体型 ･ O O ガソリン･高速道路利用料金の
キャッシュバック

6 ETC/JCB (法人) 一体型 O O ポイント
7 ETC/JCB (法人Gold) 一体型 O O ポイント

8 JAF ETCカード 予カード 日本自動車連盟
(JAF) O 皹カードの特典(ロードサービス、

ドライブ情報サービスなど) ④

9 oasis21ETCカード (一般) 一体型 日本自動車整備
商工組合連合会 O O ポイント、初年度無料 ⑤

lo 0asis21E企Cカード (Gold) 一体型 同上 O O ポイント

11 oasis2l E rCカード (法人) 一体型 同上 O O ポイント、初年度無料

12 oasis21ETC (法人Gold) 一体型 同上 O O ポイント

13 GA TE21ETCカード (一般) 一体型 東京都自動車整備
商工組合 O O ポイント、初年度無料 ⑥

14 GATE21 ETCカード (Gold) 一体型 同上 O O ポイント

15 GATE21ETCカード (法人) 一体型 同上 O O ポイント、初年度無料

16 GATE21 ETC (法人Gold) 一体型 同上 O O ポイント

17 ETCスルーカード“Nて法人) 専用 O 親カードの特典(使用者非特定型)
(株)トヨタファイナンス 18 ETC TS3カード 一体型 (株)トヨタファイナンス O 劉カード特典(キャッシュパック、ドライバーズサポート他)、初午度年会警鰹料

共立クレジット (株)
19 大垣共立スーパーカード(一般) 一体型 大垣共立銀行 O O O ポイント ⑦

20 大垣共立スーパーカード(Gold) 一体型 O O O ポイント (シートベルト保険等
ゴールドサービス)

コスモ石油 (株) 21 COSM O THE C八RD 一体型 コスモ石油 (株) O ガソリン会員サービス、醜C年会費無
料、ポイント、マイレージサービス ⑧

(株)ジャックスカード 22 ETC JA CCSカード 一体型 (株)ジャックスカード O O ロードサービス ⑨
マイカルカード (株) 23 マイカルカード ETCカード 専用/子 マイカルカード (株) O 親カードの特典

(サティ、ピブレでの割引、ポイント)
(株)ライフ 24 ライフETCカード｢通高手形｣ 専用/子 (株)ライフ O ETC年会費無料

キャンペーンなどでは、 初年度会費無料。 JC Bギフトカードプレゼントや、 車載器プレゼントなどといった特典も付加。

　　　　　　　　　　

②

　　　 　
　　　　　　　
＼- ′ゞ

⑦ ④ ①

⑧ ⑤

き･ん‘トな
　　　　　　　　

⑨ ⑥



て
い
る
企
業
が
他
に
も
続
々
と
控
え
て
い
る
。
他
の
契
約

締
結
カ
ー
ド
会
社
が
関
与
す
る
E
T
C
カ
ー
ド
発
行
会
社

分
を
含
め
れ
ば
、
今
秋
の
本
格
運
用
開
始
時
に
は
E
T
C

カ
ー
ド
の
種
類
は
ゆ
う
に
一
〇
〇
種
類
を
超
え
る
で
あ
ろ

う
と
推
測
で
き
る
。

し
か
も
こ
れ
だ
け
E
T
C
カ
ー
ド
発
行
会
社
が
増
え
て

も
、
カ
ー
ド
を
取
り
扱
う
道
路
事
業
者
で
は
、
基
幹
シ
ス

テ
ム
や
路
側
シ
ス
テ
ム
を
含
め
て
一
切
シ
ス
テ
ム
や
業
務

の
変
更
/
追
加
と
い
っ
た
対
応
作
業
を
行
う
必
要
が
な
い

の
で
あ
る
。
道
路
事
業
者
か
ら
見
え
る
の
は
あ
く
ま
で
契

約
締
結
会
社
で
し
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。言
い
換
え
れ
ば
、

契
約
締
結
会
社
が
自
ら
の
責
務
に
お
い
て
、
ど
ん
ど
ん
E

T
C
カ
ー
ド
発
行
会
社
を
増
や
し
て
い
る
わ
け
だ
。
現
在

の
E
T
C
カ
ー
ド
発
行
形
態
そ
の
も
の
が
、
実
質
的
に
E

T
C
カ
ー
ド
発
行
会
社
を
拡
大
す
る
こ
と
を
実
現
し
て
お

り
、
既
に
大
き
く
E
T
C
カ
ー
ド
普
及
に
寄
与
し
は
じ
め

て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
流
れ
は
、
冒
頭
で
ふ
れ
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
、
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
I
C

化
の
流
れ
と
融
合
し
、
全
国
で
発
行
さ
れ
る
数
億
枚
の
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
続
々
と
E
T

C
機
能
が
搭
載
さ
れ
て
い
く
。
目
標
四
〇
〇
万
台
と
い
わ

れ
る
車
載
器
設
置
車
両
の
利
用
者
だ
け
で
は
な
く
、
実
に

飛
躍
的
な
数
の
E
T
C
カ
ー
ド
普
及
が
潜
在
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

3

E
T
C
カ
ー
ド
の
魅
力

し
か
し
I
C
カ
ー
ド
を
発
行
す
る
会
社
が
、
そ
の
I
C

カ
ー
ド
に
E
T
C
機
能
を
搭
載
し
続
け
る
か
否
か
は
こ
れ

か
ら
の
E
T
C
次
第
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
E
T
C
機
能

が
魅
力
あ
る
機
能
と
し
て
顧
客
に
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
、

I
C
カ
ー
ド
に
E
T
C
機
能
を
搭
載
す
る
意
義
が
な
く
、

そ
の
場
合
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

な
ど
身
の
回
り
の
カ
ー
ド
は
I
C
化
し
て
も
E
T
C
機
能

は
搭
載
さ
れ
な
く
な
り
、
E
T
C
カ
ー
ド
の
普
及
に
深
刻

な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
E
T
C
に

は
魅
力
あ
る
付
加
価
値
が
必
要
で
あ
る
。
E
T
C
機
能
の

魅
力
と
は
、
E
T
C
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
が
保
有
す
る
魅

力
と
、
E
T
C
カ
ー
ド
に
付
加
す
る
魅
力
と
が
考
え
ら
れ

る
。
E
T
C
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
の
魅
力
に
つ
い
て
は
、

｢三

利
用
エ
リ
ア
拡
大
に
向
け
て
｣
の
草
で
後
述
す
る

と
し
、
こ
こ
で
は
E
T
C
カ
ー
ド
に
付
加
す
る
魅
力
に
つ

い
て
記
述
す
る
。

○

カ
ー
ド
発
行
方
式
の
多
様
化

ま
ず
一
つ
に
、
カ
ー
ド
発
行
方
式
の
多
様
化
が
挙
げ
ら

れ
る
。

試
行
運
用
で
発
行
さ
れ
て
い
た
E
T
C
カ
ー
ド
の
発
行

方
式
は
、
①
子
カ
ー
ド
方
式
、
②
ク
レ
ジ
ッ
ト
一
体
型
、

③
専
用
カ
ー
ド
方
式
の
三
種
類
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
一
般
利
用
が
開
始
さ
れ
た
現
在
、
カ
ー
ド
の

発
行
方
式
は
多
様
化
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
岐
阜
県
の
共
立
ク
レ
ジ
ッ
ト
㈱

(大
垣
共
立

銀
行
の
カ
ー
ド
会
社
)
が
発
行
す
る
E
T
C
カ
ー
ド
は
、

『ク
レ
ジ
ッ
ト
&
キ
ャ
ッ
シ
ュ
&
デ
ビ
ッ
ト
&
E
T
C

一

体
型
』
と
い
う
超
多
機
能
型
E
T
C
カ
ー
ド
で
あ
る
。
コ

ス
モ
石
油
㈱
は
、
自
社
で
発
行
し
て
い
る

『
コ
ス
モ
･

ザ
･
カ
ー
ド
』
と
い
う
給
油
会
員
カ
ー
ド
に
E
T
C
機
能

を
搭
載
し
て

『s
s
会
員
カ
ー
ド
&
E
T
C
カ
ー
ド
一
体

型
』
を
発
行
す
る
。
試
行
運
用
時
に
は
E
T
C
と
磁
気
ク

レ
ジ
ッ
ト
し
か
な
か
っ
た

｢
一
体
型
｣
の
種
類
が
増
え
た

の
で
あ
る
。

カ
ー
ド
発
行
方
式
は
単
に
機
能
を
追
加
す
る
多
機
能
化

だ
け
で
は
な
く
、
カ
ー
ド
の
発
行
方
法
自
体
の
多
様
化
に

も
及
ん
で
い
る
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
支
払
い
責
任
の
所
在
を
明
確
に

す
る
必
要
性
か
ら
必
ず
個
人
名
義
で
発
行
し
て
い
た
。
E

T
C
の
予
カ
ー
ド
や
専
用
カ
ー
ド
も
然
り
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
法
人
市
場
に
お
い
て
は
、
契
約
ド
ラ
イ
バ
ー
に

E
T
C
専
用
カ
ー
ド
だ
け
を
保
有
さ
せ
る
こ
と
や
、
一
台

の
社
用
車
を
複
数
社
員
で
利
用
す
る
な
ど
の
自
動
車
利
用

形
態
が
存
在
す
る
。

㈱
ジ
ェ
ー
シ
ー
ビ
ー
で
は
そ
う
い
っ
た
実
態
に
応
じ

て
、
一
枚
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
複
数
の
E
T
C
専
用

カ
ー
ド
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
発
行
方
法
や
、
個
人
名
義
を
表

記
せ
ず
に
複
数
社
員
が
利
用
で
き
る
方
式
の
E
T
C
カ
ー

ド
を
発
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
態
に
即
し
て
導
入
し
易

く
使
い
易
い
E
T
C
カ
ー
ド
の
発
行
方
法
を
考
案
、
新
た

な
方
式
と
し
て
実
現
し
、
普
及
を
促
進
す
る
。



の

サ
ー
ビ
ス
機
能
･
特
典
の
付
加

多
様
化
す
る
の
は
カ
ー
ド
の
発
行
方
式
だ
け
で
は
な

い
。
こ
れ
だ
け
多
く
の
E
T
C
カ
ー
ド
発
行
会
社
が
登
場

し
、
様
々
な
カ
ー
ド
発
行
方
式
に
て
E
T
C
カ
ー
ド
発
行

が
活
発
に
な
れ
ば
、
E
T
C
利
用
者
を
取
り
込
も
う
と
す

る
競
争
が
発
生
す
る
の
は
必
然
で
あ
る
。
即
ち
、
E
T
C

カ
ー
ド
の
市
場
に
お
い
て
、競
争
原
理
が
働
く
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
競
争
社
会
の
中
、
E
T
C
カ
ー
ド
は
差
別

化
が
進
む
。
付
加
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
で
あ
る
。

例
え
ば
、
㈱
ジ
ェ
ー
シ
ー
ビ
ー
の
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
プ
ラ

ス
E
T
C
/
J
C
B
カ
ー
ド
で
は
、
E
T
C
な
ど
高
速
道

路
や
ガ
ソ
リ
ン
の
利
用
代
金
の
最
大
三
0
%
を
キ
ャ
ッ
シ

ュ
バ
ッ
ク
す
る
特
典
が
つ
い
て
い
る
。
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド

で
は
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
保
険
や
旅
行
傷
害
保
険
と
い
っ
た
サ

ー
ビ
ス
が
つ
い
て
お
り
、
子
カ
ー
ド
方
式
の
場
合
に
は
も

と
も
と
親
カ
ー
ド
で
集
め
て
い
た
ポ
イ
ン
ト
や
デ
パ
ー
ト

の
割
引
、
航
空
会
社
マ
イ
レ
ー
ジ
な
ど
の
特
典
が
そ
の
ま

ま
享
受
で
き
る
し
、
更
に
E
T
C
カ
ー
ド
入
会
者
に
対
し

て
車
載
器
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
も
実
施
す

る
o先

程
の
カ
ー
ド
発
行
方
式
と
の
組
み
合
わ
せ
で
例
示
す

れ
ば
、
現
在
官
公
庁
の
職
員
の
方
々
に
保
有
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
J
C
B
ビ
ジ
ネ
ス
カ
ー
ド
に
E
T
C
機
能
を
追

加
す
る
と
い
っ
た
方
式
の
実
現
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の
カ

ー
ド
は
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
な
の
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
保
険

や
旅
行
傷
害
保
険
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ガ
ー
ド
保
険
と
い
っ

た
保
険
サ
ー
ビ
ス
機
能
が
充
実
し
て
い
る
ほ
か
、
電
話
一

本
で
秘
書
の
よ
う
に
ホ
テ
ル
や
ゴ
ル
フ
場
の
手
配
な
ど
を

行
う
ゴ
ー
ル
ド
デ
ス
ク
サ
ー
ビ
ス
や
、
J
C
B
会
員
用
の

割
引
サ
ー
ビ
ス
も
利
用
で
き
る
。
即
ち
、
料
金
所
は
ノ
ン

ス
ト
ッ
プ
、
電
話
一
本
で
目
的
地
近
く
の
ホ
テ
ル
を
予
約

し
、
J
C
B
特
別
料
金
で
利
用
す
る
!
と
い
う
快
適
な
カ

ー
ラ
イ
フ
は
既
に
始
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
ド

ラ
イ
バ
ー
ズ
プ
ラ
ス
E
T
C
/
J
C
B
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド

で
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
も
さ
れ
る
。
E

T
C
カ
ー
ド
発
行
会
社
各
社
が
如
何
に
E
T
C
カ
ー
ド
普

及
に
尽
力
し
て
い
る
か
が
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

正
直
な
と
こ
ろ
こ
れ
ら
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
原
資
を

考
え
れ
ば
、
採
算
は
合
わ
な
い
。
!
に
も
関
わ
ら
ず
、
E

T
C
が
普
及
す
れ
ば
I
C
化
の
際
の
キ
ラ
ー
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
カ
ー
ド
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
と
予

測
し
、
既
に
骨
肉
の
争
い
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
の
で
あ

る
oこ

の
よ
う
な
形
で
実
現
し
つ
つ
あ
る
カ
ー
ド
発
行
会
社

の
増
加
/
発
行
方
式
の
多
様
化
/
付
加
サ
ー
ビ
ス
(特
典
)

の
多
様
化
が
、
E
T
C
カ
ー
ド
に
お
け
る
大
き
な
普
及
策

で
あ
り
、
E
T
C
シ
ス
テ
ム
が
社
会
シ
ス
テ
ム
と
し
て
信

頼
性
を
保
ち
、
利
便
性
や
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
を
備
え
、
魅

力
あ
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
続
け
る
限
り
、
E
T

C
カ
ー
ド
の
普
及
に
大
い
に
寄
与
し
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。

三

利
用
エ
リ
ア
拡
大
に
向
け
て

1

E
T
C
そ
の
も
の
の
魅
力

E
T
C
機
能
の
魅
力
に
は
、
E
T
C
シ
ス
テ
ム
そ
の
も

の
が
保
有
す
る
魅
力
と
、
E
T
C
カ
ー
ド
に
付
加
す
る
魅

力
が
あ
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
E
T
C
カ
ー
ド

に
付
加
す
る
魅
力
に
つ
い
て
は
既
に
記
述
し
た
通
り
で
あ

り
、
こ
こ
で
は
E
T
C
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
の
魅
力
に
つ

い
て
記
述
す
る
。

E
T
C
カ
ー
ド
発
行
会
社
が
如
何
に
努
力
し
よ
う
と

も
、
そ
の
付
加
す
る
特
典
内
容
は

｢付
随
サ
ー
ビ
ス
｣
の

城
を
越
え
な
い
。
つ
ま
り
E
T
C
そ
の
も
の
の
魅
力
で
は

な
く
、
所
詮
カ
ー
ド
に
付
加
さ
れ
た
付
随
的
魅
力
に
過
ぎ

な
い
。
一
方
、
利
用
者
観
点
に
立
て
ば
、
利
便
性
だ
け
で

な
く
ダ
イ
レ
ク
ト
な
メ
リ
ッ
ト
、
特
に
経
済
的
な
メ
リ
ッ

ト
に
大
き
な
魅
力
を
感
じ
て
い
る
こ
と
は
、
本
誌
一
九
九

九
年
11
月
号
に
掲
載
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
通
り
で
あ

る
ほ
か
、
道
路
事
業
者
に
よ
る
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
を

は
じ
め
様
々
な
調
査
結
果
で
顕
著
に
表
れ
て
お
り
、
実
現

が
切
望
さ
れ
る
。

た
だ
し
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
こ
れ
ま
で
記
述

し
て
き
た
E
T
C
カ
ー
ド
発
行
会
社
が
発
行
す
る
E
T
C

カ
ー
ド
に
割
引
を
付
加
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
点
で
あ

る
。
例
え
ば
、
こ
れ
ら
と
は
全
く
別
に
、
新
し
い
割
引
付

E
T
C
カ
ー
ド
を
発
行
し
た
と
し
よ
う
。当
然
利
用
者
は
、

既
に
E
T
C
カ
ー
ド
を
保
有
し
て
い
る
利
用
者
を
筆
頭
に



割
引
付
新
カ
ー
ド
に
殺
到
す
る
で
あ
ろ
う
。
E
T
C
カ
ー

ド
を
よ
く
使
う
人
ほ
ど
割
引
付
新
カ
ー
ド
に
傾
斜
す
る
。

そ
の
結
果
、
様
々
な
カ
ー
ド
発
行
方
式
を
開
発
し
、
特
典

サ
ー
ビ
ス
を
付
加
し
て
ま
で
E
T
C
カ
ー
ド
を
発
行
し
て

き
た
既
存
発
行
会
社
に
お
い
て
、
E
T
C
カ
ー
ド
の
発
行

意
義
は
希
薄
と
な
る
。
そ
う
な
れ
ば
E
T
C
カ
ー
ド
は
、

割
引
付
新
カ
ー
ド
が
高
頻
度
利
用
者
を
対
象
に
o
か
ら
の

カ
ー
ド
発
行
を
粛
々
と
開
始
す
る
一
方
で
、
割
引
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト
享
受
が
少
な
い
低
頻
度
の
有
料
道
路
利
用
者
は

I
C
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
I
C
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に

E
T
C
機
能
を
追
加
す
る
よ
う
に

｢何
か
の
機
会
に
E
T

C
機
能
付
I
C
カ
ー
ド
を
保
有
す
る
｣
と
い
う
こ
と
も
な

く
、
E
T
C
は
一
部
の
高
頻
度
利
用
者
の
た
め
だ
け
の
シ

ス
テ
ム
に
な
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
一
般
利
用
開
始
後

わ
ず
か
二
ヶ
月
で
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
多
様
な
展
開
を
見
せ

始
め
た
E
T
C
カ
ー
ド
普
及
の
胎
動
が
潰
え
て
し
ま
う
こ

と
自
体
も
E
T
C
カ
ー
ド
普
及
の
面
か
ら
見
れ
ば
大
き
な

マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
が
、
社
会
シ
ス
テ
ム
と
し
て
一
部
の
高

頻
度
利
用
者
用
シ
ス
テ
ム
に
み
え
る
こ
と
も
回
避
さ
れ
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
ゆ
え
に
割
引
付
加
は
、
既
存
の
E
T
C

カ
ー
ド
に
付
加
す
る
方
法
で
実
現
さ
れ
た
い
。

2

E
T
C
カ
ー
ド
課
題

①

利
用
者

(カ
ー
ド
発
行
対
象
者
)
の
更
な
る
拡
大

現
在
の
E
T
C
に
お
け
る
課
金
シ
ス
テ
ム
は
後
払
い
、

即
ち
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
出
口
で
初
め
て
利

用
金
額
が
確
定
す
る
有
料
道
路
の
性
質
上
、
後
払
い

(ク

レ
ジ
ッ
ト
)
が
適
合
し
や
す
い
環
境
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

そ
し
て
、
前
述
の
通
り
カ
ー
ド
発
行
方
式
の
多
様
化
に
よ

り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
方
で
も
E
T

C
専
用
カ
ー
ド
を
持
つ
こ
と
で
E
T
C
利
用
が
可
能
と
な

っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
殆
ど
の
有
料
道
路
利
用
者
に
E
T

C
カ
ー
ド
が
発
行
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
が
、
他
の
支
払
い

方
法
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
以
外
に
も
デ
ビ
ッ
ト

(キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
)
や
プ
リ
ペ
イ
ド

(前
納
)
と
い
っ
た
支
払
い
方
法
が

考
え
ら
れ
る
。
㈱
ジ
ェ
ー
シ
ー
ビ
ー
で
も
デ
ビ
ッ
ト
端
末

を
設
置
し
た
り
、
銀
行
の
I
C
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
発
行

を
代
行
し
た
り
、
呂
O
Z
□
□
×
と
い
っ
た
電
子
マ
ネ
ー

(プ
リ
ペ
イ
ド
)
を
発
行
し
た
り
な
ど
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
以

外
の
支
払
い
方
法
に
つ
い
て
も
取
り
扱
い
を
行
い
、
取
り

扱
い
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
培
っ
て
来
て
い
る
。
し
か
し
、

デ
ビ
ッ
ト
の
場
合
は
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
が
必
要
で
あ
っ
た

り
、
プ
リ
ペ
イ
ド
の
場
合
は
残
高
不
足
に
な
っ
た
場
合
の

対
応
方
法
が
必
要
で
あ
っ
た
り
な
ど
、
や
は
り
検
討
課
題

は
発
生
す
る
。
例
え
ば
、
事
前
に
潤
沢
な
保
証
金
を
積
ん

で
当
該
補
償
金
額
を
超
え
な
い
よ
う
運
用
し
た
り
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
の
よ
う
に
未
払
い
を
違
反
と
位
置
づ
け
て
厳
し

く
取
り
締
ま
る
と
い
っ
た
運
用
と
併
せ
て
プ
リ
ペ
イ
ド
を

実
現
す
る
な
ど
、
実
現
に
は
運
用
を
考
慮
し
た
慎
重
な
議

論
が
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

②

カ
ー
ド
挿
入
方
向
の
明
示

試
行
運
用
に
て
、
カ
ー
ド
挿
入
方
向
が
分
か
り
に
く
い

と
の
ご
意
見
も
頂
戴
し
た
。
こ
れ
ら
ご
意
見
を
真
摯
に
受

け
止
め
、
今
後
と
も
E
T
C
カ
ー
ド
発
行
会
社
は
E
T
C

カ
ー
ド
挿
入
方
向
の
明
示
を
行
う
よ
う
留
意
す
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
車
載
器
の
形
態
に
よ
っ
て
は
カ
ー
ド
を
立

て
て
挿
入
す
る
タ
イ
プ
な
ど
が
あ
る
が
、
そ
の
場
合
に
は

カ
ー
ド
の
表
面
を
左
右
ど
ち
ら
に
し
て
挿
入
す
れ
ば
よ
い

か
が
分
か
り
難
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
場
合
に

は
、
乾
電
池
の
十
一
の
よ
う
に
カ
ー
ド
挿
入
方
向
を
表
示

す
る
方
法
も
有
効
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

3

イ
ン
フ
ラ
整
備

さ
て
、
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
E
T
C
カ
ー
ド

は
順
調
に
普
及
の
兆
し
を
見
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
世
界
で
も
、
カ
ー

ド
だ
け
が
普
及
し
た
と
こ
ろ
で
そ
の
カ
ー
ド
が
使
え
る
環

境
整
備
、
即
ち
加
盟
店
端
末
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
伴

わ
な
け
れ
ば
、
そ
の
支
払
い
方
法
は
普
及
し
な
い
。
カ
ー

ド
と
イ
ン
フ
ラ
は
車
の
両
輪
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
ど

ち
ら
か
一
方
だ
け
で
も
欠
け
る
と
ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
と

し
て
機
能
せ
ず
、
普
及
も
し
な
い
の
で
あ
る
。

E
T
C
カ
ー
ド
の
場
合
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
加
盟
店
で

あ
る
利
用
可
能
有
料
道
路
で
あ
り
、
加
盟
店
端
末
で
あ
る

路
側
機
器
や
車
載
器
で
あ
る
。
利
用
可
能
道
路
は
夏
か
ら

秋
に
か
け
て
順
次
拡
大
し
て
行
く
予
定
で
あ
り
、
利
用
者

マリ ー冠当該千ヤ リnn1 R



の
期
待
も
膨
ら
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
あ
と
は
、
新

た
に
利
用
開
始
と
な
っ
た
時
で
も
混
乱
す
る
こ
と
も
な
く

円
滑
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
収
受
員
の
方
々
を
始
め
と
す

る
現
場
教
育
や
、
万
が
一
の
場
合
に
も
速
や
か
に
対
応
す

る
と
共
に
原
因
究
明
や
再
発
防
止
な
ど
高
い
レ
ベ
ル
の
信

頼
性
を
維
持
す
る
よ
う
な
運
用
体
制
の
継
続
、
一
定
以
上

の
品
質
レ
ベ
ル
を
保
持
し
な
が
ら
も
購
入
し
易
い
価
格
の

車
載
器
な
ど
が
、
利
用
拡
大
に
向
け
た
イ
ン
フ
ラ
側
の
準

備
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

関
係
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
総
力
を
結
集
し
た
社
会
シ
ス
テ

ム
整
備
と
考
え
ら
れ
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
る
。

今
後
と
も
、
国
土
交
通
省
、
各
道
路
事
業
者
、
路
側
器
メ

ー
カ
ー
、
車
載
器
メ
ー
カ
ー
と
の
連
携
体
制
を
継
続
し
、

高
い
技
術
水
準
を
誇
る
日
本
の
E
T
C
シ
ス
テ
ム
の
発
展

に
寄
与
し
て
い
き
た
い
。

四

ー
T
S
展
開

最
後
に
、
I
T
S
に
お
け
る
決
済
の
実
現
形
に
つ
い
て

少
々
触
れ
て
お
き
た
い
。
I
T
S
検
討
の
ご
参
考
に
な
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

1

『多
機
能
』
と

『汎
用
』
の
違
い

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
全
世
界
で
汎
用
決
済
を
実
現
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
台
湾
の
中
国
信
託
銀
行
が
発
行
し
た

J
C
B
カ
ー
ド
を
持
っ
て
台
湾
の
方
が
日
本
に
旅
行
に
来

た
と
し
よ
う
。
往
復
の
航
空
券
は
J
C
B
カ
ー
ド
で
購
入

す
る
。
空
港
で
降
り
て
、
レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
る
の
も
、

高
速
道
路
で
サ
イ
ン
レ
ス
利
用
す
る
の
も
、
ホ
テ
ル
の
宿

泊
費
も
レ
ス
ト
ラ
ン
の
お
食
事
も
お
土
産
の
買
い
物
も
、

全
て
J
C
B
カ
ー
ド
で
支
払
い
が
で
き
る
!
･こ
れ
が
汎
用

決
済
で
あ
る
。
こ
の
汎
用
性
は
J
C
B
カ
ー
ド
が
I
C
化

し
て
も
変
わ
ら
な
い
。

一
方
、
I
C
化
に
よ
り
、
様
々
な
決
済
ス
キ
ー
ム
が
実

現
す
る
世
界
は
ど
う
か
。
空
港
に
着
い
て
レ
ン
タ
カ
ー
を

借
り
た
が
、
高
速
道
路
の
E
T
C
は
E
T
C
機
能
を
搭
載

し
た
I
C
カ
ー
ド
で
な
い
と
使
え
な
か
っ
た
。
鉄
道
に
乗

っ
た
が
I
C
乗
車
券
機
能
を
格
納
し
た
I
C
カ
ー
ド
で
な

け
れ
ば
使
え
な
か
っ
た
。
!
･こ
れ
で
は
汎
用
決
済
と
は
言

え
な
い
。
そ
れ
ら
個
々
の
決
済
機
能
を
I
C
に
格
納
し
た

実
現
形
は

『汎
用
決
済
』
で
は
な
く

『多
機
能
』
な
の
で

あ
る
。
即
ち
、
前
者
は
一
枚
の
汎
用
カ
ー
ド
で
あ
る
が
、

後
者
は
個
々
の
カ
ー
ド
が
沢
山
財
布
に
入
っ
て
い
る
状
態

と
考
え
れ
ば
良
い
。

汎
用
決
済
と
は
、
一
つ
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
様
々

な
店
の
決
済
が
可
能
と
な
る
状
態
を
指
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
は
全
世
界
で
、
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
国
内
で
、
汎

用
決
済
ス
キ
ー
ム
を
実
現
し
て
い
る
。

万
が
一
、
E
T
C
カ
ー
ド
で
有
料
道
路
通
行
料
金
以
外

の
代
金
を
決
済
し
よ
う
と
考
え
る
場
合
、
そ
れ
は
単
に
ハ

イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
を
道
路
以
外
の
一
般
の
店
で
も
使
え
る

よ
う
に
し
よ
う
と
考
え
る
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
り
、
I
C

カ
ー
ド
だ
か
ら
実
現
で
き
る
新
し
い
世
界
で
も
汎
用
決
済

で
も
何
で
も
な
い
。
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
や
J
R
の
イ
オ
カ

ー
ド
、
S
F
メ
ト
ロ
カ
ー
ド
な
ど
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と

が
言
え
る
。
国
内
に
あ
る
プ
リ
ペ
イ
ド
な
ど
の
決
済
機
能

を
備
え
た
磁
気
カ
ー
ド
が
I
C
化
す
る
た
び
に
汎
用
利
用

を
考
え
出
し
た
ら
、
そ
れ
ら
カ
ー
ド
を
使
わ
せ
て
く
れ
る

お
店
に
は
沢
山
の
端
末
を
並
べ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な

い
。
そ
も
そ
も
そ
の
カ
ー
ド
を
使
え
る
店
を
誰
が
何
を
目

的
と
し
て
獲
得
す
る
の
か
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
店
側
の
端

末
設
置
を
推
進
し
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
の
か
、
何
か
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
は
誰
に
連
絡
す
れ
ば
よ
い
の
か

!
な
ど
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
と
い

っ
た
決
済
ス
キ
ー
ム
を
o
か
ら
構
築
す
る
レ
ベ
ル
の
検

討

･
負
荷
が
必
要
に
な
る
こ
と
を
覚
悟
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
こ
で
は
何
よ
り
も

｢ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
か
｣

の
運
用
方
法
を
決
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
実
現
に
必
要

な
技
術
や
機
器
の
要
件
が
定
ま
る
の
で
あ
り
、
万
が
一
技

術
先
行
で
検
討
す
る
場
合
は
運
用
が
つ
い
て
く
る
か
ど
う

か
を
常
に
考
え
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
方
、
消
費
者
サ
イ
ド
か
ら
見
れ
ば

｢決
済
｣
は
単
に

お
金
の
支
払
い

(方
法
)
で
し
か
な
い
。
有
料
道
路
に
お

け
る
E
T
C
や
汎
用
電
子
乗
車
券
な
ど
、
あ
る
特
定
の
環

境
内
で
は
そ
の
環
境
に
適
合
し
た
利
便
性
の
高
い
新
し
い

決
済
方
法
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
し
、
使
い
方

(運
用
方
法
)

も
決
め
る
事
が
出
来
る
。
し
か
し
、
一
般
の
店
の
場
合
は

既
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
デ
ビ
ッ
ト

(場
所
に
よ
っ
て
は
電
子

マ
ネ
ー
も
)
と
い
っ
た
決
済
ス
キ
ー
ム
が
広
く
普
及
し
て



お
り
、
そ
こ
に
新
し
い
決
済
ス
キ
ー
ム
を
導
入
す
る
場
合

い
よ
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
時
同
じ
く
し
て
、
金
融
業

は
そ
れ
ら
既
存
ス
キ
ー
ム
と
の
住
み
分
け
方
法
や
共
存
形

を
検
討
し
、
消
費
者
や
店
員
に

｢分
か
り
難
い
｣
と
の
印

象
を
与
え
ず
、
店
頭
で
混
乱
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
留
意
す

る
必
要
が
あ
る
。

そ
う
考
え
る
と
I
T
S
に
お
け
る
決
済
ス
キ
ー
ム
は
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
や
デ
ビ
ッ
ト
な
ど
既
存
の
汎
用
決
済
ス
キ
ー

ム
を
最
大
限
活
用
し
、
決
済
ス
キ
ー
ム
構
築
や
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
お
い
て
最
小
の
負
担
で
効
果
的
な
展
開
を
実
現
す

る
よ
う
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
決
済
を
ど
う
実
現
す
る

か
に
よ
っ
て
、
関
連
機
器
に
求
め
ら
れ
る
要
件
も
変
化
す

る
。

界
に
お
い
て
も
I
C
カ
ー
ド
化
が
開
始
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

金
融
カ
ー
ド
の
I
C
化
が
I
T
S
と
融
合
し
、
I
T
S
を

更
に
光
り
輝
く
社
会
シ
ス
テ
ム
と
し
て
そ
の
可
能
性
の
幅

を
広
げ
な
が
ら
実
現
し
て
い
く
日
も
近
い
と
信
じ
る
。

2

消
費
者
保
護
/
個
人
情
報
保
護

本
誌
一
九
九
九
年
11
月
号
で
も
触
れ
た
が
、
E
T
C
カ

ー
ド
に
よ
る
決
済
ス
キ
ー
ム
に
は
本
人
認
証
/
オ
ン
ラ
イ

ン
認
証
が
無
い
こ
と
に
よ
り
消
費
者
保
護
上
の
課
題
が
あ

っ
た
。
た
だ
し
、
E
T
C
で
は
道
路
事
業
者
に
お
け
る
料

金
所
シ
ス
テ
ム
と
の
連
動
に
よ
り
、
完
全
と
は
言
え
な
い

ま
で
も
か
な
り
の
部
分
で
課
題
を
最
大
限
ク
リ
ア
し
て
い

る
。I

T
S
に
お
い
て
決
済
ス
キ
ー
ム
が
検
討
さ
れ
る
場
合

に
は
、
こ
れ
ら
課
題
の
解
決
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

二
一
世
紀
は
既
に
始
ま
っ
て
い
る
。
二
一
世
紀
の
社
会

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
I
T
S
の
要
と
言
え
る
E
T
C
も
い
よ
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分
会
彰X
汐

E
T
C
邇
用
開
始
と
衾

の
展
開
◇

人
文
〈〉

E
T
◎
⑭
書
屡
促
進
に
向
け
た
◎
㈱
$
噂
◎
活
動

鯛
道
路
シ
ス
テ
ム
高
度
化
推
進
機
構
総
務
課

一

は
じ
め
に

ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
支
払
い
シ
ス
テ
ム

｢
E
T
C

(四
す
り町
O
口
行

目
0
□

6
OE
の
a
o
□

④
添
付
日
)
シ
ス
テ

ム
｣
は
、
二
〇
〇
一
年
三
月
か
ら
、
千
葉
、
及
び
沖
縄
地

域
の
高
速
道
路
及
び
首
都
高
速
道
路
の
一
部
で
そ
の
サ
ー

ビ
ス
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
秋
頃
に
は
東
名
、
名

神
、
中
央
、
山
陽
自
動
車
道
等
で
料
金
所
の
整
備
が
行
わ

れ
、
サ
ー
ビ
ス
地
域
が
大
幅
に
広
が
る
予
定
で
す
。

E
T
C
は
I
T
S

(甘
言
嵩
窓
口
[

号
溝
口
g
o
詳

の
ち
言
B
の
こ
局
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
の
重
要
な
開
発

分
野
と
し
て
そ
の
早
期
の
実
現
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
に
よ
り
、
渋
滞
の
無
い
、
快
適
な
ド

ラ
イ
ブ
に
向
け
た
新
し
い
I
T
S
の
サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー

ト
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

日
本
の
有
料
道
路
は
複
数
の
有
料
道
路
事
業
者
に
よ
り

管
理
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
E
T
C
は
全
国
で
統
一
さ
れ
た

シ
ス
テ
ム
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

㈱
道
路
シ
ス
テ
ム
高
度
化
推
進
機
構
(O
R
S
E
…

O
滝
斜
巳
N
害
0
□
ぎ
門
幻
O
P
Q
の
で
れ
①
日

団
自
営
6
の
日
の口
[)

は
、
E
T
C
の
車
載
器
･
カ
ー
ド
あ
る
い
は
路
側
機
向
け

の
統
一
的
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
鍵
の
発
行
･
管
理
、
及
び
販

売
さ
れ
た
車
載
器
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
情
報
の
発
行
･
配
信

を
担
当
す
る
機
関
と
し
て
、
一
九
九
九
年
九
月
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
E
T
C
の
概
要
と
0
R
S
E
の

業
務
内
容
及
び
E
T
C
普
及
に
向
け
た
O
R
S
E
の
取
組

み
の
概
要
等
を
O
R
S
E
の
業
務
に
沿
っ
て
紹
介
し
ま

す
。

二

E
T
C
と
そ
の
利
用
方
法

1

E
T
C
と
は

E
T
C
と
は
、
無
線
通
信
を
用
い
て
通
行
料
金
の
支
払

い
を
行
う
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
有
料
道
路
の
料
金
所

を
停
車
す
る
こ
と
な
く
通
過
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
、
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
に
よ
る

利
便
性
の
向
上
や
料
金
所
渋
滞
の
緩
和
な
ど
を
図
る
新
し

い
料
金
支
払
い
シ
ス
テ
ム
で
す

(図
1

5
ペ
ー
ジ
図
2

参
照
)。

2

E
T
C
を
利
用
す
る
に
は

E
T
C
は
、
利
用
者
の

｢
E
T
C
カ
ー
ド
の
準
備
｣
、

｢車
載
器
｣
の
購
入
･
取
り
付
け
及
び
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
が

完
了
し
だ
い
利
用
で
き
ま
す
。

道チテセ 2001. お



詳
細
は
、
図
2

(5
ペ
ー
ジ
図
3
参
照
)
及
び
図
3
を

参
照
下
さ
い
。

三

0
R
S
E
の
業
務
と
普
及
促
進
活
動

1

O
R
S
E
の
業
務

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
を
主
と
し
た
O
R
S
E
の
業
務
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

クレジットカード会社または有料道路事業者 い セ 三
て キ 0

カードlD、契約情報の管理

データベース

　 　　　‐■
カード 剣
メ-力- “

ETCカード申し込み
セットアップ申し込み 車載器セットアップ

図 3 ET C カードの発行と車載器のセットアップ

O
R
S
E
の
業
務
は
、
大
き
く
分
け
る
と

･
E
T
C
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
発
行
･
管
理

(情
報
安

全
確
保
規
格
の
提
供
、
識
別
処
理
情
報
の
付
与
)

･
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
体
制
の
確
立

(セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
店
の

募
集
、
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
カ
ー
ド
の
発
行
)

･
E
T
C
の
普
及
促
進
と
標
準
化
･
高
度
化
を
目
指
し

た
調
査
研
究

平成13年6月2 1日現在の組織構成、各部の業務内容を示す。
･ ･ ･ 0

ラ E セ 全 E R

評議員会:23名 総務課3名 言n T ツ
総務部 査 C 、 ト1名

.理事会:13名

企画調査
部:2名 調査課:6名

理事長
専務理事

常務理事

管理課g名 度 ネテ ト 報 管
と ) ア の 理

瓣務部" 業務課:4名
3名鯨醸 (内兼務1名)
務1名)

※理事長1、専務理事1、常務理事3、非常勤理事8、監事亀 非常勤監事2
務 制 o 2 と

※部長以下計30名
2

0
R
S
E
の
組
織
と
業
務
内
容

O
R
S
E
の
組
織
と
業
務
内
容
を
図
4
に
示
し
ま
す
。

O
R
S
E
で
は
、
二
〇
〇

一
年
四
月
、
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
体

制
強
化
と
E
T
C
導
入
･
運
用
支
援
の
た
め
、
新
た
に
業

務
部
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

区 分 業 務 内 容
総務部 ･総務、経理、契約、広報一般

E TCに関する情報安全確保規格の開示

･調査研究事業の契約書の履行管理

企画調査部 E TCの高度化に関する調査研究及び開発

･ETCに関する標準化

･ETCの普及促進、周知広報

E TCに関する情報収集･公表及び関係機関･団体との交流

･ETCに閾する受託業務の執行

E TC運用連絡会議事務局

システム部 ･ETC情報発行システム等の開発、改修、保守

E TCに関する識別処理情報の付与

･試験環境の整備、運営

業務部 ･セットアップ体制の整備

･ETCに関する識別処理情報(セットアップ)の付与

E TC導入･運用の支援

　 　き 8 す
の E o

図 4 0 RSEの組織と業務内容



3

0
R
S
E
の
主
要
業
務
内
容

○

情
報
安
全
確
保
規
格
の
提
供

全
国
の
有
料
道
路
で
共
通
の
E
T
C
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
に
は
、
確
実
な
料
金
収
受
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の

為
の
共
通
ル
ー
ル

(情
報
安
全
確
保
規
格
)
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
O
R
S
E
は
こ
の
情
報
安
全
確
保
規
格
を
、
守

秘
義
務
契
約
を
し
た
企
業
に
の
み
提
供
し
て
い
ま
す
。

情
報
安
全
確
保
規
格
と
は
、
E
T
C
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
標

準
規
格
書
、
E
T
C
暗
号
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
規
格
書
、
E
T

C
デ
ー
タ
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
規
格
書
の
総
称
で
あ
り
、
E
T

C
を
構
成
す
る
機
器

(車
載
器
、
路
側
無
線
装
置
、
E
T

C
カ
ー
ド
等
)
に
格
納
さ
れ
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
の
開

発
や
シ
ス
テ
ム
構
築
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

⑭

識
別
処
理
情
報
の
付
与

識
別
処
理
情
報
は
、
次
の
二
つ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

①

鍵
情
報

確
実
な
料
金
収
受
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
を
行
う
た

め
、
E
T
C
で
は
無
線
通
信
で
や
り
取
り
さ
れ
る
情
報
等

の
暗
号
化
･
復
号
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。
O
R
S
E
で
は
、

こ
の
暗
号
化
･
復
号
化
に
必
要
な

｢鍵
情
報
｣
を
、
高
度

な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
の
も
と
に
有
料
道
路
事
業
者
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
モ
ジ
ュ
ー
ル
製
造
者
、
カ
ー
ド
発
行
者
に
提

供
し
て
い
ま
す
。

②

車
載
器
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
情
報

O
R
S
E
は
、
確
実
な
料
金
収
受
を
行
う
為
に
、
有
料

道
路
料
金
を
課
金
す
る
対
象
と
な
る
車
両
情
報
を
、
車
載

ツ
ト
ア
ッ
プ
カ
ー
ド
ヘ
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
情
報
を
書
き

器
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
情
報
と
し
て
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
店
に
提

込
み
、
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
カ
ー
ド
を
発
行
し
ま
す
。

供
し
て
い
ま
す
。

･

ツ
ト

ッ
。
終

愛
は
、

間

･

ツ
ト

現
在
、
O
R
S
E
で
は
、
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
店
の
募
集
と

登
録
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
効
率
的
な
セ
ッ
ト
ア
ッ

プ
情
報
の
配
信
を
行
う
た
め
、
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
店
か
ら
の

申
請
と
そ
れ
に
基
づ
く
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
カ
ー
ド
発
行
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
実
施
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム

(オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
管
理
シ
ス
テ
ム
及

び
端
末
ソ
フ
ト
)
を
開
発
し
ま
し
た
。

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
カ
ー
ド
の
オ
ン
ラ
イ
ン
発
行
は
、
セ
ッ

ト
ア
ッ
プ
店
に
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
端
末
装
置
を
設
置
し
、
O

R
S
E
の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
管
理
シ
ス
テ
ム
と

電
話
回
線
で
接
続
し
、
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
カ
ー
ド
を
発
行
す

る
方
式
で
す
。

な
お
、
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
カ
ー
ド
発
行
ま
で
の
具
体
的
手

順
は
次
の
と
お
り
で
す
。

･
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
店
は
、
お
客
様
記
入
の

｢E
T
C
車

載
器
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
申
込
書
｣
の
車
両
情
報
等
を
端

末
装
置
に
入
力
し
O
R
S
E
へ
送
信
し
ま
す
。

･
O
R
S
E
で
は
、
受
信
し
た

｢車
両
情
報
等
｣
を
オ

ン
ラ
イ
ン
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
管
理
シ
ス
テ
ム
を
用
い
、

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
情
報
を
生
成
、
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
店
の

端
末
装
置
へ
配
信
し
ま
す
。

･
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
店
で
は
、
端
末
装
置
の
I
C
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
で
、
O
R
S
E
が
予
め
貸
与
し
た
セ

込
み
、
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
カ
ー
ド
を
発
行
し
ま
す
。

･
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
終
了
後
は
、
端
末
装
置
で
セ
ッ
ト
ア

ッ
プ
完
了
報
告
を
入
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
セ
ッ
ト

ア
ッ
プ
カ
ー
ド
の
初
期
化
を
行
い
ま
す
。

･
初
期
化
さ
れ
た
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
カ
ー
ド
は
、
繰
り
返

し
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

O
R
S
E
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関
連
情
報
の
発
行
と
関
係

す
る
諸
機
関
を
図
5
に
示
し
ま
す
。

O
R
S
E
は
、
E
T
C
の
一
般
サ
ー
ビ
ス
開
始
に
対
応

し
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
か
ら
茨
城
県
、
千
葉
県
、
埼
玉
県
、

東
京
都
及
び
神
奈
川
県
を
対
象
と
し
て
オ
フ
ラ
イ
ン
に
よ

る
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
契
約
の
募
集
を
開
始
し
ま
し
た
。
一
〇

月
か
ら
は
沖
縄
県
を
募
集
地
域
に
加
え
、
一
部
五
県
で
セ

ッ
ト
ア
ッ
プ
店
網
を
構
築
し
ま
し
た
。

ま
た
、
二
〇
〇
一
年
度
に
予
定
さ
れ
る
E
T
C
の
全
国

展
開
に
対
応
す
る
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
の
整
備
状
況
を
勘
案
し
、
二
〇
〇
一
年
三
月
か
ら

全
国
を
対
象
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
･
オ
フ
ラ
イ
ン
併
用
に

よ
る
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
契
約
の
募
集
を
開
始
し
ま
し
た
。

五
月
末
現
在
で
、
一
三
七
事
業
者

(五
、
四
七
四
セ
ッ

ト
ア
ッ
プ
店
)
と
契
約
完
了
又
は
契
約
手
続
中
と
な
っ
て

い
ま
す
。

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
事
業
者
の
募
集
に
関
し
て
、
詳
し
く
は

O
R
S
E
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。
な
お
、
セ

ッ
ト
ア
ッ
プ
事
業
の
契
約
申
込
み
に
関
す
る
問
合
せ
先
は
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左
記
の
と
お
り
で
す
。

有料道路事業者

　　　　　　　　　　　　　　　　　s A M :Secure Application M odule

Q R S E

図 5 0 R S Eとセキュリティ発行の流れ

③

そ
の
他

広
い
意
味
で
の
E
T
C
の
品
質
を
確
保
し
、
そ
の
普
及

を
促
進
す
る
た
め
、
O
R
S
E
は
以
下
の
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。

①

E
T
C
ロ
ゴ
の
商
標
登
録

E
T
C
ロ
ゴ

(E
T
C
標
章
の
呼
称
、
図
6
参
照
)
を

O
R
S
E
に
て
商
標
登
録
し
て
い
ま
す
。

E
T
C
に
関
わ
る
広
告
、
宣
伝
等
へ
の
活
用
及
び
E
T

C
関
連
機
器
に
当
ロ
ゴ
を
使
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
E
T

C
ロ
ゴ
使
用
規
程
及
び
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

E
T
C
ロ
ゴ
の
使
用
に
関
し
て
、
詳
し
く
は
O
R
S
E

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。
な
お
、
問
合
せ
先
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

②

E
T
C
車
載
器
の
相
互
接
続
性
試
験

O
R
S
E
で
は
、
E
T
C
車
載
器
の
路
側
無
線
装
置
に

対
す
る
基
本
的
通
信
機
能
を
確
認
す
る
た
め
の
試
験
の
管

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
E
T
C
車
載
器
と
路
側

機
間
の
通
信
の
接
続
性
を
確
認
す
る
た
め
、
O
R
S
E
の
管

企
画
調
査
部
企
画
課

T
E
L

0
三
ー
五
二
ニ
ハ
ー
四
六
三
三

F
A
X

0
三
ー
五
二
一
六
ー
三
八
一
五

理
の
下
で
試
験
を
実
施
す
る
も
の
で
、
相
互
接
続
性
が
確

認
さ
れ
た
機
種
へ
の
確
認
番
号
の
付
与
、
車
載
器
の
型
式

登
録
に
よ
り
、
車
載
器
の
通
信
性
能
を
確
保
し
、
E
T
C

シ
ス
テ
ム
の
安
全
か
つ
円
滑
な
運
用
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

O
R
S
E
で
は
、
型
式
が
登
録
さ
れ
て
い
る
車
載
器
に

対
し
て
、
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
情
報
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

五
月
末
現
在
で
、
二
七
型
式
(
一
〇
社
)
を
登
録
し
て
い

ま
す
。

詳
細
は
、
本
年
三
月
に
行
い
ま
し
た
官
報
公
告
及
び
O

R
S
E
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

③

E
T
C
シ
ス
テ
ム
用
試
験
鍵
等
の
貸
与

O
R
S
E
で
は
、
E
T
C
シ
ス
テ
ム
に
使
用
さ
れ
る
E

T
C
カ
ー
ド
、
車
載
器
、
路
側
機
又
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機

能
の
開
発
又
は
製
造
を
行
う
者
に
対
し
、
試
験
鍵
等
の
貸
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与
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
貸
与
対
象
と
な
る
試
験
鍵

等
の
種
類
を
以
下
に
示
し
ま
す
。

･
車
s
A
M
用
試
験
鍵

･
路
s
A
M
用
試
験
鍵

･
E
T
C
カ
ー
ド
用
試
験
鍵

･
試
験
用
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
カ
ー
ド

(試
験
鍵
)

･
試
験
用
E
T
C
カ
ー
ド

(試
験
鍵
)

貸
与
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
O
R
S
E
が
定
め
る
試
験

鍵
等
使
用
規
程
に
従
い
シ
ス
テ
ム
部
管
理
課
宛
に
必
要
書

類
を
提
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
使
用
の
都
度
規
程
に
定
め

る
試
験
鍵
使
用
料
を
お
支
払
い
頂
き
ま
す
。

(窓
口
…
シ
ス
テ
ム
部
管
理
課
T
E
L
0
三
ー
五
二
一
六

1
四
六
三
六
)

④

周
知
広
報
活
動

号等の付与等を行います。

. 試験を実施する者

車載器の製造を行おうとする者は、 O R S E が定めたE T

C車載器相互接続性試験実施規程 (以下 ｢規程｣ という。)
に定めるところにより試験の実施を申し込むことができま

O R S E の管理の下で実施し、 O R S E は試験要

、試験装置等の管理、試験実施手続き、確認番

e
イ
ベ
ン
ト
展
示

二
0
○
○
年
度
は
、
沖
縄
I
T
S
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2

0
0
0
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
へ
の
出
展
、
自
動
認
識

総
合
展
、
シ
ー
テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
等
の
主
催
者
展
示
へ
の

協
力
等
、
E
T
C
に
関
す
る
知
識
の
普
及
を
図
っ
て
き
ま

し
た
。
本
年
度
も
シ
ー
テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
、
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
シ
ョ
ー
、
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
へ
の
展
示
を
行

っ
て
い
く

予
定
で
す
。
以
下
に
昨
年
の
展
示
例
を
紹
介
し
ま
す
。

二
0
○
○
年
六
月
四
日
、
J
H
他
の
後
援
に
よ
り
、
那

覇
市
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
お
い
て
、
I
T

S
の
導
入
を
県
民
に
広
く
P
R
す
る
た
め
、
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト

｢沖
縄
I
T
S
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
0
0
｣
(写
真
1
)
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ

写真2 沖縄IT Sフェステイバル2000のET C ブース展

示風景 ト広場風景

願　　　　　

与
接
の

験

の
書

な

付
互
者

試

等
領

o

の
相
施

料

る

書
要
す

号
り
実

数

め

領
験
ま

番
よ
験

手
定

要
試
し

認
に
試

験

に

験

、
僕

0

確
験
は

試
程

試
程
に
す

･
試

E

･
規

･
親

覧

で

　　

　　

　　

規程に定める試験手数料を支払っていただきます。

. 試験要領書等の閲覧、頒布
規程、 試験要領書その他の関係書類をO R S E において閲

覧に供します。 なお、 試験要領書等は有償で頒布する予定

試験により相互接続性が確認された機種について、 O R S

E は試験実施者の申請に基づき、 確認番号を付与します。

日

、
す

先
の

は

で

せ
始
先
)

わ

開

せ

6

合
の

わ

3

問
験
合
6

･
試

い

4

. T his is the public announcem ent on the execution of the

com patibility Confirm auon test for the o辞board equip m ent

for the electronic tollcollecuon (E T C )system of Japan

時その他試験実施に必要な事項に関する間

システム部管理課 (T E L 0 3‐ 5 2 1 6 -

道行セ 2001.
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ベ
ン
ト
で
は
、
｢
I
T
S
ブ
ー
ス
｣
｢
V
I
C
S
ブ
ー
ス
｣

他
に
加
え
、
｢E
T
C
展
示
ブ
ー
ス
｣
(写
真
2
)
が
出
展

さ
れ
、
E
T
C
説
明
パ
ネ
ル
、
車
載
器
や
E
T
C
カ
ー
ド

の
実
物
及
び
E
T
C
料
金
所
模
型
の
展
示
、
P
R
ビ
デ
オ

の
放
映
が
盛
況
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
O
R
S
E
は
展
示
物

の
手
配
、
現
地
で
の
説
明
を
担
当
し
ま
し
た
。

ま
た
、
九
月
六
日
か
ら
三
日
間
、
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト

で
開
催
さ
れ
た
第
二
回
自
動
認
識
総
合
展
に
E
T
C
の
紹

介
パ
ネ
ル
、
ビ
デ
オ
、
E
T
C
車
載
器
、
O
R
S
E
パ
ネ

ル
、
な
ど
を
展
示
紹
介
し
ま
し
た

(写
真
3
)
。
こ
れ
は

社
団
法
人
･
日
本
自
動
認
識
シ
ス
テ
ム
協
会
か
ら
の
依
頼 写真 3 第 2回自動認識総合展への出展風景

に
よ
り
、
主
催
者
展
示
コ
ー
ナ
の
一
部
に
小
間
を
設
け
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
一
〇
月
三
日
~
七
日
に
幕
張
メ
ッ
セ
で
開
催

さ
れ
た
シ
ー
テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
に
主
催
者
展
示
と
し
て
I

T
S
の
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ

(I
T
S
プ
ラ
ザ
)
、
O
R

S
E
も
E
T
C
の
パ
ネ
ル
や
ビ
デ
オ
を
提
供
し
展
示
に
協

力
し
ま
し
た

(写
真
4
)。

e
O
R
S
E
広
報

O
R
S
E
で
は
、
O
R
S
E
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
、
ホ
ー

ム
ベ
ー
ジ
の
充
実

(英
語
版
開
設
及
び
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
店

の
情
報
掲
載
)、
O
R
s
E
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
改
訂
、
英

文
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
等
を
実
施
し
、
E
T
C
及
び
O

R
S
E
に
対
す
る
理
解
の
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

E
T
C
車
載
器
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
を
取
扱
う
店

(セ
ッ

ト
ア
ッ
プ
店
)
を
E
T
C
利
用
者
に
案
内
す
る
た
め
、
O

R
S
E
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
店
の
名
称
、

住
所
、
連
絡
先
等
を
公
開
し
て
お
り
ま
す
。

(O
R
S
E
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
耳
言

…
＼
＼"
名
君
b
門沼
b
ご
□
＼)

写真 4 C EA T E C JA PA N にてETC の展示
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ッ
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ア
ッ
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シ
ス
テ
ム
に
よ
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セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
情
報
の
即
時
発
行
体
制

を
整
備
し
、
E
T
C
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
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向
上
と
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車
載
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の
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促
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図
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い
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交
通
省
を
は
じ
め
、
有
料
道
路
事
業
者
、
関
係
業
界
と
連

携
を
一
層
密
に
し
て
、
E
T
C
の
普
及
に
努
力
す
る
所
存

で
す
。
皆
様
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

O
R
S
E
は
、
本
年
夏
、
秋
の
E
T
C
全
国
展
開
に
向

け
、
的
確
か
つ
迅
速
な
鍵
情
報
及
び
車
載
器
の
セ
ッ
ト
ア

四

お
わ
り
に
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恥
X汐
彊
き

運
用
開
始
と
今
後
の
展
開
る
×
◇
×
◇

E
T
◎
◎
地
下
飜
騨
藁
蠣
へ
◎
癒
鬮
に
つ
い
で

近
畿
地
方
整
備
局
道
路
部
交
通
対
策
課

一

は
じ
め
に

E
T
C
(ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
支
払
い
シ
ス
テ
ム
)

は
、
平
成
一
三
年
三
月
三
〇
日
よ
り
千
葉
地
区
等
の
高
速

道
路
で
、
一
般
の
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
道
路
事
業
に
お
け
る
E
T
C
の
多
目
的
利
用
の
一

つ
と
し
て
、
駐
車
場
に
お
け
る
利
用
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
E
T
C
を
地
下
式
駐
車
場
に
適
用
す
る
場
合
、
屋
外

の
駐
車
場
と
は
構
造
が
異
な
る
た
め
、
路
側
ア
ン
テ
ナ
の

設
置
位
置
の
制
約
や
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
よ
る
電
波
の
乱

反
射
等
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
E
T
C

の
地
下
式
駐
車
場
へ
の
適
用
に
お
け
る
技
術
的
課
題
を
把

握
し
、
解
決
策
を
検
討
す
る
た
め
に
、
近
畿
地
方
整
備
局

で
整
備
し
た
大
阪
市
北
区
の
桜
橋
駐
車
場
を
使
用
し
、
平

成
=
、
三
一年
度
の
二
ヶ
年
に
亘
り
各
種
の
実
験
を
実

施
し
ま
し
た
。
実
験
に
よ
り
、
E
T
C
の
D
S
R
C

(狭

域
通
信
)
が
実
現
可
能
な
路
側
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
位
置
等

を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
D
S
R
C
と
ゲ
ー
ト
開
放
の
運

動
を
実
証
し
ま
し
た
。

二

駐
車
料
金
自
動
支
払
い
シ
ス
テ
ム

駐
車
場
に
お
け
る
E
T
C
を
利
用
し
た
シ
ス
テ
ム
の
一

つ
と
し
て
、
駐
車
料
金
の
自
動
支
払
い
シ
ス
テ
ム
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
時
間
制
料
金
の
場
合
の
駐
車
料
金
自
動
支
払

い
シ
ス
テ
ム
は
、
駐
車
場
の
入
口
部
で
車
両
か
ら
車
両
ナ

ン
バ
ー
等
を
取
得
す
る
と
と
も
に
入
場
時
刻
等
を
通
知

し
、
出
口
部
で
駐
車
時
間
に
応
じ
た
料
金
を
課
金
す
る
も

の
で
す
。
従
来
の
発
券
機
と
精
算
機
に
よ
る
料
金
支
払
い

シ
ス
テ
ム
に
比
べ
て
、
入
口
部
及
び
出
口
部
の
通
行
時
間

を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
身
障
者
の
中
に

は
、
自
動
車
の
運
転
は
で
き
る
が
上
肢
に
障
害
が
あ
る
た

め
、
駐
車
場
の
出
入
口
部
で
駐
車
券
の
受
取
り
や
料
金
の

支
払
い
が
で
き
ず
、
駐
車
場
の
利
用
が
実
質
的
に
不
可
能

な
人
が
い
ま
す
。
駐
車
場
で
E
T
C
が
実
用
化
さ
れ
た
場

合
、
こ
の
よ
う
な
身
障
者
の
方
も
駐
車
場
の
利
用
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

駐
車
料
金
自
動
支
払
い
シ
ス
テ
ム
の
構
成
例
を
図
ー
に

示
し
ま
す
。

三

地
下
式
駐
車
場
で
の
利
用
上
の
課
題

地
下
式
駐
車
場
の
入
口
部
及
び
出
口
部
に
お
い
て
、
E

T
C
の
D
S
R
C
を
実
現
す
る
た
め
に
は
以
下
の
よ
う
な

課
題
が
あ
り
、
地
下
式
駐
車
場
で
の
実
験
が
必
要
と
な
り

ま
し
た
。



○

通
信
領
域
の
確
保

高
速
道
路
の
料
金
所
で
は
路
側
ア
ン
テ
ナ
は
五
m
の
高

さ
に
設
置
し
ま
す
が
、
地
下
式
駐
車
場
の
出
入
口
部
で
は

天
井
が
あ
る
た
め
二
･
五
m
程
度
の
高
さ
に
設
置
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
路
側
ア
ン
テ
ナ
か
ら
の
電
波
は
広
が
り

な
が
ら
伝
搬
し
て
い
き
ま
す
が
、
地
下
式
駐
車
場
の
出
入

口
部
で
は
、
路
側
ア
ン
テ
ナ
か
ら
の
電
波
が
十
分
に
広
が

ら
な
い
状
態
で
車
載
器
に
達
し
、
車
載
器
の
受
信
可
能
な

範
囲
が
狭
く
な
る
た
め
、
車
両
の
走
行
す
る
位
置
に
よ
っ

て
は
通
信
が
正
常
に
行
え
な
い
恐
れ
が
あ
り
ま
す

(図

2
)
0

②

電
波
の
反
射

高
速
道
路
の
料
金
所
は
周
囲
が
囲
ま
れ
て
い
な
い
の
に

対
し
、
一
般
的
に
地
下
式
駐
車
場
の
出
入
口
部
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
路
側
ア
ン
テ

ナ
か
ら
車
載
器
に
直
接
到
達
す
る
電
波
以
外
に
、
床
や
壁

　

　

鰭

領

通

信

　

　

　

　

　

高

　

　
　

車

面
等
で
反
射
し
た
電
波
も
車
載
器
に
到
達
し
、
路
側
ア
ン

テ
ナ
と
車
載
器
間
で
正
常
な
通
信
が
で
き
な
い
恐
れ
が
あ

り
ま
す

(図
3
)。

③

車
両
の
影

高
速
道
路
の
料
金
所
で
は
、
車
両
は
鱒
血
/
h
程
度
で

走
行
す
る
た
め
、
あ
る
程
度
の
車
間
距
離
を
確
保
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
対
し
、
駐
車
場
の
出
入
口
部
で
は
、
徐
行

し
て
い
る
た
め
、
車
間
距
離
は
高
速
道
路
の
場
合
に
比
べ

て
短
く
、
以
下
の
よ
う
な
場
合
に
、
正
常
な
通
信
が
行
え

な
い
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

図 1 駐車料金自動支払いシステムの構成例

図 3 電波の反射



･
ワ
ゴ
ン
車
等
、
車
体
の
大
き
い
車
両
の
後
ろ
に
、
軽

自
動
車
等
、
車
体
の
小
さ
い
車
両
が
追
従
し
て
い
る

場
合
、
軽
自
動
車
が
ワ
ゴ
ン
車
の
影
に
な
り
通
信
が

行
え
な
い

(図
4
)。

･
車
体
の
小
さ
い
車
両
の
後
ろ
に
車
体
の
大
き
な
車
両

が
追
従
し
て
い
る
場
合
、
両
車
両
の
車
載
器
が
路
側

ア
ン
テ
ナ
か
ら
の
見
通
し
範
囲
に
あ
り
、
両
車
両
と

通
信
を
行
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

図4 車両の影

四

実
験
の
内
容
と
結
果

○

電
波
伝
搬
実
験

有
料
道
路
で
の
E
T
C
と
同
様
に
路
側
ア
ン
テ
ナ
を
車

線
の
中
央
上
部
設
置
し
、
路
面
上
一
m
(車
両
に
車
載
器

を
搭
載
し
た
高
さ
)
に
お
け
る
路
側
ア
ン
テ
ナ
か
ら
の
放

射
電
波
の
電
力
分
布
を
測
定
し
た
と
こ
ろ
、
通
信
可
能
領

域
(路
側
ア
ン
テ
ナ
と
車
載
器
と
の
通
信
が
可
能
な
領
域
)

は
、
車
両
進
行
方
向

･
車
線
幅
方
向
共
に
約
一
m
程
度
で

あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
車
線
幅
方
向
の
通
信
領
域
が
不
足

し
、
車
両
の
走
行
に
よ
っ
て
は
正
常
に
通
信
し
な
い
恐
れ

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
三
③
で
記
述
し
た
よ
う
な
車
両
の
影
響
は
確
認

さ
れ
な
か
っ
た
が
、
路
側
ア
ン
テ
ナ
か
ら
の
電
波
が
ワ
ゴ

ン
車
の
天
井
と
入
口
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
天
井
間
で
多
重
反

射
し
、
ワ
ゴ
ン
車
の
後
方
に
通
信
可
能
な
電
波
強
度
の
エ

リ
ア
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
路
側
ア
ン
テ
ナ

を
入
口
部
の
天
井
左
端
に
設
置
し
、
放
射
電
波
の
電
力
分

布
を
測
定
し
ま
し
た
。
路
面
か
ら
一
m
の
高
さ
に
お
け
る

通
信
領
域
の
大
き
さ
は
、
車
両
進
行
方
向
一
m
、
車
線
幅

方
向
二
･
五
m
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同
駐

車
場
の
入
口
部
を
走
行
す
る
車
両
を
調
査
し
た
結
果
で

は
、
走
行
速
度
の
最
高
速
度
は
め
血
/
h
、
車
線
幅
方
向

の
走
行
位
置
の
最
大
振
れ
幅
は
二
･
五
m
で
あ
り
、
通
信

領
域
と
し
て
は
十
分
な
も
の
で
す
。

路側処理装置

ま
た
、
反
射
波
を
測
定
し
た
結
果
、
通
信
に
影
響
を
及

ぼ
す
反
射
波
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

前
に
車
高
の
高
い
車
両
が
あ
る
場
合
の
後
続
車
両
の
受

信
電
力
を
測
定
し
ま
し
た
が
、
受
信
電
力
に
大
き
な
変
動

が
無
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
車
載
器
を
搭
載
し
た
車
両
を
速
度
や
走
行
位

置
を
変
え
て
走
行
し
、
路
側
ア
ン
テ
ナ
と
車
載
器
と
の
通

信
状
況
を
モ
ニ
タ
ー
し
、
正
常
に
通
信
が
行
え
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た

(図
5
、
写
真
1
･
2
)。

ヒコこコロ

図 5 電波伝搬実験



ゲート

写真 1 入口部電波伝搬実験

②

入
･
出
庫
実
験

通
過
し
て
通
信
が
完
了
す
る
と
、
ゲ
ー
ト
の
開
放
が
で
き

入
口
部
･
出
口
部
に
お
い
て
、
路
側
処
理
装
置
と
ゲ
ー

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

“

ト
を
接
続
し
、
車
両
の
進
行
位
置
と
路
側
ア
ン
テ
ナ
か
ら

ま
た
、実
験
グ
ル
ー
プ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
け
で
は
な
く
、

A

の
電
波
放
射
の
同
期
、
及
び
車
載
器
と
の
通
信
と
ゲ
ー
ト

一
般
の
利
用
者
が
運
転
す
る
車
両
に
お
い
て
も
正
常
に
通

…

開
放
の
連
動
に
つ
い
て
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
実
験
の
結

信
が
行
え
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す

(図
6
･
7
、
写

“

果
、
車
載
器
を
搭
載
し
た
車
両
が
路
側
ア
ン
テ
ナ
の
下
を

真
3
5
5
)。

漕

ノノ
ノノノ

ゲート 路側処理装置

写真 2 入ロ部電波伝搬実験

車両検知器の役割
･A に車両先端が達した時点で電波の放射を開始。
･ B に車両先端が達するまでに車から応答があれば、 ゲートを開放する。
応答がなければ、 ゲートを開放しない。

6 入庫実験

7 出庫実験



五

あ
と
が
き

写真4 実証実験

今
回
の
一
連
の
実
験
で
、
地
下
式
駐
車
場
に
お
い
て
も

E
T
C
が
技
術
的
に
は
十
分
、
利
用
で
き
る
こ
と
が
確
認

で
き
ま
し
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
線
的
な
有
料
道
路
と
は
異
な
る
ス

ポ
ッ
ト
的
な
駐
車
場
の
料
金
決
済
に
関
す
る
検
討
を
実
施

し
、
E
T
C
の
多
目
的
利
用
だ
け
で
は
な
く
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
や
効
率
的
な
駐
車
場
管
理
の
観
点
か
ら
も
、
一
日
も

早
い
駐
車
場
E
T
C
の
実
用
化
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。

験

凧

　

　

庫

描

　　　
　
　　
　
　
　

　
　

　

V雪
蝋
騨
聴
講
霧
鱗
麓
蟻
5

　　　　
　
　
　
　

　　

　

　

写真3 実証実験
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道々テセ 2001.6 45

日
本
道
路
公
団
創
立
45
周
年
を
迎
え
て

日
本
道
路
公
団
総
裁

藤
井

治
芳

J
H
日
本
道
路
公
団
は
、
本
年
四
月
一
六
日
を
も
ち
ま

し
て
創
立
四
五
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

一
九
五
六
年
に
｢日
本
道
路
公
団
法
｣
及
び
現
行

｢道

路
整
備
特
別
措
置
法
｣
が
制
定
さ
れ
、
い
わ
ば
我
が
国
最

初
の
P
F
I
を
具
現
化
し
た
と
い
う
べ
き
形
で
当
公
団
が

誕
生
し
ま
し
た
。
｢日
本
の
道
路
は
信
じ
が
た
い
程
に
悪

い
。
工
業
国
と
し
て
こ
れ
ほ
ど
完
全
に
そ
の
道
路
網
を
無

視
し
て
き
た
国
は
日
本
の
他
に
な
い
!
名
神
高
速
道
路
は

す
み
や
か
に
着
工
す
べ
き
で
あ
る
｣
と
の
調
査
報
告
書
を

い
た
だ
い
た
ラ
ル
フ
･
J
･
ワ
ト
キ
ン
ス
氏
を
団
長
と
す

る
高
速
道
路
調
査
団
が
来
日
し
た
の
も
こ
の
年
で
す
。
確

か
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
二
、
○
○
○
如
あ
ま
り
の

ア
ウ
ト
バ
ー
ン
が
開
通
し
て
い
た
ド
イ
ツ
や
イ
ギ
リ
ス
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
い
っ
た
欧
米
諸
国
に
比
べ
、
鉄
道
中

心
の
我
が
国
は
道
路
整
備
が
著
し
く
遅
れ
て
い
ま
し
た
。

当
時
、
我
が
国
の
財
政
は
厳
し
く
、
国
費
の
み
で
早
急

に
道
路
整
備
を
進
め
る
の
は
困
難
で
し
た
。
そ
こ
で
、
道

路
整
備
の
財
源
を
確
保
し
、円
滑
に
整
備
を
進
め
る
た
め
、

有
料
道
路
制
度
が
採
用
さ
れ
、
高
速
自
動
車
国
道
法
等
が

制
定
さ
れ
た
一
九
五
七
年
に
、
当
公
団
に
対
し
名
神
高
速

道
路
小
牧
･
西
宮
間
の
施
行
命
令
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
我

が
国
の
高
速
道
路
整
備
の
幕
が
開
け
た
の
で
す
。
こ
の
と

き
か
ら
、
当
公
団
は
、
国
に
代
わ
っ
て
全
国
的
な
高
速
道

路
網
の
整
備
を
行
う
唯
一
の
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
施
行
命
令
の
六
年
後
の
一

九
六
三
年
に
名
神
高
速
道
路
栗
東
･
尼
崎
間
七
一
如
が
開

通
し
ま
し
た
。
名
神
高
速
道
路
は
一
九
六
五
年
に
全
線
が

開
通
、
一
九
七
〇
年
に
は
東
名
高
速
道
路
全
線
が
開
通
し
、

こ
れ
に
よ
っ
て
、
我
が
国
の
政
治
経
済
の
中
心
で
あ
る
東

京
~
大
阪
間
が
直
結
さ
れ
、
｢東
海
道
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
｣

が
高
速
道
路
と
い
う
一
本
の
線
で
つ
な
が
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
国
や
各
地
方
公
共
団
体
の
御
指
導
、

御
協
力
を
得
て
、
ま
ず
は
国
土
の
背
骨
に
当
た
る
縦
貫
道

の
整
備
を
中
心
に
高
速
道
路
の
整
備
を
進
め
、
一
九
九
五

年
の
九
州
自
動
車
道
の
人
吉
;
え
び
の
間
の
開
通
を
も
っ

て
青
森
か
ら
鹿
児
島
ま
で
が
高
速
道
路
で
結
ば
れ
ま
し

た
。
現
在
で
は
、
｢線
｣
と
し
て
の
高
速
道
路
と
い
う
よ

り
も
、
我
が
国
の
社
会
･
経
済
の
高
コ
ス
ト
構
造
の
是
正

に
よ
る
国
際
競
争
力
の
向
上
や
地
域
の
自
立
的
な
発
展
を

図
り
、
新
た
な
経
済
構
造
実
現
に
向
け
、
高
速
道
路
を
核

と
す
る
高
規
格
幹
線
自
動
車
道
路
網
の
整
備
に
よ
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
機
能
の
発
揮
と
い
う
こ
と
に
主
眼
を
お
い
て
整

備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
五
年
ほ
ど
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
ま
ず
、
道

路
の
建
設
面
で
は
、
技
術
の
粋
を
結
集
し
た
世
界
最
長
の



海
底
道
路
ト
ン
ネ
ル
を
有
す
る
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
が

一
九
九
七
年
に
開
通
し
た
ほ
か
、
一
九
九
六
年
に
第
二
名

神
の
着
工
を
行
う
な
ど
、
質
の
高
い
道
路
建
設
の
時
代
が

始
ま
っ
た
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。
一
方
、
道
路
の
保
全

面
で
は
交
通
渋
滞
対
策
や
交
通
安
全
対
策
の
推
進
の
ほ

か
、
一
九
九
五
年
に
発
生
し
た
阪
神
･
淡
路
大
震
災
を
踏

ま
え
、
緊
急
輸
送
路
と
し
て
の
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、

橋
梁
の
耐
震
補
強
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
I

T
関
連
の
技
術
の
進
歩
に
伴
い
、
お
客
様
の
利
便
性
を
向

上
さ
せ
る
取
組
み
が
多
く
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
も
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
一
九
九
六
年
に
は
V
I
C
s

(道
路
交
通
情
報

通
信
シ
ス
テ
ム
)
を
運
用
開
始
し
ま
し
た
。
一
九
九
七
年

に
は
E
T
C

(ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
支
払
い
シ
ス
テ

ム
)
の
小
田
原
厚
木
道
路
に
お
け
る
試
験
運
用
、
二
〇
〇

○
年
に
千
葉
･
沖
縄
地
区
に
お
い
て
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
試

行
運
用
を
行
い
、
本
年
三
月
三
〇
日
に
両
地
区
に
お
い
て

一
般
サ
ー
ビ
ス
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
当
公
団

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
一
九
九
五
年
に
開
設
し
ま
し
た
が
、

二
0
○
○
年
度
に
お
け
る
ア
ク
セ
ス
数
は
約
七
人
0
万
件

と
な
っ
て
お
り
、
あ
る
調
査
に
よ
る
と
、
公
的
機
関
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ベ
ス
ト
五
に
入
る
ア
ク
セ
ス
状
況
だ
そ
う

で
す
。
さ
ら
に
は
、
当
公
団
の
経
営
の
合
理
化
に
関
わ
る

事
項
と
し
て
、
本
社
組
織
の
ス
リ
ム
化

(
一
九
九
人
年
)

や
建
設
局
･
管
理
局
の
統
合
に
よ
る
支
社
化

(
一
九
九
七

年
か
ら
)
を
行
っ
て
お
り
、
建
設
や
管
理
に
か
か
る
コ
ス

ト
縮
減
も
進
め
て
き
て
い
ま
す
。

創
立
四
五
周
年
を
迎
え
た
本
年
四
月
一
六
日
時
点
に
お

け
る
高
速
道
路
の
開
通
延
長
は
、
六
、
八
五
一
如
と
な
り
、

法
定
予
定
路
線
=

、
五
二
〇
畑
の
う
ち
約
六
割
が
完
成

し
て
い
ま
す
。
一
方
、
一
般
有
料
道
路
に
お
き
ま
し
て
は
、

八
二
一
如
が
開
通
し
て
い
ま
す
。

名
神
高
速
道
路
が
一
部
開
通
し
た
一
九
六
三
年
度
の
高

速
道
路
の
一
日
当
た
り
利
用
台
数
は
約
一
万
九
、
0
0
0

台
で
し
た
が
、
当
公
団
が
高
速
道
路
を
着
実
に
開
通
さ
せ

て
き
た
結
果
、
高
速
道
路
に
お
け
る
利
用
台
数
は
、
一
日

当
た
り
約
四
〇
〇
万
台
、
一
般
有
料
道
路
は
、
約
二
一
五

万
台
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
と
お
り
、
す
っ
か

り
国
民
生
活
に
定
着
し
た
社
会
基
盤
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
高
速
道
路
が
我
が
国
の
経
済
成
長
を
支
え
た
こ

と
は
疑
う
余
地
も
あ
り
ま
せ
ん
。
当
公
団
を
設
立
し
て
高

速
道
路
の
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
立
案
し
、
建
設
･

管
理
を
実
行
し
て
き
た
諸
先
輩
の
慧
眼
に
敬
服
し
て
い
ま

す
。高

速
道
路
が
開
通
す
る
と
、
そ
の
沿
線
地
域
で
は
、
輸

送
条
件
が
格
段
に
向
上
し
、
商
圏
が
拡
大
し
、
地
域
産
業

が
活
性
化
し
て
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、
雇
用
機
会
の
増
大

や
所
得
の
増
加
等
が
も
た
ら
さ
れ
ま
す
。
高
速
道
路
の
開

通
に
よ
り
地
域
の
生
活
に
ゆ
と
り
と
潤
い
が
も
た
ら
さ

れ
、
産
業
の
発
展
や
、
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
お
こ
し
等
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。
整
備
の
中
心
は
縦
貫
道
か
ら
太
平
洋

と
日
本
海
を
結
ぶ
横
断
道
や
環
状
道
路
へ
移
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
今
後
と
も
高
速
道
路
は
、
ま
す
ま
す
物
流
や
人

の
流
れ
に
貢
献
し
、
国
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
社
会
資
本

と
し
て
、
そ
の
価
値
が
増
大
し
、
皆
様
の
生
活
向
上
に
貢

献
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。

本
年
は
、
東
京
外
か
く
環
状
道
路
･首
都
圏
中
央
連
絡

自
動
車
道
･
東
海
環
状
自
動
車
道
等
の
大
都
市
圏
に
お
け

る
環
状
道
路
、
三
大
都
市
圏
を
相
互
に
結
ぶ
第
二
束
名
･

名
神
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
の
循
環
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
空

港
･
港
湾
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
な
ど
、
新
道
路
整
備
五

箇
年
計
画
の
四
年
目
の
年
と
し
て
、
高
速
道
路
等
の
整
備

を
促
進
し
て
参
る
所
存
で
す
。

ま
た
、
本
年
は
I
T
新
世
紀
の
第
一
歩
と
し
て
E
T
C

を
全
国
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
料
金
所
の
渋
滞
緩
和
や

ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
に
よ
る
お
客
様
の
利

便
性
向
上
等
に
大
き
な
効
果
を
発
揮
す
る
も
の
と
期
待
さ

れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
当
公
団
の
資
金
調
達
手
段
と
し
て
新
た
に

財
投
機
関
債

(道
路
債
券
)
を
発
行
し
て
い
き
ま
す
。
こ

れ
に
先
立
ち
、
本
年
四
月
に
は
米
国
大
手
格
付
け
機
関
二

社
か
ら
我
が
国
の
国
債
と
同
格
と
の
発
行
体
格
付
け
を
取

得
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
当
公
団
の
国
益
上
の
事
業
の
重

要
性
、
財
務
基
盤
の
安
定
性
な
ど
が
正
し
く
評
価
さ
れ
た

結
果
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
財
投
機
関
債
の
発

行
体
と
し
て
市
場
に
参
加
し
て
い
く
た
め
に
、
投
資
家
の

皆
様
に
も
J
H
の
事
業
運
営
を
よ
り
一
層
理
解
し
て
い
た

だ
き
、
さ
ら
に
適
正
な
事
業
運
営
を
進
め
て
い
く
責
任
を

痛
感
し
て
い
ま
す
。



日本道路公団45年のあゆみ

年 月 日 で き ご と

1956

1957

1958

1959

1960

1962

1963

1965

1969

1970

1972

1973

1975

1976

1982

1985

1987

1988

1990

1991

1994

1995

1996

1997

1998

1999

2000

2001

3月l4日

4月16日

5月19日

4月25日

10月 1日

3月10日

10月19日

10月16日

3月17日

5月 9日

5月30日

7月l6日

4月22日

7月 1日

5月26日

7月 1日

9月24日

9月26日

9月 6日

11月25日

12月19日

3月30日

10月 2日

3月23日

6月30日

7月10日

10月 1日

10月 8日

11月22日

3月31日

5月27日

7月l6日

12月 7日

9月20日

1月17日

6月15日

7月27日

8月 2日

12月21日

4月23日

7月 1日

10月29日

11月14日

3月31日

12月18日

7月 1日

9月 2日

3月31日

4月 2日

4月24日

6月28日

3月30日

日本道路公団法公布施行。
日本道路公団設立。 (本社 :東京都港区芝田村町。) 東京 ･名古屋 ･大
阪 ･福岡に支社設置。 西海橋など供用中 3道路、 京葉道路、 関門トン
ネルなど工事中 4 道路及び調査中の若戸大橋を国から引き継ぐ。
ワトキンス調査団来日。 2ヶ月半にわたり名神高速道路の調査。
高速自動車国道法公布施行。
名神高速道路小牧~西宮間施行命令。
関門トンネル開通。
名神高速道路初の起工式。
首都高速道路公団設立 (同年6月17日) に伴い業務の一部を同公団に
引き継ぐ。
第1次世界銀行借款調印。
中央自動車道東京~富士吉田間施行命令。
東名高速道路東京~静岡間施行命令。
名神高速道路栗東~尼崎間開通。 (我が国初の高速道路)
東名高速道路全線の起工式。
名神高速道路小牧~ - 宮間開通をもって全線開通。
東名高速道路大井松田~ 御殿場間開通をもって全線開通。
本州四国連絡橋公団設立 (同日) に伴い、 業務の一部を同公団に引き
継ぐ。
名古屋道路公社設立 (同日) に伴い、業務の一部を同公社に引き継ぐ。
道路整備特別措置法施行令一部改正。 (高速道路料金プール制導入)

高速道路開通延長1,oookmに達する。
本社を千代田区麹町に移転。
高速道路開通延長2,oookmに達する。
高速道路開通延長3,oookmに達する。
関越自動車道前橋 ~ 湯沢間開通をもって全線開通。 (横断道として初
の全線開通、 関越トンネル開通。)

本社を千代田区霞が関に移転。
第四次全国総合開発計画閣議決定。 (14,oookmの高規格幹線道路網)

東京湾アクアライン事業許可。
国土開発幹線自動車建設法一部改正 (11,520kmの高速道路予定路線)

高速道路開通延長4,oookmに達する。
ハイウェイカード販売開始。 (12月l日から常磐道において利用可)

国道九四フェリーを民間に引き継ぐ (J H の最後のフェリー)

東京湾アクアライン起工式。
世界銀行の借款完済。 (名神高速道路開通後25年)
高速道路開通延長5,00okmに達する。
高速道路の償還期間変更認可。 (30年→40年となる)

阪神 ･淡路大震災発生、名神高速道路、中国自動車道等に被害。
E T C 共同研究実施。
九州自動車道人吉 ~ えびの間開通。 青森 ~ 鹿児島が首都高速を介し高
速道路で結ばれる。
高速道路開通延長が計画 (11,520km) の半分 (57 60km) に達する。
インターネットによる情報提供開始。 (ホームページ開設)

道路交通情報通信システム (V I C S ) 運用開始。
建設局 ･管理局の統合 (支社化) 開始 (東北、 中国支社が最初)

第二名神起工式。
高速道路開通延長6,oookmに達する。
E T C 試験運用を開始。
東京湾アクアライン開通。
本社組織スリム化

高速自動車国道法等の一部改正 (高速自動車国道活用施設の連結及び
利便増進施設の占用導入)
料金収入が初めて前年度実績を下回る

高速道路の償還期間変更認可。 (40年→45年となる)

E T C 試行運用開始 (千葉地区)

E T C 試行運用開始 Q中細地区)
E T C 一般サービス開始 (千葉 ･沖縄地区)

す
。
ま
た
、
経
路
選
択
に
資
す
る
E
T
C
、
運
転
支
援

(A
H
S
)
等
I
T
S
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
有
効
に
取
り
入

れ
て
い
く
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
サ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
高
度
化
に
も

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
全
国
的
な

支
社
化
な
ど
組
織
の
合
理
化
に
努
め
る
中
で
、
コ
ス
ト
縮

減
の
た
め
の
努
力
を
一
層
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

さ
て
、
今
後
に
向
け
た
高
速
道
路
の
長
期
的
な
課
題
を

申
し
上
げ
る
と
、
｢質
と
コ
ス
ト
｣
に
着
目
し
て
い
く
こ

と
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
｢質
｣
に
つ
い
て
は
、
既

存
の
高
速
道
路
を
新
幹
線
に
た
と
え
る
と

｢ひ
か
り
号
｣

や

｢こ
だ
ま
号
｣
に
相
当
し
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
第

二
束
名
な
ど

｢
の
ぞ
み
号
｣
に
匹
敵
す
る
道
路
を
つ
く
る

と
こ
ろ
も
あ
り
、
こ
う
し
た
質
の
高
い
高
速
道
路
を
早
期

に と 二 や 存 と 申
完 こ 束 ｢ の と し さ
成 る 名 こ 高 い 上 て
さ も な だ 速 う げ 、

　 　 　 　 　 　 　 　
り ｢ 豆 路 と と 後

　　　　　　　　

　　　　
ま 期 る 第 豊 既 こ

今
後
と
も
当
公
団
事
業
に
変
ら
ぬ
ご
支
援
ゞ

わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
客
様
を
よ
り
重
視
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
地
域
と
の

連
携
に
努
め
る
所
存
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
二
一
世
紀
の
高
速
道
路
は
、

生
活
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
と
と
も
に
、
国
土
の
危
機
管

理
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
ま
す
ま
す
重
要
性
が
増
す
も
の

い ツ ネ 後 こ

ま ト ツ こ
す

し協
力
を
賜
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一

は
じ
め
に

一
般
的
に
、
道
路
整
備
に
は
長
時
間
を
要
す
る
も
の
が

多
い
こ
と
等
か
ら
、
中
期
的
な
目
標
と
そ
れ
を
達
成
す
る

た
め
の
事
業
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
計
画
的
か

つ
効
率
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
た

め
、
道
路
事
業
に
お
い
て
は
、
五
箇
年
計
画
を
策
定
し
、

こ
れ
に
定
め
ら
れ
た
整
備
の
目
標
に
基
づ
き
事
業
を
推
進

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

平
成
一
〇
年
五
月
二
九
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
新
道
路

整
備
五
箇
年
計
画
は
、
平
成
一
○
年
度
か
ら
平
成
一
四
年

度
の
五
箇
年
間
に
お
け
る
道
路
整
備
に
関
す
る
中
期
的
な

目
標
及
び
事
業
量
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

国
土
交
通
省
道
路
局
と
都
市
･
地
域
整
備
局
は
、
こ
の

五
箇
年
計
画
の
う
ち
三
箇
年
が
終
了
す
る
平
成
一
三
年
三

月
に
、
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
国
民
へ
の
説
明
責
任

を
果
た
す
と
と
も
に
、
五
箇
年
計
画
の
残
り
の
期
間
に
お

け
る
取
り
組
み
方
針
を
示
す
べ
く

｢新
道
路
整
備
五
箇
年

計
画
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
取
り
組
み
方
針
｣
を
取
り
ま

と
め
た
。
五
箇
年
計
画
中
に
進
捗
状
況
を
発
表
す
る
の
は

今
回
が
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
は
そ
の
概
要
に

つ
い
て
紹
介
す
る
。

二

新
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
進
捗
状
況
と

今
後
の
取
り
組
み
方
針

新
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
に
お
い
て
は
、
国
民
中
心
の

安
全
で
活
力
に
満
ち
た
社
会
･
経
済
･
生
活
を
実
現
す
る

た
め
に
、
図
1
に
示
す
重
点
施
策
と
こ
れ
ら
に
関
連
す
る

五
箇
年
間
の
目
標
を
設
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
事
業
を
効

率
的
･
効
果
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
｢新
道

路
整
備
五
箇
年
計
画
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
取
り
組
み
方

針
｣
で
は
、
こ
れ
ら
の
施
策
に
関
連
す
る
個
々
の
政
策
目

標
の
う
ち
代
表
的
な
も
の
に
つ
い
て
、
五
箇
年
計
画
中
の

目
標
、
現
在
の
進
捗
状
況
及
び
今
後
の
取
り
組
み
方
針
に

つ
い
て
示
し
て
い
る
。

1

新
た
な
経
済
構
造
実
現
に
向
け
た
支
援

(経
済
構
造

改
革
)

○

地
域
の
競
争
条
件
確
保
の
た
め
の
幹
線
道
路
網
の
構
築

我
が
国
の
社
会
･
経
済
の
高
コ
ス
ト
構
造
の
是
正
を
通

じ
た
国
際
競
争
力
の
向
上
や
、
地
域
の
自
立
的
な
発
展
を

図
る
た
め
、
高
規
格
幹
線
道
路
、
地
域
高
規
格
道
路
を
は

じ
め
と
す
る
幹
線
道
路
網
の
構
築
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
施
策
に
関
連
す
る
政
策
目
標
と
そ
の
進
捗
状
況

は
、
表
1
の
と
お
り
で
あ
る
。

高
規
格
幹
線
道
路
の
供
用
延
長
に
つ
い
て
は
、
目
標
と

48 道クテセ 2001.6

新
道
睡
整
備
五
箇
筆
計
画
の
違
憲
状
況
と

鰯
麓
の
鰔
り
組
み
薦
針
に
つ
い
て

道
路
局
企
画
課
道
路
経
済
調
査
室



一
方
、
地
域
高
規
格
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
そ
の

供
用
延
長
の
進
捗
状
況
は
六
四
%
で
あ
り
、
順
調
に
進
捗

る

図 1 新道路整備五箇年計画における重点施策と五箇年の目標

表 1 政策目標と進捗状況

(地域の競争条件確保のための幹線道路網の構築)

ト
の
削
減
や
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
物
流
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
広
域
物
流
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
形
成
･
強
化
や
、
空
港
、
港
湾
、
鉄
道
、
物
流
拠

点
等
の
相
互
連
携
･
機
能
向
上
を
支
え
る
道
路
整
備
が
重

要
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
高
規
格
幹
線
道
路
等
の

整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
複
合
一
貫
輸
送
を
促
進
す

る
空
港
･
港
湾
へ
の
連
絡
道
路
な
ど
の
整
備
、
車
両
の
大

型
化
に
対
応
し
た
橋
梁
の
補
強
等
を
図
る
ほ
か
、
都
市
内

五箇年間の目標

H 9末
整備状況

H 14末
目標

現状
(H 12年度末)

五箇年間の目標に
対する進捗率等

(A ) (B ) (C ) (C - A ) / (B - A )

高規格幹線道路供用延長 7,265km 8,626km 7み43km 42%

地域高規格道路供用延長 1,042km 1,497km 1,331km 64%

(参考)I高規格幹蕪義務灸一群 67% 82% 74% 54%

1 時間以内で高規格幹線道路 (のインターチェンジ) に到達できる面積の割合

(離島部除く)
※1

" 1) 新たな経済構造実現に向るナた支援 l (経済構造改革)

① 地域の競争条件確保のための幹線道路網の構築
[高規格幹線道路] H 9 :7,265km → H 14 :8,
[地域高規格道路] H 9 : 1,042km → H 14 : 1,

② 物流効率化の支援
[空港 ･港湾への連絡率] H 9 :29 % → H 14 :

③ 中心･市街地の活性化
[都市の基盤が整備された中心･市街地の割合]
H 9 :30 % → H 14 ;43 %

④ 情報ハイウェイ構築の支援
[情報ハイウェイの整備延長 (市町村カバー率)]
H 9 :6,970km (約 1割) → H 14 :23,570km (約 5割)

⑤ 道路交通システムの高度情報化 (IT S ) の推進

[E T C対応料金所整備率 (箇所数)]
H 9 :0 % (0 箇所) → H 14 :900箇所

H 9 :7,265km → H 14 :8,626km
H 9 : 1,042km → H 14 : 14 97I皿

H 9 :29 % 一 H 14 :44 %

① 道路の管理の充実
② 道路の防災対策 ･危機管理の充実

[緊急輸送道路内の耐震橋脚整備率] H 9 :58 % → H
[避難困難地区人口] H 9 :532万人 → H 14 :424万人

※計画策定時の目標 (約730箇所) をH 11に上方修正

彬 ) 活力ある地域づくり 者$市づくりの支援 i (地域 まち)

① 都市圏の交通円滑化の推進 (渋滞対策)
[渋滞ポイント数] H 9 :3,200箇所 → H 14 :22 0

[環状道路整備率] H 9 :27 % → H 14 :42 %

② 地域 ･都市の基盤の形成
[電線類地中化延長] H 9 :3,01okm → H 14 :6,01

③ 地域づくりの支援
[二次生活圏中心都市へ30分で到達できる市町村の割合]
H 9 :53 % → H 14 :57 %

22 00箇所

- 3) よりよい生活環境の確保 kくらし ,環境)

① 安全な生活環境の確保
[事故多発箇所対策数] 五箇年内に3,200箇所
[幅の広い歩道等] H 9 :37,oookm → H 14 :

② 良好な環境の保全 ･形成
[夜間騒音要請限度達成率] H 9 ;60 % → H

- 4 ) 安心して住める国土の実現 - (国土保全)

H 9 :3,01okm → H 14 :6,01okm

51,500km

H 9 ;60 % → H 14 :65 %

H 9 :58 % → H 14 :概成

道々テセ 2001,6 49

よ
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
の
ペ
ー
ス
で
整
備
を
続
け
れ
ば

新
五
箇
年
計
画
の
目
標
は
概
ね
達
成
さ
れ
る
見
通
し
で
あ

四
年
度
に
供
用
を
予
定
し
て
い

す
る
延
長
の
四
二
%
と
な
っ
て
い
る
が
、
事
業
の
進
捗
率

は
六
一
%
と
順
調
に
進
捗
し
て
い
る
。

供
用
延
長
が
四
二
%
で
あ
る
の
は
、
平
成
一
三
、
平
成

る
箇
所
が
多
い
こ
と
に

現
在
開
通
し
て
い
る
路
線
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、
高
規

格
幹
線
道
路
の
縦
貫
系
の
路
線
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、

首
都
圏
の
三
環
状
の
整
備
率
は
約
二
割
で
あ
る
等
遅
れ
て

い
る
。
今
後
は
、
大
都
市
圏
の
交
通
円
滑
化
に
資
す
る
環

状
道
路
の
整
備
や
地
域
連
携
を
促
進
す
る
横
断
系
の
路
線

の
整
備
を
一
層
積
極
的
に
推
進
す
る
。

②

物
流
効
率
化
の
支
援

国
際
的
な
大
競
争
時
代
が
到
来
し
、
国
内
の
物
流
コ
ス

し
て
い
る



衰 2 政策目標と進捗状況 (物流効率化の支援)

五箇年間の目標 脉鞠
味
標

田
目

現状
(H12年度末)

五箇年間の目標に

対する進捗率等

A B (C
)

( C - A ) / ( B - A )

率

率

絡

絡

連

達

の

の

へ

へ

港

湾

空

港

%

%

%

%

%

%

%

%

合 計
(空港･港湾への連絡率)

29 % “ 彰 “

物
流
対
策
な
ど
、
物
流
シ
ス
テ
ム
全
体
の
効
率
化
を
支
援

す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
施
策
に
関
連
す
る
政
策
目
標
と
そ
の
進
捗
状
況

は
、
表
2
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
空
港
･
港
湾
と

の

｢連
絡
率
｣
と
は
、
高
規
格
幹
線
道
路
と
地
域
高
規
格

道
路
又
は
こ
れ
ら
に
接
続
す
る
自
動
車
専
用
道
路
等
の
I

C
か
ら
一
〇
分
以
内
の
連
絡
が
可
能
な
空
港
･
港
湾
の
割

合
で
あ
る
。
な
お
、
対
象
と
な
る
空
港
は
、
平
成
一
二
年

表 4 政策目標と進捗状況 (中心市街地の活性化)

五箇年間の目標
末
概餐 休

標
肛
目

現状
(H12年度末)熱礬A B (C

)
都市の基盤が整備された

中心市街地の割合 眺 概 鰯 鰍

度
末
に
供
用
中
で
あ
る
全
国
の
公
共
の
用
に
供
す
る
空
港

の
う
ち
、
離
島
に
位
置
す
る
も
の
を
除
く
五
〇
空
港
で
あ

り
、
将
来
値
に
は
今
後
開
港
予
定
の
空
港
を
考
慮
し
て
い

る
。
ま
た
、
対
象
と
な
る
港
湾
は
、
全
国
の
重
要
港
湾
･

特
定
重
要
港
湾
の
う
ち
、
離
島
に
位
置
す
る
も
の
を
除
く

一
二
三
港
で
あ
る
。

空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
に
関
し
て
は
、
五
箇

年
内
の
目
標
の
三
三
%
で
あ
る
が
、
事
業
進
捗
率
は
五

表 3 国際空港 ･国際港湾との高速道路網との

アクセス状況 (参考)

アメリカ
伊

州
仏

欧
葵触

日 本

港

湾

空

港

際

際

国

国

%

%

%

%

%

%

港湾の数 :空港26、港湾36

･対象空港は国際定期便が就航している空港。 対象港湾は総

貨物取扱量が欧州については年間 1千万トン以上、 米 ･日

本については 5百万トン以上の港湾。

総

日

Q

　
　

　　　鬱　
　

六
%
で
あ
り
、
事
業
中
の
路
線
の
供
用
に
よ
り
今
後
進
捗

が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
五
箇
年
計
画
内
の
目
標
は
ほ
ぼ
達

成
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

ま
た
、港
湾
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
に
関
し
て
は
、

概
ね
順
調
に
進
捗
し
て
い
る
。

道
路
行
政
に
お
い
て
は
、
国
際
交
流
イ
ン
フ
ラ
推
進
事

業
等
を
推
進
し
、
空
港
･
港
湾
へ
の
連
絡
率
の
向
上
等
を

図
り
、
も
っ
て
、
我
が
国
の
物
流
効
率
化
、
国
際
競
争
力

の
確
保
を
積
極
的
に
支
援
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

我
が
国
の
連
絡
率
等
は
欧
米
と
比
較
し
て
未
だ
低
い
水
準

に
あ
る

(表
3
)
た
め
、
関
連
機
関
と
の
連
携
を
一
層
強

化
し
つ
つ
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
空
港
、
港
湾
、
広
域

物
流
拠
点
等
の
国
際
交
流
基
盤
の
整
備
を
重
点
的
、
効
率

的
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

③

中
心
市
街
地
の
活
性
化

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
、
道
路
や
駐

車
場
等
の
基
盤
の
充
実
や
各
種
施
設
の
立
地
を
総
合
的
か

つ
重
点
的
に
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
施
策
に
関
連
す
る
政
策
目
標
と
そ
の
進
捗
状
況

は
、
表
4
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
｢都
市
の
基
盤

が
整
備
さ
れ
た
中
心
市
街
地
の
割
合
｣
と
は
、
全
国
の
中

心
市
街
地

〈約
七
〇
〇
地
区
)
に
対
す
る
道
路
等
の
中
心

市
街
地
の
活
性
化
の
た
め
の
基
盤
が
整
備
さ
れ
た
中
心
市

街
地
の
割
合
で
あ
る
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
進
め
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
、

平
成
一
○
年
度
に
施
行
さ
れ
た
中
心
市
街
地
活
性
化
法



(中
心
市
街
地
に
お
け
る
市
街
地
の
整
備
改
善
及
び
商
業

等
の
活
性
化
の
一
体
的
推
進
に
関
す
る
法
律
)
に
基
づ
き

市
町
村
が
作
成
す
る
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、
商
業
等
の
活

性
化
の
た
め
の
事
業
と
の
連
携
に
配
慮
し
つ
つ
、
都
市
の

基
盤
の
整
備
改
善
等
に
資
す
る
道
路
整
備
や
面
整
備
を
重

点
的
に
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
結
果
、
都
市
の
基
盤
が
整
備
さ
れ
た
中
心
市
街
地

の
割
合
に
つ
い
て
は
、
順
調
に
増
加
し
て
お
り
、
今
後
も

現
在
の
ベ
ー
ス
で
整
備
を
続
け
れ
ば
整
備
目
標
は
概
ね
達

成
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
間
、
交
通
結
節
点
の
整
備
、
路
面
電
車
等

の
公
共
交
通
機
関
へ
の
支
援
に
重
点
を
置
い
た
制
度
の
創

設
、
市
区
町
村
に
よ
る
基
盤
整
備
の
統
合
的
な
支
援
の
た

め
各
種
施
設
整
備
を
一
括
に
採
択
す
る
統
合
補
助
金
制
度

の
創
設
な
ど
、
整
備
対
象
･
整
備
手
法
に
つ
い
て
も
拡
充

を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
は
、
地
域
の
多
様
な
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
道

路
空
間
の
再
構
築
･
利
活
用
方
法
等
の
検
討
を
社
会
実
験

に
よ
り
行
う
な
ど
、
道
路
整
備
に
お
い
て
も
新
た
な
取
り

組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
他
省
庁
所

管
の
施
策
等
と
も
連
携
を
深
め
つ
つ
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
の
総
合
的
な
対
策
を
進
め
て
い
く
。

④

情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
構
築
の
支
援

二
〇
一
〇
年
ま
で
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
全
国
整
備
を

目
指
す
政
府
方
針
に
基
づ
き
、
高
度
情
報
通
信
社
会
の
構

築
に
向
け
、
民
間
事
業
者
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
促

進
の
た
め
、
道
路
管
理
用
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
に

合
わ
せ
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
収
容
空
間
の
整
備
を
推
進
し
、

情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
構
築
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
施
策
に
関
連
す
る
政
策
目
標
と
そ
の
進
捗
状
況

は
、
表
5
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
｢情
報

ハ
イ
ウ

ェ
イ
の
整
備
延
長
｣
と
は
、
収
容
空
間

(情
報
B
O
X
、

電
線
共
同
溝
、
共
同
溝
)
が
整
備
さ
れ
た
主
要
な
幹
線
道

路
の
延
長
で
あ
る
。

情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
構
築
に
つ
い
て
は
、
補
正
予
算
に

お
い
て
も
重
点
的
に
予
算
配
分
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
前

倒
し
的
に
整
備
を
進
め
て
い
る
。

こ
れ
は
、
平
成
一
〇
年
の
新
計
画
策
定
以
降
、
社
会
の

I
T
化
が
世
界
規
模
で
一
層
急
速
に
進
展
し
て
い
る
こ
と

に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
、

平
成
一
三
年
一
月
に
は

｢
e
-
J
a
p
a
n
戦
略
｣
(平
成

一
三
年

一
月
I
T
戦
略
本
部
)
が
決
定
さ
れ
、
｢我
が
国

が
五
年
以
内
に
世
界
最
先
端
の
I
T
国
家
と
な
る
こ
と
を

目
指
す
｣
こ
と
が
政
府
の
方
針
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
実
現
に
向
け
て
は
、
早
急
に
超
高
速
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
網
を
構
築
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
道
路
空
間
に
対
す
る
民
間
光
フ
ァ
イ
バ
ー
敷
設
の
ニ

ー
ズ
が
、
今
後
一
層
高
ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

道
路
管
理
者
と
し
て
は
、
道
路
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー

の
整
備
や
電
線
類
の
地
中
化
等
に
あ
わ
せ
て
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
と
し
て
の
不
連
続
区
間
の
解
消
を
中
心
と
し
た
光
フ

ァ
イ
バ
ー
収
容
空
間
の
整
備
･
開
放
を
重
点
的
に
推
進
し

て
い
く
o

③

道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
の
高
度
情
報
化
(-
T
S
)の
推
進

I
T
S
全
体
構
想
に
基
づ
き
、
関
係
省
庁
や
民
間
等
と

の
連
携
の
も
と
、
シ
ス
テ
ム
の
本
格
的
な
開
発
や
実
用

化
･
展
開
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
施
策
に
関
連
す
る
政
策
目
標
と
そ
の
進
捗
状
況

表 5 政策目標と進捗状況 (情報ハイウェイ構築の支援)

五箇年間の目標 麻緘
味
標

m
目

現状
(H12年度末)

五箇年間の目標に

対する進捗率等

A B (C
)

A-B/AーĈ
)

情報ハイウェイの整備延長 6
,
970k m mÛ57鸚 血幼 綴

※
の
率

イ

バ
エ
ヵ

"
聯

ハ
市

報情.･.･･.･･.･･.･.･･.･･.･･.･.･･.･･.･･.･.･･.･･.･･.･.･･.･･.･･.･･.･
鰐 約1割 細約 翻 概

※ 2 :主要な幹線道路に収容空間 (情報B O X、 電線共同溝、 共同溝) が整備された市町村の割合



は
、
表
6
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
｢
E
T
C
対
応

｢主
要
な
箇
所
｣
と
は
、
首
都
高
速
道
路
、
阪
神
高
速
道

2

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
･
都
市
づ
く
り
の
支
援

(地

料
金
所
整
備
率
｣
と
は
、
道
路
四
公
団

(日
本
道
路
公
団
、

略
、
東
名
･
名
神
高
速
道
路
等
、
整
備
効
果
の
高
い
路
線

域
･
ま
ち
)

首
都
高
速
道
路
公
団
、
阪
神
高
速
道
路
公
団
、
本
州
四
国

連
絡
橋
公
団
)
の
管
理
す
る
有
料
道
路
の
料
金
所
の
う
ち
、

E
T
C
車
載
器
を
搭
載
し
た
車
が
停
止
す
る
こ
と
な
く
料

金
支
払
い
の
で
き
る
料
金
所
の
整
備
率
で
あ
る
。
ま
た
、

表 6 政策目標と進捗状況 (道路交通システムの高度情報化 (ITS ) の推進)

五箇年間の目標 蘇勲
味
標

題
目

現状
(H 12年度末)

五箇年間の目標に

対する進捗率等

@ B C ( C - A ) / ( B - A )

E T C 対応料金所整備率

(箇所数) 幌
主要な個所で
概成 (900※3) “

⑳ 銑

(参考)

VICSサービスの受信

可能都道府県の割合
約2割※4 緘 ※靴 ※多

カーナビゲーション

の累積出荷台数
280万台 ー 聯 一

VICS車載器の

累積出荷台数
44万台 ー ※

聯 ー

から900箇所に上方修正所鱸

県

　

　
　

　

の

は

※ 3 :計画策定時 (H 10) の目標 730

※ 4 :H 9 は 9都道府県

※ 5 :現状 (H 12年度末) は27都道府県

※ 6 :高速道路においては100%

※ 7 :現状はH 12年12月現在

略
、
東
名
･
名
神
高
速
道
路
等
、
整
備
効
果
の
高
い
路
線

の
料
金
所
を
指
す
。

E
T
C
に
つ
い
て
は
、
平
成

=

年
度
の
二
次
補
正
予

算
等
に
よ
り
整
備
目
標
を
大
幅
に
前
倒
し
し
て
路
側
機
器

の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
今
後
は
、
路
側
機
器
の
整
備
に

あ
わ
せ
て
、
料
金
所
渋
滞
の
解
消
な
ど
の
整
備
効
果
を
早

期
に
発
現
さ
せ
る
た
め
、
E
T
C
車
載
器
の
普
及
拡
大
を

図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
道
路
交
通
情
報
の

提
供
を
行
う
V
I
C
s
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
三
年
三
月

末
現
在
、
全
国
の
高
速
道
路
及
び
二
七
都
道
府
県
の
主
要

な
一
般
道
路
で
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
が
、
平
成
一

二
年
度
一
年
間
で
三
一の
県
で
新
た
に
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
の
ペ
ー
ス
で
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

開
始
す
れ
ば
、
平
成
一
四
年
度
末
に
は
目
標
が
達
成
さ
れ

る
見
通
し
で
あ
る
。

こ
の
他
、
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
危
険
警
告
や
操
作
支
援
を

行
い
交
通
事
故
の
大
幅
削
減
を
目
指
す
走
行
支
援
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
、
平
成
一
二
年
に
実
証
実
験
を
実
施
し
、
実

用
化
へ
一
歩
近
づ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

I
T
S
は
、
渋
滞
の
解
消
、
安
全
性
の
向
上
、
環
境
負

荷
の
軽
減
に
加
え
、
新
た
な
市
場
の
創
出
な
ど
に
つ
い
て

も
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
こ
れ

を
一
層
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

域
･
ま
ち
)

○

都
市
圏
の
交
通
円
滑
化
の
推
進

(渋
滞
対
策
)

各
都
市
圏
に
お
い
て
、
都
市
規
模
、
交
通
特
性
に
応
じ

た
各
種
施
策
を
組
み
合
わ
せ
て
、
総
合
的
な
渋
滞
対
策
を

実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
施
策
に
関
連
す
る
政
策
目
標
と
そ
の
進
捗
状
況

は
、
表
7
の
と
お
り
で
あ
る
。

表 7 政策目標と進捗状況 (都市圏の交通円滑化の推進 (渋滞対策))

五箇年間の目標 脉鍬
味
標

皿
目

現状
(H 12年度末)

五箇年間の目標に

対する進捗率等

A B C A-B/AーC

渋滞ポイント数※8 3
,
200箇所 所箇00翔 筋" 銚

環状道路整備率※9 27% 芻 * 艦
以下の定義により抽出された箇所ならびに関連する

　

　
　
　
　

　　

は

長

長

チ

滞

路

在

る

　

　
　
　
　
　
　
　

ト

:

:

ン
所

高

県

に

ン

)
)
イ
箇
神
く
長

篇

イ

内
外
,.

阪
除
延

O

･
を

総

2

　
　
　
　
　

　

　

　

渋
う
(
(

車

道
市
路

テ

要

い
路
路
動

速
郡
道

勘

主
を
道
道
目

高
大
状

｢
所
般
般
速

都

三

環

!

箇

一

一
高

首
!

い

一般道路 (D ID 内) :渋滞長が1,ooo m 以上または通過時間が10分以上

一般道路 (D ID 外) :渋滞長が500m 以上または通過時間が 5分以上

高速自動車国道 :インターチェンジの出入り口においてボトルネックとなっている

箇所で渋滞回数30回 / 年以上または平均渋滞長概ね 2 km以上

首都高速道路 ･阪神高速道路 :平均渋滞長が概ね 4 km以上

※ 9 :三大都市圏を除く県庁所在地あるいは人口10万人以上の都市において、 規格の高

い環状道路の総延長に対する供用延長の割合。
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主
要
渋
滞
ポ
イ
ン
ト
の
解
消
･
緩
和
に
つ
い
て
は
、
進

緊
の
課
題
で
あ
る
と
い
え
る
。

捗
率
約
六
0
%
と
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

こ
の
た
め
、
胚
市
圏
に
お

環
状
道
路
の
整
備
率
に
つ
い
て
は
、
供
用
延
長
は
目
標

と
す
る
延
長
の
四
○
%
で
あ
る
が
、
事
業
進
捗
率
は
六

五
%
で
あ
り
順
調
に
進
捗
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
交
通
容
量
を
拡
大
す
る
施
策
に
加
え
、

T
M
A

(交
通
混
雑
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織
)
の
設
立
や
活

動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
行
政
エ
リ
ア
を
超
え
た
首
都

圏
レ
ベ
ル
で
の
広
域
パ
ー
ク

･
ア
ン
ド

･
ラ
イ
ド
を
進
め

る
な
ど
T
D
M

(交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
)
施
策
等
を

推
進
し
て
い
る
。

渋
滞
対
策
の
効
果
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
東
京
都
の
環

状
八
号
線

(平
成
九
年
に
井
荻
で
踏
切
の
立
体
交
差
化
が

完
了
)
で
は
、
走
行
速
度
が
平
成
六
年
度
か
ら
平
成
=

年
度
に
か
け
て
約
"
畑
/
h
か
ら
約
22
題
/
h
に
向
上
す

る
等
の
効
果
が
発
現
し
て
お
り
、
ま
た
、
全
体
的
に
も
混

雑
度

(交
通
量
を
三
一時
間
交
通
容
量
で
除
し
た
も
の
)

別
延
長
は
、
D
I
D

(人
口
集
中
地
区
)
の
内
、
外
と
も

に
減
少
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
D
I
D
内
に
つ
い
て
み
る
と
、
依
然

と
し
て
全
体
延
長
の
約
七
割
を
混
雑
度
一
･
0
以
上
の
区

間
が
占
め
て
お
り
、
新
た
な
渋
滞
ポ
イ
ン
ト
が
生
じ
て
い

る
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
朝
夕
の
時
間
帯
に
お
け
る
地

域
全
体
と
し
て
の
平
均
走
行
速
度
に
つ
い
て
は
、
大
都
市

圏
、
地
方
都
市
と
も
に
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
都
市
圏
に
お
け
る
渋
滞
の
解
消
は
依
然
と
し
て
喫

こ
の
た
め
、
都
市
圏
に
お
け
る
渋
滞
の
抜
本
的
な
解
消

に
向
け
て
、
今
後
は
環
状
道
路
や
バ
イ
パ
ス
の
整
備
に
よ

る
交
通
容
量
拡
大
策
を
一
層
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も

に
、
渋
滞
ポ
イ
ン
ト
に
お
け
る
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
対
策
、
交

通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
施
策
等
を
組
み
合
わ
せ
た
総
合
的

な
交
通
円
滑
化
対
策
を
一
層
重
点
的
に
推
進
す
る
。

②

地
域
･
都
市
の
基
盤
の
形
成

都
市
構
造
を
再
編
し
つ
つ
、
快
適
で
活
力
あ
る
都
市
を

整
備
す
る
た
め
、
地
域
･
都
市
の
基
盤
の
形
成
を
図
る
も

の
で
あ
る
。

こ
の
施
策
に
関
連
す
る
政
策
目
標
と
そ
の
進
捗
状
況

は
、
表
8
の
と
お
り
で
あ
る
。

電
線
類
の
地
中
化
に
つ
い
て
は
、
平
成
三

年
三
月
に

新
電
線
類
地
中
化
計
画
が
策
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、

こ
れ
ま
で
主
な
整
備
対
象
と
し
て
き
た
大
規
模
な
商
業
地

域
に
加
え
て
、
中
規
模
商
業
系
地
域
や
、
住
居
系
地
域
の

幹
線
道
路
等
に
つ
い
て
も
、
都
市
景
観
の
向
上
、
歩
行
空

間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
を
図
る
観
点
か
ら
積
極
的
に
推

進
す
る
こ
と
と
し
、
従
前
の
倍
の
ペ
ー
ス
で
整
備
を
進
め

て
い
く
o

都
市
計
画
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
良
好
な
市
街
地

を
形
成
す
る
た
め
、
主
要
な
幹
線
道
路
等
を
重
点
に
整
備
を

推
進
し
て
お
り
、
順
調
に
進
捗
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

都
市
圏
交
通
の
円
滑
化
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
等
に
資

す
る
た
め
に
、
引
き
続
き
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

土
地
区
画
整
理
事
業
や
市
街
地
再
開
発
事
業
等
の
面
整

備
等
に
よ
る
市
街
地
の
整
備
に
つ
い
て
は
順
調
に
進
捗
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
既
成
市
街
地
に
お
い
て
は
都

市
基
盤
が
貧
弱
で
高
度
利
用
の
困
難
な
街
区
や
防
災
上
危

険
な
密
集
市
街
地
が
広
範
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
、
都
市
の
活
性
化
に
資
す
る
拠
点
市
街
地
の
形

成
や
既
成
市
街
地
の
再
生
･
再
構
築
の
た
め
の
面
的
な
道

表8 政策目標と進捗状況 (地域 ･都市の基盤の形成)

五箇年間の目標 緘 味
標

皿
目

現状
(H12年度末)

五箇年間の目標に

対する進捗率等

A B (C)
A-B/A-(C)

電線類地中化延長 3
,
01ok m mm卸 蠣“ 眺

(参考)撰薄雲瓢礬鱗
“

55 % 聯 鰯 約※%AV
42 % 艦 鷄 ※銚

※10 :市街地 (市街化区

する完成延長の割合

※11 :区画整理等により道路交通が適正に分離された市街地の面積の割合

(市街化区域または用途地域設定区域) における幹線道路の都市計画決定延長に対

道チテセ 2001.6 53



路
整
備
を
推
進
し
て
い
く
。

③

地
域
づ
く
り
の
支
援

自
立
的
な
地
域
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
、
地
域
の
連

携
を
強
化
す
る
道
路
、
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
等
の
整
備

を
推
進
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
施
策
に
関
連
す
る
政
策
目
標
と
そ
の
進
捗
状
況

は
、
表
9
の
と
お
り
で
あ
る
。

二
次
生
活
圏
中
心
都
市
へ
三
〇
分
で
到
達
で
き
る
市
町

村
を
五
箇
年
計
画
内
に
九
一
市
町
村
増
す
と
い
う
目
標
に

対
し
て
四
二
市
町
村
、
率
に
し
て
四
六
%
と
遅
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、整
備
の
主
体
と
な
る
地
方
公
共
団
体
が
、
財
政
状

況
の
悪
化
に
よ
り
積
極
的
に
道
路
整
備
を
進
め
る
こ
と
が

困
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
、
少
子
化
、
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
中
で
、
医
療
･
福
祉
、
教
育
･
文
化
、
消
費

等
の
く
ら
し
の
基
礎
的
サ
ー
ビ
ス
の
享
受
を
確
保
し
て
い

く
観
点
か
ら
、
地
域
の
連
携
を
促
進
し
、
自
立
的
な
地
域

社
会
の
形
成
を
支
援
す
る
道
路
整
備
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
く
b

3

よ
り
よ
い
生
活
環
境
の
確
保

(く
ら
し
･
環
境
)

○

安
全
な
生
活
環
境
の
確
保

道
路
交
通
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
歩
道
の
設
置
、

交
差
点
改
良
な
ど
に
よ
る
道
路
交
通
環
境
の
整
備
、
交
通

安
全
教
育
の
充
実
な
ど
、
関
係
機
関
が
連
携
し
た
総
合
的

な
施
策
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
誰
も
が
安
心
し
て
社
会
参

加
で
き
、快
適
に
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、

地
域
と
連
携
し
て
利
用
し
や
す
い
道
路
空
間
づ
く
り
を
進

め
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
施
策
に
関
連
す
る
政
策
目
標
と
そ
の
進
捗
状
況

は
、
表
10
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
｢事
故
多
発
箇

所
｣
と
は
、
重
大
事
故
が
平
均
の
三
倍
以
上
発
生
し
て
い

る
箇
所
で
あ
る
。

事
故
多
発
箇
所
対
策
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
対
策
が
実
施
さ
れ
た
事
故
多
発
箇

表9 政策目標と進捗状況 (地域づくりの支援)

五箇年間の目標 鰊獄
味
標

蛆
目

現状
(H12年度末) 絲饗一にA B (C)

榔
泌

咋
獣

※

到
合

で
割

Y
分
の

生

め
村

次

へ
町

二

市
市

眺
繃

眺
覊

鰕
無 蕪

※12 :半径が概ね 6 km ~ 1okm、 人口が1万人以上で、 高度の買い物ができる商店街、 専門

医をもつ病院、 高等学校等の広域利用施設を備える圏域

所
に
お
い
て
は
、
死
亡
事
故
件
数
が
約
二
割
減
少
す
る
な

ど
事
故
削
減
効
果
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
が
、
事
故
の
形
態

に
よ
っ
て
は
効
果
が
得
ら
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
、
事

故
件
数
全
体
に
つ
い
て
は
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

事
故
対
策
が
概
成
し
た
箇
所
に
お
い
て
も
効
果
の
評
価
を

行
い
、
追
加
的
な
対
策
を
講
ず
る
な
ど
交
通
安
全
対
策
を

継
続
的
に
推
進
し
て
い
く
。

表10 政策目標と進捗状況 (安全な生活環境の確保)

五箇年間の目標 一見

末
閃錦 抹

標
題
目

現状
(H12年度末)絲妻A B C

事故多発箇所対策数 -
か
所

総
箇

約2
,
500箇所 概

幅の広い歩道等 37
,
oook m 血500乱 蝋"G

“
約 銚

(参考)

交通事故による死者数 9
,
640人 叺

下
の
以

劫̂

纖 一

市街地におけるバリア

フリー化 (DID内)※14 20地区 駆" 鬱脚約 艦
※13 :平成12年12月末までの年間交通事故死者数

※14 :全国14,000地区の市街地のうち、 主要ルートで適切な幅員及び段差 ･傾斜 ･勾配が確保さ

れた歩道等が整備されている地区 (1地区概ね 1 k m 2)



幅
の
広
い
歩
道
等
の
整
備
に
つ
い
て
も
計
画
的
に
進
め

て
い
る
。
ま
た
、
市
街
地
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に

つ
い
て
は
進
捗
が
や
や
遅
れ
て
い
る
が
、
平
成
一
二
年
一

一
月
に
施
行
さ
れ
た
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
を
踏
ま
え

て
、
利
用
者
の
多
い
駅
周
辺
等
に
お
い
て
公
共
交
通
機
関

等
と
よ
り
一
層
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
歩
行
空
間
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

②

良
好
な
環
境
の
保
全
･
形
成

平
成
九
年
六
月
に
道
路
審
議
会
よ
り
建
設
大
臣
へ
な
さ

れ
た
中
間
答
申

｢今
後
の
道
路
環
境
施
策
の
あ
り
方
｣
を

踏
ま
え
、
環
境
を
重
視
し
た
道
路
施
策
へ
の
転
換
を
図
る

も
の
で
あ
る
。

こ
の
施
策
に
関
連
す
る
政
策
目
標
と
そ
の
進
捗
状
況

は
、
表
門
の
と
お
り
で
あ
る
。

騒
音
に
つ
い
て
は
、
直
轄
国
道
の
沿
道
に
お
け
る
夜
間

騒
音
要
請
限
度
達
成
率
は
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
達
成

率
は
約
六
割
で
あ
り
、
幹
線
道
路
沿
道
の
騒
音
状
況
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
。
騒
音
対
策
と
し
て
は
、
平
成
三

年
度

に
沿
道
環
境
改
善
事
業
を
創
設
し
、
低
騒
音
舗
装
の
敷
設

や
遮
音
壁
の
設
置
等
を
重
点
的
に
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
も
引
き
続
き
積
極
的
に
事
業
を
推
進
す
る
。

大
気
質
に
つ
い
て
は
、
大
都
市
圏
を
中
心
に
、
S
P
M
、

鱒
と
も
に
環
境
基
準
を
超
え
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
非
常
に

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の
対
策
に
は
、
発
生
源
で
あ
る

自
動
車
単
体
対
策
等
関
係
行
政
機
関
が
総
合
的
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
が
、
道
路
行
政
と
し
て
は
、
旅
行
速
度
の

た道路延長の割合

②平成lo年度に騒音に係る環境基準が改正されたため、 新環境基準に対応した
平成10年度実測値
推定値
道路緑化については、 D ID地区内の完成断面が 4車線以上の国道、 都道府県道、 市町村道

16

17

18

※

※

※

向
上
に
よ
り
、
s
p
M
及
び
即
排
出
量
を
同
時
に
削
減
さ

せ
る
た
め
、
引
き
続
き
、
環
状
道
路
等
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
や
交
差
点
改
良
等
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
対
策
を

推
進
す
る
。
ま
た
、
環
境
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
等
環
境

負
荷
の
少
な
い
道
路
利
用
に
向
け
た
取
り
組
み
や
、
大
気

浄
化
の
た
め
の
新
技
術
の
検
討
な
ど
積
極
的
に
沿
道
環
境

改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

表州 政策目標と進捗状況 (良好な環境の保全 ･形成)

五箇年間の目標
末
概覇 休

標
m
目

現状
(H l2年度末)

五箇年間の目標に

対する進捗率等

A B C ( C - A ) / ( B ‐ A )

夜間騒音要請限度達成率※15 60 %※16 艦 63 %※17 銚

(参考)

低騒音舗装 790k m m卿 如緘 粃
遮音壁 4060k m 等KnYワゾ4｢ 範働 臟環境施設帯 670k m 駄 如710 鰍
道路緑化※18 6

,
oook m k

“̂U
2"!“ 騙● 彫

※15 :①住宅地等を通過する直轄国道約13,00okn1のうち沿道の夜間騒音が要請限度まで低減され

新
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
で
は
、
自
動
車
鱒
法
(自
動

車
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
の
特
定
地
域
に
お
け
る

総
量
の
削
減
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
)
に
よ
る
総
量
削

減
計
画
に
基
づ
き
、
関
係
行
政
機
関
全
体
と
し
て
取
り
組

む
べ
き
大
気
質
対
策
に
対
応
し
た
指
標
と
し
て
｢二
酸
化

窒
素
環
境
基
準
達
成
率
｣
を
設
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
自

動
車
閲
法
の
目
標
の
達
成
は
困
難
な
状
況
に
あ
り
、
現
在
、

自
動
車
鱒
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
通
常

国
会
に
提
出
中
で
あ
る
。
今
後
は
、
自
動
車
鱒
法
改
正
の

動
き
を
踏
ま
え
つ
つ
新
た
な
指
標
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

環
境
負
荷
を
軽
減
し
、
都
市
内
の
良
好
な
景
観
形
成
に

寄
与
す
る
道
路
緑
化
に
つ
い
て
は
、
未
だ
目
標
達
成
の
途

上
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
道
路
緑
化
を
進
め
る
と

と
も
に
、
地
域
の
町
並
み
や
歴
史
･
文
化
等
と
調
和
し
た

潤
い
の
あ
る
道
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

4

安
心
し
て
住
め
る
国
土
の
実
現

(国
土
保
全
)

①

道
路
の
管
理
の
充
実

国
は
、
全
体
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
枢
を
担
う
直
轄

国
道
の
管
理
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
の
実
情
、
ニ
ー
ズ
を

吸
収
す
る
と
と
も
に
、
全
体
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
課
題

を
把
握
･
分
析
し
、
課
題
解
決
の
た
め
に
政
策
･
計
画
を

企
画
･
立
案
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
道
路
交
通
の
広

域
化
、
車
両
の
大
型
化
等
を
進
む
中
で
、
全
体
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
一
体
性
、
効
率
性
を
高
め
る
た
め
に
、
直
轄

国
道
を
中
心
と
し
て
、
管
理
者
相
互
の
一
層
の
連
携
強
化

を
進
め
る
も
の
で
あ
る
。



表13 政策目標と進捗状況 (道路の防災対策 ･危機管理の充実)

五箇年間の目標 窒
@

味
標

m
目

現状
(H12年度末)

五箇年間の目標に

対する進捗率等

B C A-B/A…(C)

緊急輸送道路内の
耐震橋脚整備率

58 % 緘 概 概
避難困難地区人口 532万人

彎 棘 銚

道
路
ス
ト
ッ
ク
は
こ
れ
ま
で
の
着
実
な
整
備
に
よ
り

年
々
増
加
し
て
い
る

(表
惨
)
が
、
そ
の
多
く
は
近
い
将

来
更
新
期
を
迎
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

(例
え
ば
、
橋

梁
に
つ
い
て
は
、
二
〇
年
後
に
は
、
経
年
数
五
〇
年
を
超

え
る
も
の
の
割
合
が
現
在
の
五
%
か
ら
二
九
%
に
増
加
す

る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
)。

こ
の
た
め
、
長
寿
命
化
の
た
め
の
技
術
開
発
等
を
進
め

つ
つ
、
道
路
の
維
持
管
理
･
更
新
を
計
画
的
に
実
施
し
、

道
路
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供
し
て
い
く
。

⑭

道
路
の
防
災
対
策
･
危
機
管
理
の
充
実

阪
神
･
淡
路
大
震
災
等
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
国
土
の
安

全
や
暮
ら
し
の
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
災
害
に
強
い
施

設
の
整
備

(ハ
ー
ド
面
)、
防
災
管
理
の
情
報
化
や
地
域
と

連
携
し
た
防
災
管
理
体
制
(ソ
フ
ト
面
)
の
両
面
か
ら
、
防

災
対
策
、危
機
管
理
へ
の
対
応
を
強
化
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
施
策
に
関
連
す
る
政
策
目
標
と
そ
の
進
捗
状
況

は
、
表
13
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
｢緊
急
輸
送
道

路
内
の
耐
震
橋
脚
整
備
率
｣
と
は
、
緊
急
輸
送
道
路
内
で

耐
震
補
強
の
必
要
な
橋
脚
本
数
の
う
ち
、
耐
震
補
強
が
実

施
さ
れ
て
い
る
橋
脚
の
本
数
の
割
合
で
あ
る
。
ま
た
、

｢避
難
困
難
地
区
人
口
｣
と
は
、
三
大
都
市
圏
の
密
集
市

街
地
の
対
象
人
口
(二
、
三
〇
〇
万
人
)
の
う
ち
、
避
難
路

ま
で
の
距
離
が
一
如
以
上
あ
っ
て
、
安
全
に
避
難
地
に
到

達
す
る
こ
と
が
困
難
な
地
区
に
居
住
す
る
人
口
で
あ
る
。

緊
急
輸
送
道
路
内
の
耐
震
橋
脚
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

概
ね
計
画
の
達
成
が
見
込
ま
れ
る
ペ
ー
ス
で
進
捗
し
て
お

り
、
特
に
被
災
時
の
影
響
の
大
き
い
都
市
高
速
道
路
上
の

橋
梁
や
幹
線
道
路
上
の
跨
道
橋
等
を
中
心
に
、
全
五
○
、

九
〇
〇
橋
脚
の
う
ち
の
約
八
0
%
に
相
当
す
る
四
○
、
九

○
○
橋
脚
の
整
備
を
完
了
し
て
い
る
。
地
震
直
後
か
ら
安

定
し
た
緊
急
輸
送
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
今
後
、
よ
り

一
層
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
安
全
に
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
地
区
に
居
住

す
る
人
口
に
つ
い
て
は
、
五
箇
年
計
画
の
期
間
内
に
お
け

る
目
標
で
あ
る
一
〇
八
万
人
の
削
減
に
対
し
、
平
成
三
一

年
度
末
ま
で
に
約
六
六
万
人
の
削
減

(進
捗
率
六
一
%
)

を
達
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
順
調
に
進
捗
し
て
い

る
。
今
後
は
、
引
き
続
き
、
災
害
時
の
救
済
活
動
や
常
時

の
福
祉
活
動
を
支
え
る
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る
。

三

お
わ
り
に

こ
れ
か
ら
の
道
路
政
策
に
お
い
て
は
、
国
民
本
位
で
効

率
的
な
質
の
高
い
行
政
を
展
開
し
て
い
く
た
め
、
｢企
画

立
案
↓
実
施
↓
評
価
↓
改
善

(企
画
立
案
)｣
と
い
う
道

路
政
策
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る
と
と
も

に
、
顧
客
満
足
度

(C
S
)
調
査
に
よ
る
実
現
す
べ
き
価

値
の
把
握
や
客
観
的
な
サ
ー
ビ
ス
指
標
の
設
定
等
を
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
に
組
み
込
み
、
政
策
の
意
図
と
実
施

過
程
、
結
果
を
国
民
に
対
し
て
明
確
に
説
明
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
個
別
事
業
に
つ
い
て
は
、
既
に
本
格

的
に
運
用
し
て
い
る
新
規
採
択
時
評
価
や
再
評
価
に
続

き
、
現
在
試
行
し
て
い
る
事
後
評
価
を
早
期
に
本
格
運
用

に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
評
価
シ
ス
テ
ム
充
実
を
図
り
、

事
業
遅
延
に
よ
る
損
失
評
価
等
に
よ
り
時
間
管
理
の
概
念

を
導
入
す
る
ほ
か
、
用
地
買
収
の
促
進
、
工
期
短
縮
の
た

め
の
制
度
整
備
や
新
技
術
の
活
用
等
と
併
せ
て
道
路
事
業

に
よ
る
効
果
の
早
期
発
現
を
目
指
す
。
ま
た
、
事
業
の
計

画
を
策
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
う
ち
早
い
段
階
か
ら
市
民
の

理
解
を
得
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、事
業
の
効
果
や
効
率
性
、

透
明
性
の
向
上
を
求
め
る
国
民
の
声
に
答
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

表12 道路延長と橋梁数

[兄脉勲
殊
標

趾
目

現状
(H 12年度末)

道路延長
(一般市町村道以上) 血幼 知莇 短妨

橋梁数 橋QJ約 橋鞆約 橋万既約



道
路
構
造
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
に
つ
い
て

斜-T　

道
路
局
路
政
課

一

は
じ
め
に

道
路
構
造
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
が
平
成
一
三
年

四
月
二
〇
日
閣
議
決
定
さ
れ
た

(平
成
十
三
年
政
令
第
百

七
十
号
)。

道
路
構
造
令

(昭
和
四
十
五
年
政
令
第
三
百
二
十
号
)

は
、
道
路
整
備
の
基
本
と
な
る
基
準
を
定
め
た
政
令
で
あ

り
、
す
べ
て
の
道
路
管
理
者
が
守
る
べ
き
基
準
で
あ
る
と

同
時
に
、
土
地
収
用
法
に
基
づ
く
道
路
の
事
業
認
定
の
よ

り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。

本
号
で
は
、
今
回
の
改
正
の
経
緯
、
概
要
に
つ
い
て
述

べ
て
い
き
た
い
。

二

経
緯

こ
れ
ま
で
の
道
路
構
造
令
で
は
、
自
動
車
の
交
通
量
を

基
に
車
道
や
歩
道
、
植
樹
帯
の
設
置
の
要
件
を
定
め
て
い

た

(自
動
車
中
心
の
考
え
方
)
が
、
交
通
事
故
増
加
の
現

状
、
沿
道
環
境
の
厳
し
い
状
況
を
ふ
ま
え
、
人
々
の
く
ら

し
よ
り
求
め
ら
れ
る
道
路
空
間
を
再
構
築
す
る
と
と
も

に
、
道
路
の
利
用
体
系
を
地
球
環
境
へ
の
負
担
の
少
な
い

も
の
と
す
る
た
め
、
自
動
車
に
加
え
て
、
歩
行
者
、
自
転

車
、
緑
の
た
め
の
空
間
を
構
成
要
素
と
し
た
道
路
構
造
へ

の
転
換
を
図
り
、
よ
り
質
の
高
い
道
路
空
間
を
実
現
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

三

概
要

1

軌
道
敷
･
交
通
島
に
関
す
る
規
定
の
新
設
等

○

改
正
の
背
景

我
が
国
で
路
面
電
車
を
導
入
し
て
い
る
場
合
、
ほ
と
ん

ど
の
箇
所
で
十
分
な
道
路
幅
員
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
路
面
電
車
と
自
動
車
交
通
が
同
一
の
空
間
内
で

錯
綜
し
、
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
の
確
保
の
上
で
問
題
と

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
乗
合
自
動
車
の
停
留
所
又
は
路
面
電
車
の
停
留

場
は
、
狭
小
で
あ
っ
た
り
、
白
線
に
よ
る
表
示
の
み
で
あ

っ
た
り
す
る
た
め
、
乗
降
す
る
歩
行
者
と
自
動
車
が
接
触

す
る
危
険
性
が
高
く
、
こ
れ
を
改
善
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

⑭

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

①

路
面
電
車
の
通
行
の
用
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
道
路
の
部
分
と
し
て
、
新
た
に
軌
道
敷
を
設
け

る
も
の
と
す
る
。
(第
二
条
第
十
二
号
の
二
及
び
第

九
条
の
二
)

②

乗
合
自
動
車
･
路
面
電
車
の
乗
降
者
の
安
全
を
図

る
た
め
、
必
要
に
応
じ
、
乗
合
自
動
車
･
路
面
電
車



の
停
留
場
に
交
通
島
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。
(第

②

自
転
車
歩
行
者
道
の
幅
員
は
、
歩
行
者
の
交
通
量

行
者
道
及
び
歩
道
の
幅
員
に
つ
い
て
は
、
三
メ
ー
ト
ル
を

二
条
第
十
三
号
及
び
第
三
十
一
条
の
三
)

が
多
い
道
路
に
あ
っ
て
は
四
メ
ー
ト
ル
以
上
、
そ
の

加
え
る
も
の
と
す
る
。
(第
十
条
の
二
第
三
項
及
び
第
十

2

自
転
車
道
、
自
転
車
歩
行
者
道
及
び
歩
道
の
設
置
要

件
等
の
変
更

○

改
正
の
背
景

人
と
自
転
車
の
接
触
等
に
よ
る
交
通
事
故
の
増
加
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
の
要
請
、
の
排
出
量
の
削
減
の
た
め
の
自

転
車

･
徒
歩
へ
の
転
換
の
推
進
の
要
請
が
高
ま
っ
て
い

る
。②

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

〈自
転
車
道
〉

①

自
動
車
及
び
自
転
車
の
交
通
量
が
多
い
第
三
種
又

は
第
四
種
の
道
路
に
は
、
自
転
車
道
を
設
け
る
も
の

と
す
る
。
(第
十
条
第
一
項
)

②

自
動
車
及
び
歩
行
者
の
交
通
量
が
多
い
第
三
種
又

は
第
四
種
の
道
路

(①
の
道
路
を
除
く
。)
に
は
、

安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
た
め
自
転
車
の

通
行
を
分
離
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、

自
転
車
道
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。
(第
十
条
第
二

項
)

〈自
転
車
歩
行
者
道
〉

①

自
動
車
の
交
通
量
が
多
い
第
三
種
又
は
第
四
種
の

道
路

(自
転
車
道
を
設
け
る
道
路
を
除
く
。)
に
は
、

原
則
と
し
て
自
転
車
歩
行
者
道
を
設
け
る
も
の
と
す

る
。
(第
十
条
の
二
第
一
項
)

が
多
い
道
路
に
あ
っ
て
は
四
メ
ー
ト
ル
以
上
、
そ
の

他
の
道
路
に
あ
っ
て
は
三
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
も

の
と
す
る
。
(第
十
条
の
二
第
二
項
)

〈歩
道
〉

①

歩
行
者
の
交
通
量
が
多
い
第
三
種

(第
五
級
を
除

く
。)
の
道
路

(自
転
車
歩
行
者
道
を
設
け
る
道
路

を
除
く
。)
に
は
、
歩
道
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

(第
十
一条
第
一項
)

②

歩
道
の
幅
員
は
、
歩
行
者
の
交
通
量
が
多
い
道
路

に
あ
っ
て
は
三
･
五
メ
ー
ト
ル
以
上
、
そ
の
他
の
道

路
に
あ
っ
て
は
二
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
も
の
と
す

る
。
(第
十
一
条
第
三
項
)

3

歩
道
等
の
施
設
設
置
後
の
残
存
幅
員
の
確
保

○

改
正
の
背
景

横
断
歩
道
橋

(地
下
横
断
歩
道
を
含
む
。)
の
昇
降
口

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
直
轄
区
間
で
い
え
ば
九
0
%

以
上
が
歩
道
又
は
自
転
車
歩
行
者
道
上
に
設
置
さ
れ
て
き

て
お
り
、
そ
の
結
果
、
昇
降
口
を
除
い
た
残
存
の
幅
員
と

し
て
構
造
令
上
の
歩
道
の
最
低
幅
員
で
あ
る
二
m
が
確
保

さ
れ
て
い
な
い
歩
道

(自
転
車
歩
行
者
道
を
含
む
)
が
四

六
%
に
も
上
っ
て
お
り
、
歩
行
者
等
の
通
行
に
支
障
を
来

し
て
い
る
た
め
、
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

⑭

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

横
断
歩
道
橋
又
は
地
下
横
断
歩
道
を
設
け
る
自
転
車
歩

加
え
る
も
の
と
す
る
。
(第
十
条
の
二
第
三
項
及
び
第
十

一
条
第
四
項
)

4

植
樹
帯
の
設
置
要
件
の
見
直
し

○

改
正
の
背
景

生
活
環
境
の
保
全
や
地
球
環
境
問
題
に
対
す
る
取
組
み

が
強
く
要
請
さ
れ
る
中
で
、
我
が
国
に
お
け
る
大
気
や
騒

音
の
沿
道
環
境
は
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
そ
の
改
善

が
進
ん
で
い
な
い
。

②

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

第
四
種
第
一
級
の
道
路
に
加
え
、
第
四
種
第
二
級
の
道

路
に
つ
い
て
も
、
植
樹
帯
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。
(第

十
一
条
の
四
第
一
項
)

5

舗
装
の
構
造
基
準
の
性
能
規
定
化
及
び
透
水
性
舗
装

に
関
す
る
規
定
の
新
設

○

改
正
の
背
景

舗
装
技
術
の
進
展
に
よ
り
、
近
年
、
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ

ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
舗
装
等
の
多
様
な
材
質
を
使
用
し
た
舗
装

が
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
都
市
部
に
お
い
て
は
、
道
路
交
通
騒
音
の
減
少

に
配
慮
し
た
舗
装
の
整
備
に
対
す
る
要
請
が
年
々
高
く
な

っ
て
き
て
お
り
、
さ
ら
に
、
雨
が
地
面
に
浸
透
し
な
い
こ

と
に
起
因
し
て
、
①
降
雨
量
が
極
め
て
大
き
い
場
合
に
道

路
が
河
川
化
し
、
市
街
地
に
お
い
て
強
い
勢
い
を
も
っ
た



水
流
が
発
生
す
る
、
②
地
区
全
体
の
温
度
の
上
昇
を
招
く

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
、
と
の
弊

害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
除
去
す
る
た
め
、

道
路
の
構
造
面
に
お
い
て
も
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

⑭

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

①

車
道
及
び
側
帯
の
舗
装
は
、
そ
の
設
計
に
用
い
る

自
動
車
の
輪
荷
重
の
基
準
を
四
十
九
キ
ロ
ニ
ュ
ー
ト

ン
と
し
、
仕
様
規
定
を
廃
止
し
、
計
画
交
通
量
等
を

勘
案
し
て
、
自
動
車
の
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令

に
定
め
る
基
準

(注
…
平
成
十
三
年
六
月
中
に
公
布

予
定
。)
に
適
合
す
る
構
造
と
す
る
も
の
と
す
る
。

(第
二
十
三
条
第
二
項
)

②

第
四
種
の
道
路

(ト
ン
ネ
ル
を
除
く
。)
の
舗
装

は
、
当
該
道
路
の
存
す
る
地
域
等
の
状
況
を
勘
案
し

て
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
雨
水
を
道
路
の

路
面
下
に
円
滑
に
浸
透
さ
せ
、
か
つ
、
道
路
交
通
騒

音
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
と
す

る
も
の
と
す
る
。
(第
二
十
三
条
第
三
項
)

③

②
に
規
定
す
る
構
造
の
舗
装
道
に
あ
っ
て
は
、
気

象
状
況
等
を
勘
案
し
て
路
面
の
排
水
に
支
障
が
な
い

場
合
に
お
い
て
は
、
横
断
勾
配
を
付
さ
ず
、
又
は
縮

小
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
(第
二
十
四

条
第
三
項
)

6

歩
車
共
存
道
路
の
構
造
の
新
設

①

改
正
の
背
景

第
三
種
第
五
級
及
び
第
四
種
第
四
級
の
道
路
は
、
近
隣

の
住
民
に
と
っ
て
、
日
常
生
活
に
お
い
て
様
々
な
目
的
で

使
わ
れ
る
道
路
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
区
画
整
理
さ
れ
た

よ
う
な
地
区
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る

｢抜
け
道
｣
的
に

通
過
交
通
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
自
動
車

が
相
当
の
速
度
で
通
行
す
る
こ
と
が
多
い
。
今
後
、
こ
の

よ
う
な
生
活
道
路
に
お
け
る
歩
行
者
に
と
っ
て
の
安
全
･

安
心
な
歩
行
空
間
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
。

⑭

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

第
四
種
第
四
級
の
道
路
又
は
主
と
し
て
近
隣
に
居
住
す

る
者
の
利
用
に
供
す
る
第
三
種
第
五
級
の
道
路
に
は
、
自

動
車
を
減
速
さ
せ
て
歩
行
者
又
は
自
転
車
の
安
全
な
通
行

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
車
道
及
び

こ
れ
に
接
続
す
る
路
肩
の
路
面
に
凸
部
を
設
置
し
、
又
は

車
道
に
狭
窄
部
若
し
く
は
屈
曲
部
を
設
け
る
も
の
と
す

る
。
(第
三
十
一
条
の
二
)

7

そ
の
他

上
記
1
j
6
の
他
、
国
際
単
位
系
へ
の
移
行

(第
二
十

三
条
第
二
項
、
第
三
十
五
条
第
二
項
)
、
特
例
規
定
の
整

理

(第
三
十
六
条
…
第
三
十
八
条
)
に
よ
る
所
要
の
改
正

が
あ
る
。

四

終
わ
り
に

以
上
、
道
路
構
造
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
経

緯
･
概
要
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
道
路
構
造
令
は
、
あ

く
ま
で
道
路
の
新
設
、
改
築
に
お
け
る
最
低
の
技
術
基
準

で
あ
る
た
め
、
道
路
管
理
者
の
判
断
で
道
路
構
造
令
に
定

め
る
基
準
以
上
の
よ
り
よ
い
道
路
を
作
る
こ
と
は
何
ら
問

題
は
な
い
し
、
む
し
ろ
、
そ
う
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

ま
た
、
既
に
改
築
の
終
わ
っ
た
道
路
に
つ
い
て
は
、
改
正

後
の
基
準
が
直
ち
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
今

後
の
道
路
の
交
通
の
状
況
、
土
地
利
用
の
動
向
、
道
路
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
等
の
諸
事
情
を
勘
案
し
、
必
要
に
応
じ
、

幅
員
の
拡
幅
や
既
存
の
道
路
空
間
に
お
け
る
歩
道
や
車
道

等
の
幅
員
の
見
直
し
等
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
回
の
改
正
が
、
道
路
を
構
成
す
る
要
素
が
バ
ラ
ン
ス

良
く
配
置
さ
れ
、
安
全
で
快
適
な
、
緑
豊
か
で
美
し
い
都

市
空
間
を
創
造
す
る
契
機
と
な
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い

る
。
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○

道
路
構
造
令

(昭
和
四
十
五
年
政
令
第
三
百
二
十
号
)

(傍
線
部
分
は
改
正
部
分
)

改

正

案

現

行

(用
語
の
定
義
)

第
二
条

こ
の
政
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
る
。

一
~
十
二

(略
)

十
二
の
二

軌
道
敷

専
ら
路
面
電
車

(道
路
交
通
法

(昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
)
第
二
条
第
一
項
第
十

三
号
に
規
定
す
る
路
面
電
車
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)
の
通
行
の
用
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
道
路
の
部
分

を
い
う
。

十
三

交
通
島

車
両
の
安
全
か
つ
円
滑
な
通
行
を
確
保
し
、
又
は
横
断
す
る
歩
行
者
若
し
く
は
乗
合
自
動
車
若

し
く
は
路
面
電
車
に
乗
降
す
る
者
の
安
全
を
図
る
た
め
に
、
交
差
点
、
車
道
の
分
岐
点
、
乗
合
自
動
車
の
停
留

所
、
路
面
電
車
の
停
留
場
等
に
設
け
ら
れ
る
島
状
の
施
設
を
い
う
。

十
四

路
上
施
設

道
路
の
附
属
物

(共
同
溝
及
び
電
線
共
同
溝
を
除
く
。)
で
歩
道
、
自
転
車
道
、
自
転
車
歩
行

者
道
、
中
央
帯
、
路
肩
、
自
転
車
専
用
道
路
、
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
又
は
歩
行
者
専
用
道
路
に
設
け
ら
れ

る
も
の
を
い
う
。

十
五
~
十
九

(略
)

(車
線
等
)

第
五
条

(略
)

2
~
4

(略
)

5

第
三
種
第
五
級
又
は
第
四
種
第
四
級
の
道
路
の
車
道
の
幅
員
は
、
四
メ
ー
ト
ル
と
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

当
該
道
路
の
計
画
交
通
量
が
き
わ
め
て
少
な
く
、
か
つ
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得

な
い
場
合
又
は
第
三
十
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
車
道
に
狭
窄
部
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
三
メ
ー
ト
ル
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(軌
道
敷
)

第
九
条
の
二

軌
道
敷
の
幅
員
は
、
軌
道
の
単
線
又
は
複
線
の
別
に
応
じ
、
次
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
値
以
上
と
す

る
も
の
と
す
る
。

(自
転
車
道
)

第
十
条

自
動
車
及
び
自
転
車
の
交
通
量
が
多
い
第
三
種
又
は
第
四
種
の
道
路
に
は
、
自
転
車
道
を
道
路
の
各
側
に

複

線

単

線

単
線
又
は
複
線
の
別

六 三

軌
道
敷
の
幅
員

(単
位

メ
ー
ト
ル
)

(用
語
の
定
義
)

第
二
条

こ
の
政
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
る
。

一
~
十
二

(略
)

十
三

交
通
島

車
両
の
安
全
か
つ
円
滑
な
通
行
を
確
保
し
、
又
は
歩
行
者
の
横
断
の
安
全
を
図
る
た
め
に
、
交

差
点
、
車
道
の
分
岐
点
等
に
設
け
ら
れ
る
島
状
の
施
設
を
い
う
。

十
四

路
上
施
設

道
路
の
附
属
物

(共
同
溝
を
除
く
。)
で
歩
道
、
自
転
車
道
、
自
転
車
歩
行
者
道
、
中
央
帯
、

路
肩
、
自
転
車
専
用
道
路
、
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
又
は
歩
行
者
専
用
道
路
に
設
け
ら
れ
る
も
の
を
い
う
。

十
五
…
十
九

(略
)

(車
線
等
)

第
五
条

(略
)

2
~
4

(略
)

5

第
三
種
第
五
級
又
は
第
四
種
第
四
級
の
道
路
の
車
道
の
幅
員
は
、
四
メ
ー
ト
ル
と
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

当
該
道
路
の
計
画
交
通
量
が
き
わ
め
て
少
な
く
、
か
つ
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得

な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
三
メ
ー
ト
ル
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(自
転
車
道
)



設
け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

2

自
転
車
の
交
通
量
が
多
い
第
三
種
若
し
く
は
第
四
種
の
道
路
又
は
自
動
車
及
び
歩
行
者
の
交
通
量
が
多
い
第
三

種
若
し
く
は
第
四
種
の
道
路

(前
項
に
規
定
す
る
道
路
を
除
く
。)
に
は
、
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
た

め
自
転
車
の
通
行
を
分
離
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
自
転
車
道
を
道
路
の
各
側
に
設
け
る
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

l
い
ド

3
5
5

(略
)

(自
転
車
歩
行
者
道
)

第
十
条
の
二

自
動
車
の
交
通
量
が
多
い
第
三
種
又
は
第
四
種
の
道
路

(自
転
車
道
を
設
け
る
道
路
を
除
く
。)
に
は
、

自
転
車
歩
行
者
道
を
道
路
の
各
側
に
設
け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ

り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

自
転
車
歩
行
者
道
の
幅
員
は
、
歩
行
者
の
交
通
量
が
多
い
道
路
に
あ
っ
て
は
四
メ
ー
ト
ル
以
上
、
そ
の
他
の
道

路
に
あ
っ
て
は
三
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
も
の
と
す
る
。

横
断
歩
道
橋
若
し
く
は
地
下
横
断
歩
道

(以
下

｢横
断
歩
道
橋
等
｣
と
い
う
。)
又
は
路
上
施
設
を
設
け
る
自
転

車
歩
行
者
道
の
幅
員
に
つ
い
て
は
、
前
項
に
規
定
す
る
幅
員
の
値
に
横
断
歩
道
橋
等
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は

三
メ
ー
ト
ル
、
ベ
ン
チ
の
上
屋
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
ニ
メ
ー
ト
ル
、
並
木
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は

一
･
五
メ
ー
ト
ル
、
ベ
ン
チ
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
一
メ
ー
ト
ル
、
そ
の
他
の
場
合
に
あ
っ
て
は
○
･
五
〆

ー
ト
ル
を
加
え
て
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
種
第
五
級
又
は
第
四
種
第
四
級
の
道

路
に
あ
っ
て
は
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や

む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

(略
)

第
十
条

自
転
車
の
交
通
量
が
多
い
第
三
種
又
は
第
四
種
の
道
路
に
は
、
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
た
め

自
転
車
の
通
行
を
分
離
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
自
転
車
道
を
道
路
の
各
側
に
設
け
る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

2
~
4

(略
)

(自
転
車
歩
行
者
道
)

第
十
条
の
二

自
動
車
の
交
通
量
が
多
い
第
三
種
又
は
第
四
種
の
道
路

(自
転
車
道
を
設
け
る
道
路
を
除
く
。)
に
は
、

安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
た
め
自
転
車
及
び
歩
行
者
の
通
行
を
分
離
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て

は
、
自
転
車
歩
行
者
道
を
道
路
の
各
側
に
設
け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由

に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

2

自
転
車
歩
行
者
道
の
幅
員
は
、
道
路
の
区
分
に
応
じ
、
次
の
表
の
自
転
車
歩
行
者
道
の
幅
員
の
欄
の
上
欄
に
掲

げ
る
値
以
上
と
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
自
転
車
及
び
歩
行
者
の
交
通
量
が
少
な
い
箇
所
に
つ
い
て
は
、
同

表
の
自
転
車
歩
行
者
道
の
幅
員
の
欄
の
下
欄
に
掲
げ
る
値
ま
で
縮
小
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

路
上
施
設
を
設
け
る
自
転
車
歩
行
者
道
の
幅
員
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
表
の
自
転
車
歩
行
者
道
の
幅
員
の
欄
に

掲
げ
る
値
に
ベ
ン
チ
の
上
屋
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
二
メ
ー
ト
ル
、
並
木
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
一
･

五
メ
ー
ト
ル
、
ベ
ン
チ
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
一
メ
J
ト
ル
、
そ
の
他
の
場
合
に
あ
っ
て
は
0
･
五
メ
ー
ト

ル
を
加
え
て
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
種
第
五
級
又
は
第
四
種
第
四
級
の
道
路
に

あ
っ
て
は
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
四
種 第

三

種

区

分第
四
級

第
三
級

第
二
級

′
第
一
級

三 四 三

自
転
車
歩
行
者
道
の
幅
員

(単
位

メ
ー
ト
ル
)

℃

･

三

4

(略
)



(歩
道
)

第
十
一
条

第
四
種

(第
四
級
を
除
く
。)
の
道
路

(自
転
車
歩
行
者
道
を
設
け
る
道
路
を
除
く
。)、
歩
行
者
の
交
通

量
が
多
い
第
三
種

(第
五
級
を
除
く
。)
の
道
路

(自
転
車
歩
行
者
道
を
設
け
る
道
路
を
除
く
。)
又
は
自
転
車
道

を
設
け
る
第
三
種
若
し
く
は
第
四
種
第
四
級
の
道
路
に
は
、
そ
の
各
側
に
歩
道
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
三
種
又
は
第
四
種
第
四
級
の
道
路

(自
転
車
歩
行
者
道
を
設
け
る
道
路
及
び
前
項
に
規
定
す
る
道
路
を
除
く
。)

に
は
、
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
歩
道
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ

し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

歩
道
の
幅
員
は
、
歩
行
者
の
交
通
量
が
多
い
道
路
に
あ
っ
て
は
三
･
五
メ
ー
ト
ル
以
上
、
そ
の
他
の
道
路
に
あ

っ
て
は
二
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
も
の
と
す
る
。

横
断
歩
道
橋
等
又
は
路
上
施
設
を
設
け
る
歩
道
の
幅
員
に
つ
い
て
は
、
前
項
に
規
定
す
る
幅
員
の
値
に
横
断
歩

道
橋
等
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
三
メ
ー
ト
ル
、
ベ
ン
チ
の
上
屋
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
二
メ
ー
ト
ル
、

並
木
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
一
･
五
メ
ー
ト
ル
、
ベ
ン
チ
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
一
メ
ー
ト
ル
、
そ
の

他
の
場
合
に
あ
っ
て
は
○
･
五
メ
ー
ト
ル
を
加
え
て
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
種

第
五
級
又
は
第
四
種
第
四
級
の
道
路
に
あ
っ
て
は
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い

場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

5

(略
)

(植
樹
帯
)

第
十
一
条
の
四

第
四
種
第
一
級
及
び
第
二
級
の
道
路
に
は
、
植
樹
帯
を
設
け
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
道
路
に
は
、

必
要
に
応
じ
、
植
樹
帯
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を

得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

2
~
4

(略
)

(歩
道
)

第
十
一
条

第
四
種

(第
四
級
を
除
く
。)
の
道
路

(自
転
車
歩
行
者
道
を
設
け
る
道
路
を
除
く
。)
又
は
自
転
車
道

を
設
け
る
第
三
種
若
し
く
は
第
四
種
第
四
級
の
道
路
に
は
、
そ
の
各
側
に
歩
道
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

2

自
転
車
道
又
は
自
転
車
歩
行
者
道

(以
下
｢自
転
車
道
等
｣
と
い
う
。)
を
設
け
な
い
第
三
種
又
は
第
四
種
第
四

級
の
道
路
に
は
、
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
歩
道
を
設
け
る
も

の
と
す
る
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

3

歩
道
の
幅
員
は
、
道
路
の
区
分
に
応
じ
、
次
の
表
の
歩
道
の
幅
員
の
欄
の
上
欄
に
掲
げ
る
値
以
上
と
す
る
も
の

と
す
る
。
た
だ
し
、
歩
行
者
の
交
通
量
が
少
な
い
箇
所
に
つ
い
て
は
、
同
表
の
歩
道
の
幅
員
の
欄
の
下
欄
に
掲
げ

る
値
ま
で
縮
小
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
種 第

三

種

区

分第
四
級

第
三
級

第
二
級

第
一
級

二

三
･
五 二

歩
道
の
幅
員

(単
位

メ
ー
ト
ル
)

二

二
･
七
五

路
上
施
設
を
設
け
る
歩
道
の
幅
員
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
表
の
歩
道
の
幅
員
の
欄
に
掲
げ
る
値
に
ベ
ン
チ
の
上

屋
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
二
メ
ー
ト
ル
、
並
木
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
一
･
五
メ
ー
ト
ル
、
ベ
ン
チ
を

設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
一
メ
ー
ト
ル
、
そ
の
他
の
場
合
に
あ
っ
て
は
○
･
五
メ
ー
ト
ル
を
加
え
て
同
項
の
規
定

を
適
用
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
種
第
五
級
又
は
第
四
種
第
四
級
の
道
路
に
あ
っ
て
は
、
地
形
の
状
況

そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

5

(略
)

(植
樹
帯
)

第
十
一
条
の
四

第
四
種
第
一
級
の
道
路
に
は
、
植
樹
帯
を
設
け
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
道
路
に
は
、
必
要
に
応

じ
、
植
樹
帯
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場

合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

2
l
4

(略
)



(建
築
限
界
)

第
十
二
条

建
築
限
界
は
、
車
道
に
あ
っ
て
は
第
一
図
、
歩
道
及
び
自
転
車
道
又
は
自
転
車
歩
行
者
道

(以
下

｢自

転
車
道
等
｣
と
い
う
。)
に
あ
っ
て
は
第
二
図
に
示
す
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

(車
道
の
屈
曲
部
)

第
十
四
条

車
道
の
屈
曲
部
は
、
曲
線
形
と
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
緩
和
区
間

(車
両
の
走
行
を
円
滑
な
ら

し
め
る
た
め
に
車
道
の
屈
曲
部
に
設
け
ら
れ
る
一
定
区
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)
又
は
第
三
十
一
条
の
二
の
規
定

に
よ
り
設
け
ら
れ
る
屈
曲
部
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

(舗
装
)

第
二
十
三
条

(略
)

2

車
道
及
び
側
帯
の
舗
装
は
、
そ
の
設
計
に
用
い
る
自
動
車
の
輪
荷
重
の
基
準
を
四
十
九
キ
ロ
ニ
ュ
ー
ト
ン
と
し
、

計
画
交
通
量
、
自
動
車
の
重
量
、
路
床
の
状
態
、
気
象
状
況
等
を
勘
案
し
て
、
自
動
車
の
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
構
造
と
す
る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
自
動
車
の
交
通
量
が
少
な
い
場
合
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。第

四
種
の
道
路

(ト
ン
ネ
ル
を
除
く
。)
の
舗
装
は
、
当
該
道
路
の
存
す
る
地
域
、
沿
道
の
土
地
利
用
及
び
自
動

車
の
交
通
の
状
況
を
勘
案
し
て
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
雨
水
を
道
路
の
路
面
下
に
円
滑
に
浸
透
さ
せ
、

か
つ
、
道
路
交
通
騒
音
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
と
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
道
路
の
構

造
、
気
象
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

(横
断
勾
配
)

第
二
十
四
条

車
道
、
中
央
帯

(分
離
帯
を
除
く
。)
及
び
車
道
に
接
続
す
る
路
肩
に
は
、
片
勾
配
を
付
す
る
場
合
を

除
き
、
路
面
の
種
類
に
応
じ
、
次
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
値
を
標
準
と
し
て
横
断
勾
配
を
付
す
る
も
の
と
す
る
。

前
条
第
三
項
本
文
に
規
定
す
る
構
造
の
舗
装
道
に
あ
っ
て
は
、
気
象
状
況
等
を
勘
案
し
て
路
面
の
排
水
に
支
障

(略
)

そ

の

他

セ
メ
ン
ト
･
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
道
及
び

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
･
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
道

路

面

の

種

類

三
以
上

五
以
下

一
･
五
以
上

二
以
下

横
断
勾
配

(単
位

パ
ー
セ
ン
ト
)

(略
)

そ

の

他

前
条
第
二
項
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
す
る
舗
装
道

路

面

の

種

類

三
以
上

五
以
下

一
･
五
以
上

二
以
下

横
断
勾
配

(単
位

パ
ー
セ
ン
ト
)

が
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
横
断
勾
配
を
付
さ
ず
、
又
は
縮
小
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(交
通
安
全
施
設
)

第
三
十
一
条

交
通
事
故
の
防
止
を
図
る
た
め
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
横
断
歩
道
橋
等
、
さ
く
、
照
明
施

(建
築
限
界
)

第
十
二
条

建
築
限
界
は
、
車
道
に
あ
っ
て
は
第
一
図
、
歩
道
及
び
自
転
車
道
等
に
あ
っ
て
は
第
二
図
に
示
す
と
こ

ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

(車
道
の
屈
曲
部
)

第
十
四
条

車
道
の
屈
曲
部
は
、
曲
線
形
と
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
緩
和
区
間

(車
両
の
走
行
を
円
滑
な
ら

し
め
る
た
め
に
車
道
の
屈
曲
部
に
設
け
ら
れ
る
一
定
区
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。(舗

装
)

第
二
十
三
条

(略
)

2

車
道
及
び
側
帯
の
舗
装
は
、
自
動
車
の
交
通
量
が
少
な
い
場
合
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

セ
メ
ン
ト
･
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
又
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
･
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
と
し
、
計
画
交
通
量
、
自
動
車
の

重
量
、
路
床
の
状
態
、
気
象
状
況
等
を
勘
案
し
て
、
自
動
車
の
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

る
構
造
と
す
る
も
の
と
す
る
。

セ
メ
ン
ト
･
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
又
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
･
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の
設
計
に
用
い
る
自
動
車
の
輪

荷
重
は
、
五
ト
ン
を
基
準
と
す
る
も
の
と
す
る
。

(横
断
勾
配
)

第
二
十
四
条

車
道
、
中
央
帯

(分
離
帯
を
除
く
。)
及
び
車
道
に
接
続
す
る
路
肩
に
は
、
片
勾
配
を
附
す
る
場
合
を

除
き
、
路
面
の
種
類
に
応
じ
、
次
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
値
を
標
準
と
し
て
横
断
勾
配
を
附
す
る
も
の
と
す
る
。

(交
通
安
全
施
設
)

第
三
十
一
条

交
通
事
故
の
防
止
を
図
る
た
め
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
横
断
歩
道
橋

(地
下
横
断
歩
道
を



設
、
視
線
誘
導
標
、
緊
急
連
絡
施
設
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設
で
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
を
設
け
る

も
の
と
す
る
。

(凸
部
、
狭
窄
部
等
)

第
三
十
一
条
の
二

第
四
種
第
四
級
の
道
路
又
は
主
と
し
て
近
隣
に
居
住
す
る
者
の
利
用
に
供
す
る
第
三
種
第
五
級

の
道
路
に
は
、
自
動
車
を
減
速
さ
せ
て
歩
行
者
又
は
自
転
車
の
安
全
な
通
行
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
お

い
て
は
、
車
道
及
び
こ
れ
に
接
続
す
る
路
肩
の
路
面
に
凸
部
を
設
置
し
、
又
は
車
道
に
狭
窄
部
若
し
く
は
屈
曲
部

を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

(乗
合
自
動
車
の
停
留
所
等
に
設
け
る
交
通
島
)

第
三
十
一
条
の
三

自
転
車
道
、
自
転
車
歩
行
者
道
又
は
歩
道
に
接
続
し
な
い
乗
合
自
動
車
の
停
留
所
又
は
路
面
電

車
の
停
留
場
に
は
、
必
要
に
応
じ
、
交
通
島
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

(橋
、
高
架
の
道
路
等
)

第
三
十
五
条

(略
)

2

橋
、
高
架
の
道
路
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
構
造
の
道
路
は
、
そ
の
設
計
に
用
い
る
設
計
自
動
車
荷
重
を
二
百

四
十
五
キ
ロ
ニ
ュ
ー
ト
ン
と
し
、
当
該
橋
、
高
架
の
道
路
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
構
造
の
道
路
に
お
け
る
大
型

の
自
動
車
の
交
通
の
状
況
を
勘
案
し
て
、
安
全
な
交
通
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
と
す
る
も
の
と
す
る
。

3

(略
)

(附
帯
工
事
等
の
特
例
)

第
三
十
六
条

道
路
に
関
す
る
工
事
に
よ
り
必
要
を
生
じ
た
他
の
道
路
に
関
す
る
工
事
を
施
行
し
、
又
は
道
路
に
関

す
る
工
事
以
外
の
工
事
に
よ
り
必
要
を
生
じ
た
道
路
に
関
す
る
工
事
を
施
行
す
る
場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
か
ら

前
条
ま
で
の
規
定

(第
八
条
、
第
十
三
条
、
第
十
四
条
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
六
条
、
第
三
十
一
条
、
第
三
十

三
条
を
除
く
。)
に
よ
る
基
準
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
規

定
に
よ
る
基
準
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

(区
分
が
変
更
す
る
道
路
の
特
例
)

第
三
十
七
条

一
般
国
道
の
区
域
を
変
更
し
、
当
該
変
更
に
係
る
部
分
を
都
道
府
県
道
若
し
く
は
市
町
村
道
と
す
る

計
画
が
あ
る
場
合
又
は
都
道
府
県
道
の
区
域
を
変
更
し
、
当
該
変
更
に
係
る
部
分
を
市
町
村
道
と
す
る
計
画
が
あ

る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
部
分
を
当
該
他
の
道
路
と
す
る
こ
と
に
よ
り
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
区
分
が
変
更
す
る

こ
と
と
な
る
と
き
は
、
第
四
条
、
第
五
条
、
第
六
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
、
第
八
条
第
二
項
か
ら
第
五

項
ま
で
、
第
八
項
及
び
第
十
項
、
第
九
条
第
一
項
、
第
十
条
の
二
第
三
項
、
第
十
一
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第

四
項
、
第
十
一
条
の
四
第
一
項
、
第
十
二
条
、
第
十
三
条
第
一
項
、
第
十
六
条
、
第
十
七
条
、
第
十
八
条
第
一
項
、

第
二
十
条
、
第
二
十
二
条
第
二
項
、
第
二
十
三
条
第
三
項
、
第
二
十
七
条
第
三
項
、
第
三
十
条
並
び
に
第
三
十
一

条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
変
更
後
の
区
分
を
当
該
部
分
の
区
分
と
み
な
す
。

(小
区
間
改
築
の
場
合
の
特
例
)

第
三
十
八
条

道
路
の
交
通
に
著
し
い
支
障
が
あ
る
小
区
間
に
つ
い
て
応
急
措
置
と
し
て
改
築
を
行
う
場
合

(次
項

に
規
定
す
る
改
築
を
行
う
場
合
を
除
く
。)
に
お
い
て
、
こ
れ
に
隣
接
す
る
他
の
区
間
の
道
路
の
構
造
が
、
第
五
条
、

含
む
。)、
さ
く
、
照
明
施
設
、
視
線
誘
導
標
、
緊
急
連
絡
施
設
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設
で
国
土
交
通
省
令

で
定
め
る
も
の
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。

(橋
、
高
架
の
道
路
等
)

第
三
十
五
条

(略
)

2

橋
、
高
架
の
道
路
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
構
造
の
道
路
は
、
そ
の
設
計
に
用
い
る
設
計
自
動
車
荷
重
を
二
十

五
ト
ン
と
し
、
当
該
橋
、
高
架
の
道
路
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
構
造
の
道
路
に
お
け
る
大
型
の
自
動
車
の
交
通

の
状
況
を
勘
案
し
て
、
安
全
な
交
通
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
と
す
る
も
の
と
す
る
。

3

(略
)

(附
帯
工
事
等
の
特
例
)

第
三
十
六
条

道
路
に
関
す
る
工
事
に
よ
り
必
要
を
生
じ
た
他
の
道
路
に
関
す
る
工
事
を
施
行
し
、
又
は
道
路
に
関

す
る
工
事
以
外
の
工
事
に
よ
り
必
要
を
生
じ
た
道
路
に
関
す
る
工
事
を
施
行
す
る
場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
か
ら

前
条
ま
で
の
規
定

(第
八
条
、
第
十
三
条
、
第
十
四
条
、
第
十
八
条
第
二
項
、
第
三
十
四
条
、
第
二
十
六
条
、
第

三
十
一
条
及
び
第
三
十
三
条
を
除
く
。)
に
よ
る
基
準
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る

と
き
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
基
準
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

(区
分
が
変
更
す
る
道
路
の
特
例
)

第
三
十
七
条

一
般
国
道
の
区
域
を
変
更
し
、
当
該
変
更
に
係
る
部
分
を
都
道
府
県
道
若
し
く
は
市
町
村
道
と
す
る

計
画
が
あ
る
場
合
又
は
都
道
府
県
道
の
区
域
を
変
更
し
、
当
該
変
更
に
係
る
部
分
を
市
町
村
道
と
す
る
計
画
が
あ

る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
部
分
を
当
該
他
の
道
路
と
す
る
こ
と
に
よ
り
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
区
分
が
変
更
す
る

こ
と
と
な
る
と
き
は
、
第
四
条
、
第
五
条
、
第
六
条
第

一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
、
第
七
条
第
一
項
、
第
八
条

第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
七
項
、
第
八
項
及
び
第
十
項
、
第
九
条
第

一
項
、
第
十
条
第
一
項
、
第
十
条
の
二
、

第
十
一
条
、
第
十
一
条
の
三
第
一
項
、
第
十
二
条
、
第
十
三
条
、
第

一
項
、
第
十
六
条
、
第
十
七
条
、
第
十
八
条

第
一
項
、
第
二
十
条
、
第
二
十
二
条
第
二
項
、
第
二
十
七
条
第
三
項
並
び
に
第
三
十
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
当
該
変
更
後
の
区
分
を
当
該
部
分
の
区
分
と
み
な
す
。

(小
区
間
改
築
の
場
合
の
特
例
)

第
三
十
八
条

道
路
の
交
通
に
著
し
い
支
障
が
あ
る
小
区
間
に
つ
い
て
応
急
措
置
と
し
て
改
築
を
行
う
場
合

(次
項

に
規
定
す
る
改
築
を
行
う
場
合
を
除
く
。)
に
お
い
て
、
こ
れ
に
隣
接
す
る
他
の
区
間
の
道
路
の
構
造
が
、
第
五
条
、



第
六
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
七
条
、
第
九
条
、
第
九
条
の
二
、
第
十
条
第
三
項
、
第
十
条
の
二
第
二
項

及
び
第
三
項
、
第
十
一
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
十
一
条
の
四
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
十
五
条
か
ら
第
二
十

二
条
ま
で
、
第
二
十
三
条
第
三
項
並
び
に
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
た
め
こ
れ
ら
の

規
定
に
よ
る
基
準
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る

基
準
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

2

道
路
の
交
通
の
安
全
の
保
持
に
著
し
い
支
障
が
あ
る
小
区
間
に
つ
い
て
応
急
措
置
と
し
て
改
築
を
行
う
場
合
に

お
い
て
、
当
該
道
路
の
状
況
等
か
ら
み
て
第
五
条
、
第
六
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
七
条
、
第
八
条
第
二

項
、
第
九
条
、
第
九
条
の
二
、
第
十
条
第
三
項
、
第
十
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
十
一
条
第
三
項
及
び
第

四
項
、
第
十
一
条
の
四
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
十
九
条
第
一
項
、
第
二
十
一
条
第
二
項
、
第
二
十
三
条
第
三
項
、

次
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
基
準
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
こ
と
が
適
当
で

な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
基
準
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
七
条
、
第
九
条
、
第
十
条
第
二
項
、
第
十
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
、

第
十
一
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
十
一
条
の
三
、
第
十
五
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
並
び
に
第
二
十
五
条
の
規

定
に
よ
る
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
た
め
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
基
準
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
こ
と
が
適
当
で
な

い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
基
準
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

2

道
路
の
交
通
の
安
全
の
保
持
に
著
し
い
支
障
が
あ
る
小
区
間
に
つ
い
て
応
急
措
置
と
し
て
改
築
を
行
う
場
合
に

お
い
て
、
当
該
道
路
の
状
況
等
か
ら
み
て
第
五
条
、
第
六
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
七
条
、
第
八
条
第
二

項
、
第
九
条
、
第
十
条
第
二
項
、
第
十
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
十
一
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
十
一

条
の
三
、
第
十
九
条
第
一
項
、
第
二
十
一
条
第
二
項
、
次
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
四
十
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
基
準
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
基

準
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

※

今
回
閣
議
決
定
さ
れ
た

｢道
路
構
造
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
｣
の
附
則
で
以
下
の
形

式
的
な
改
正
を
行
っ
て
い
る
。

附

則

第
一
条
･
第
二
条

(略
)

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
三
条

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九
号
)
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
四
条
の
二
の
三
第
一
項
第
三
号
中

｢及
び
第
三
項
｣
を
削
る
。

(道
路
整
備
緊
急
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
四
条

道
路
整
備
緊
急
措
置
法
施
行
令

(昭
和
三
十
四
年
政
令
第
十
七
号
)
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
四
号
中

｢及
び
第
三
項
｣
を
測
る
。

(車
両
制
限
令
の
一
部
改
正
)

第
五
条

車
両
制
限
令

(昭
和
三
十
六
年
政
令
第
二
百
六
十
五
号
)
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中

｢及
び
第
三
項
の
基
準
｣
を

｢
の
基
準

(強
度
に
係
る
も
の
に

限
る
。)｣
に
改
め
、
｢又
は
こ
れ
と
同
等
の
強
度
を
有
す
る
舗
装
｣
を
削
る
。

(奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
臨
時
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
六
条

奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
臨
時
措
置
法
施
行
令

(昭
和
四
十
年
政
令
第
十

二
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
三
号
中

｢及
び
第
三
項
｣
を
削
る
。

(新
東
京
国
際
空
港
周
辺
整
備
の
た
め
の
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律

施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
七
条

新
東
京
国
際
空
港
周
辺
整
備
の
た
め
の
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る

法
律
施
行
令

(昭
和
四
十
五
年
政
令
第
二
十
八
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

一
条
第
三
号
中

｢及
び
第
三
項
｣
を
削
る
。



大
深
度
地
下
の
公
共
的
使
用
に
関
す
る

特
別
措
置
法
の
施
行
に
つ
い
て

都
市
･
地
域
整
備
局
企
画
課
大
深
度
地
下
利
用
企
画
室

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

1

大
深
度
地
下
の
定
義

本
法
に
お
い
て
は
、
｢大
深
度
地
下
｣
と
は
、
建
築
物

の
地
下
室
の
用
に
通
常
供
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
地
下
の
深

さ
と
し
て
政
令
で
定
め
る
深
さ

(地
表
か
ら
四
0
m
)
、

又
は
、
通
常
の
建
築
物
の
基
礎
ぐ
い
を
支
持
す
る
こ
と
が

で
き
る
地
盤
、
い
わ
ゆ
る
支
持
層
の
上
面
か
ら
政
令
で
定

め
る
距
離

(
一
0
m
)
を
加
え
た
深
さ
の
う
ち
、
い
ず
れ

か
深
い
方
の
地
下
と
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
大
深
度
地
下
は
少
な
く
と
も
四
0
m
よ
り
深

い
地
下
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
深
さ
は
、
超
高
層
ビ
ル
を

支
え
る
こ
と
が
で
き
る
堅
く
締
ま
っ
た
地
層
で
あ
る
支
持

層
の
深
さ
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

支
持
層
が
、
地
下
三
0
m
よ
り
浅
い
場
合
は
、
地
下
四

は
じ
め
に

昭
和
六
三
年
に
大
深
度
地
下
利
用
に
関
す
る
本
格
的
な

検
討
が
始
ま
っ
て
か
ら
三

年
、
昨
年
五
月
に

｢大
深
度

地
下
の
公
共
的
使
用
に
関
す
る
特
別
措
置
法
｣
が
成
立
し
、

本
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
通
常
利
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

｢大
深

度
地
下
｣
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
事
前
の
補
償
を
行
う

こ
と
な
く
、
公
共
的
な
目
的
の
た
め
に
使
用
で
き
る
特
別

の
手
続
を
定
め
た
も
の
で
す
。

昨
今
、
公
共
用
地
の
取
得
に
関
す
る
様
々
な
問
題
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
法
律
に
よ
り
、
大
深
度
地
下

に
つ
い
て
は
、
円
滑
な
事
業
実
施
が
可
能
と
な
り
、
都
市

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
大
き
く
資
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

｢大
深
度
地
下
の
公
共
的
使
用
に
関
す
る
特
別

措
置
法
｣
の
概
要

こ
の
法
律
は
、
｢事
業
の
円
滑
な
遂
行
｣
と

｢大
深
度

地
下
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
を
図
る
こ
と
｣
の
大
き

く
二
つ
の
内
容
を
目
的
と
し
て
お
り
、
大
深
度
地
下
利
用

の
権
利
調
整
の
ル
ー
ル
を
定
め
る
部
分
と
適
正
か
つ
合
理

的
な
利
用
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
定
め
る
部
分
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
下
、
大
深
度
地
下
の
定
義
、
大
深
度
地
下
の
使
用
権

を
取
得
す
る
た
め
の
手
続
き
等
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し

ま
す
。

な
お
、
法
律
の
全
文
等
大
深
度
地
下
使
用
法
に
関
す
る

資
料
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

合
[ぢ
ミ
＼"
名
寄
B
｣許
h
oを
)
の
都
市
･
地
域
整
備
関
係



o
m
よ
り
下
の
空
間
が
大
深
度
地
下
で
あ
り
、
支
持
層
が

地
下
三
0
m
よ
り
深
い
場
合
、
例
え
ば
地
下
五
0
m
の
場

合
は
、
五
0
m
に
一
0
m
を
加
え
た
、
地
下
六
0
m
よ
り

下
の
空
間
が
大
深
度
地
下
と
な
り
ま
す

(図
1
)。

実
際
の
事
業
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

等
の
地
質
調
査
に
よ
り
、
事
業
者
が
大
深
度
地
下
の
深
さ

を
特
定
し
た
上
で
使
用
認
可
申
請
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

2

対
象
地
域
及
び
対
象
事
業

こ
の
法
律
に
よ
る
特
別
の
措
置
は
、
人
口
の
集
中
度
、

大部分の地下室がおさまる
深さ(25m

〃“
〃

常
績

いずれか深い方から下の空間が大深度地下

大深度地下の定義

地下室の建設のための利用が通常 建築物の基礎の設置のための利用

(地下40m以深) (支持層上面からlo肛以深)

　　 　　 　 　
メ‐われねび滋さ 菰桶堂行われたい深さ
　
　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　
　 　 　 　　　　　

　
1 l

　 　 　
　 　いずれか深い方から下の空間が大深度地下

　
　図

土
地
利
用
の
状
況
等
を
勘
案
し
政
令
で
定
め
る
対
象
地
域

(首
都
圏
、
近
畿
圏
、
中
部
圏
)
に
お
い
て
、
道
路

(道

路
法
に
よ
る
道
路
)、
河
川
、
鉄
道
、
通
信
、
上
下
水
道

等
公
共
の
利
益
と
な
る
一
定
の
事
業
に
つ
い
て
講
じ
ら
れ

ま
す
。

3

大
深
度
地
下
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
の
確
保

大
深
度
地
下
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
を
確
保
す
る

た
め
、
0
か
ら
③
の
仕
組
み
を
設
け
て
い
ま
す
。

○

大
深
度
地
下
使
用
基
本
方
針
の
策
定

国
は
、
①
大
深
度
地
下
に
お
け
る
公
共
の
利
益
と
な
る

事
業
の
円
滑
な
遂
行
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

(公
共
の

利
益
と
な
る
事
業
の
内
容
、
事
業
の
円
滑
な
遂
行
の
た
め

の
方
策
)、
②
大
深
度
地
下
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用

に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

(大
深
度
地
下
空
間
の
施
設
配

置
･
利
用
の
基
本
的
考
え
方
、
大
深
度
地
下
使
用
協
議
会

の
活
用
等
)
、
③
安
全
の
確
保

(火
災

･
爆
発
、
地
震
、

浸
水
等
)、
環
境
の
保
全

(地
下
水
等
)
そ
の
他
大
深
度

地
下
の
使
用
に
際
し
配
慮
す
べ
き
事
項
等
を
記
載
し
た
大

深
度
地
下
の
公
共
的
使
用
に
関
す
る
基
本
方
針
を
定
め

(平
成
一
三
年
四
月
三
日
閣
議
決
定
)、
大
深
度
地
下
使
用

の
認
可
に
当
た
っ
て
の
適
合
要
件
と
し
て
い
ま
す

(図

2
)
0

②

大
深
度
地
下
使
用
協
議
会
の
設
置

法
律
の
対
象
地
域
ご
と
に
、必
要
な
協
議
を
行
う
た
め
、

国
の
関
係
行
政
機
関

(国
土
交
通
省
、
対
象
事
業
所
管
省

庁
、
安
全
･
環
境
等
所
管
省
庁
)
と
関
係
都
道
府
県
で
組

織
す
る
大
深
度
地
下
使
用
協
議
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

大
深
度
地
下
使
用
協
議
会
で
は
、
大
深
度
地
下
使
用
の

構
想
･
計
画
に
関
す
る
情
報
交
換
や
事
業
の
共
同
化
、
事

業
区
域
の
調
整
等
の
事
業
間
調
整
に
関
す
る
協
議
を
行

い
、
協
議
会
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
地
方
整
備
局
が
担
当

し
ま
す
。

③

事
前
の
事
業
間
調
整

大
深
度
地
下
の
使
用
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業

者
は
、
申
請
に
先
立
っ
て
、
事
業
概
要
書
の
送
付
及
び
公

告
･
縦
覧
を
行
い
、他
の
事
業
者
か
ら
の
申
出
に
応
じ
て
、

事
業
の
共
同
化
、
事
業
区
域
の
調
整
等
必
要
な
調
整
に
努

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

④

使
用
の
認
可
の
た
め
の
手
続

国
土
交
通
大
臣

(複
数
の
都
道
府
県
に
わ
た
る
広
域
的

な
事
業
等
の
場
合
)
又
は
都
道
府
県
知
事

(そ
の
他
の
場

合
)
は
、
事
業
者
か
ら
使
用
の
認
可
の
申
請
が
あ
っ
た
と

き
は
、
使
用
認
可
申
請
書
の
公
告
及
び
縦
覧
、
利
害
関
係

人
の
意
見
書
の
提
出
、
関
係
行
政
機
関
の
意
見
書
の
提
出

等
所
要
の
手
続
を
経
て
、
認
可
要
件
を
満
た
す
場
合
に
、

使
用
の
認
可
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
ま
す
。

な
お
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
す
る
申
請
は
、
事
業
所
管

大
臣
経
由
で
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、
道
路
事
業
に

つ
い
て
は
、
以
下
の
と
お
り
事
業
概
要
書
又
は
使
用
認
可

申
請
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
高
速
自
動
車
国
道
…道
路
局
高
速
国
道
課

道行セ 2001.



大深度地下の公共的使用に関する基本方針概要

[基本方針] :大深度地下の使用認可の適合要件となるとともに、 国の政策の方向性を示すもの

l I 大深度地下における公共の利益となる事業の円滑な遂行に関する基本的な事項 l
1 . 公共の利益となる事業について

･権利調整期間の短縮、 合理的なルート選択等、 社会資本の効率的 ･効果的整備に資するもの。
･地上にある施設を地下化することにより、 地上に緑 ･せせらぎを取り戻す等質の高い都市空

間の実現に資するもの。
2 , 事業の円滑な遂行のための方策

･事業の構想 ･計画段階から、事業者は情報の公開を行い、具体化した段階では住民への周知 ･

説明に努める等説明責任を果たす。
･地上とのアクセスが必要な事業については、 地上 洋装深度地下の施設管理者と十分調整を図る。
･必要に応じ、 土地収用制度 ･都市計画制度の活用 ･連携を図る。
･井戸枯れ等の損害賠償、 事業終了後の原状回復等への適切な対応を行う。

l n 大深度地下の適正かつ合理的な利用に関する基本的な事項

1 , 大深度地下空間の利用調整
･同一方向に向けて整備される施設ごとに、 利用深度を定めて空間を整序する。
･有人施設等については、 可能な限り上部に配置する。
･大規模な地上とのアクセス部分は、 可能な限り、 空間確保が比較的容易な公共用地付近の大

深度地下に配置する。
･共同化について、 費用負担、 維持管理の問題を配慮しつつ、 事業間の調整を行っていく。
･大深度地下使用協議会を活用して、 事業構想段階から利用調整を実施し、 調整を経た上で使

用認可申請を行う。
･大深度地下使用協議会の運営は、 地方整備局 (関東 ･近畿 ･中部) が担当。

2 , 既存の施設等の構造等に支障が生じるおそれがある場合の措置
･近接している施設の構造や機能に支障が生じるおそれがある場合には、 大深度地下使用協議

会の活用等により、 適切な処置を講じる。

書
の
申
請
書
の
提
出
か
ら
六
か
月
と
し
て
い
ま
す
。

⑭

補
償
手
続

大
深
度
地
下
に
つ
い
て
は
、
公
益
性
を
有
す
る
一
定
の

事
業
の
た
め
に
使
用
権
を
設
定
し
て
も
、
通
常
は
、
補
償

す
べ
き
損
失
が
発
生
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
事
前

に
補
償
を
行
う
こ
と
な
く
使
用
権
を
設
定
す
る
こ
と
と
し

-m 安全の確保、 環境の保全その他大深度地下の公共的使用に際し配慮すべき事項 l
1 . 安全の確保

･(1)火災 ･爆発、 (2)地震、 (3)浸水、 (4)停電、 (5)救急 ･救助活動、 (6)犯罪防止等について十分な

対策を講ずる。
2 . 環境の保全

･(1)地下水位 ･水圧低下による取水障害 ･地盤沈下、 地下水の流動阻害、 地下の水質、 (2)地盤

変位、 (3)地層の化学反応、 (4)掘削土の処理等

の問題を踏まえた環境影響評価手続を実施する。
･環境影響評価手続の対象とならない事業についても、 適切な環境対策を実施する。
･モニタリングの実施等、 環境への影響の発生を早期に発見する方策を講じる。

3 , バリアフリー化の推進 ･アメニティーの向上

･エレベーター ･エスカレーターの設置の他、 人的協力等のソフト面での対策を含めた総合的
なバリアフリー化を推進する。

･熱、 空気、 光等内部環境を適切に管理し、 快適で安心できる内部環境を創出する。
4 . 安全 ･環境情報等の収集 ･活用

･国、 地方公共団体、 事業者が連携して、 安全 ･環境情報等を収集し、 安全対策確立、 環境影

響評価手法の開発を推進する。
5 . その他大深度地下の公共的使用に際し配慮すべき事項

･文化財の保護、 国公有財産の構造 ･機能への影響に対して配慮する。

ま
す
。
例
外
的
に
補
償
す
べ
き
具
体
的
な
損
失
が
あ
る
場

合
に
は
、
使
用
権
設
定
後
一
年
以
内
に
土
地
所
有
者
等
か

ら
事
業
者
に
対
し
て
請
求
を
行
う
こ
と
と
し
ま
す
。

な
お
、
事
業
区
域
に
井
戸
等
の
既
存
物
件
が
あ
る
場
合

は
、
事
前
に
補
償
を
し
た
後
で
、
そ
の
事
業
区
域
の
明
渡

し
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す

(図
3
)。

- y その他大深度地下の公共的使用に関する重要事頁

1 , 技術開発の推進
･国は、 技術開発ビジョンをとりまとめることにより、 民間の技術開発の促進を図る。

2 , 大深度地下利用に関する情報収集 ･公表
･国は、 地盤の情報、 地下に設置された施設の情報等に関する情報システムの整を推進する。

図 2
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⑤
事
業
主
体
未
定
の
も
の
…
道
路
局
企
画
課

使
用
認
可
の
標
準
処
理
期
間
に
つ
い
て
は
、
使
用
申
請

道
路
局
有
料
道
路
課

②
一
般
国
道
…
道
路
局
国
道
課

③
都
道
府
県
道
"道
路
局
地
方
道
･
環
境
課

④
有
料
道
路

(高
速
自
動
車
国
道
を
除
く
。)
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図 3 手続のフロー

　　　　
　
　
　
　　

大

深

度

地

下

使

用

協

議

会

申請書の公告 ･縦覧、 利害関係人の意見書提出、
説明会の開催、 関係行政機関の意見の聴取等

国土交通大

法
律
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
効
果

本
法
で
は
、
事
前
に
補
償
を
行
う
こ
と
な
く
大
深
度
地

下
に
使
用
権
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
使
用
権
が
設
定

さ
れ
れ
ば
、
直
ち
に
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
画
期
的
な
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
具
体
的
な
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
以
下
の
点
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

①
権
利
調
整
の
ル
ー
ル
が
明
確
に
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
上
下
水
道
、
電
気
、
ガ
ス
、
電
気
通
信
の
よ
う

な
生
活
に
密
着
し
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
河
川
、道
路
、

鉄
道
等
の
社
会
資
本
の
整
備
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

②
社
会
資
本
整
備
の
た
め
の
利
用
可
能
な
空
間
が
道
路

の
地
下
に
限
定
さ
れ
な
い
た
め
、
計
画
立
案
の
自
由

度
が
高
く
な
り
、
合
理
的
な
ル
ー
ト
設
定
が
可
能
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
事
業
期
間
の
短
縮
、

コ
ス
ト
縮
減
に
も
寄
与
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま

す
。

③
早
い
者
勝
ち
･
虫
食
い
的
で
は
な
く
、
長
期
的
な
見

通
し
に
基
づ
い
た
、
効
率
的
か
つ
秩
序
あ
る
地
下
利

用
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

④
大
深
度
地
下
は
、
地
表
や
浅
い
地
下
に
比
べ
て
、
地

震
に
対
し
て
安
全
で
あ
り
、
騒
音
･
振
動
の
減
少
、

景
観
の
保
護
に
も
役
立
ち
ま
す
。

大
深
度
地
下
利
用
の
可
能
性
一に
つ
い
て

道行セ 2001,6 6 9

こ
こ
数
年
の
間
に
、
大
深
度
地
下
に
相
当
す
る
よ
う
な

深
い
深
度
を
利
用
し
た
様
々
な
施
設
の
整
備
が
相
次
い
で

い
ま
す
。
例
え
ば
、
首
都
圏
で
は
、
都
営
地
下
鉄
大
江
戸

線

(東
京
都
)、
今
井
川
調
節
池

(横
浜
市
)、
首
都
圏
外

郭
放
水
路

(埼
玉
県
東
南
部
)、
日
比
谷
築
地
電
力
洞
道

(東
京
都
)
等
、
近
畿
圏
で
は
、
能
勢
上
二
地
中
送
電
線

(大
阪
府
)
が
あ
り
ま
す
。

道
路
に
つ
い
て
は
、
首
都
高
速
都
心
環
状
新
宿
線
の
最

深
路
盤
面
が
地
下
約
四
0
m
に
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
地
形

の
状
況
に
よ
り
一
部
区
間
が
大
深
度
地
下
に
該
当
す
る
事

業
も
出
て
き
て
い
る
状
況
で
す
が
、
こ
の
法
律
の
活
用
に

よ
り
、
今
後
の
道
路
整
備
の
可
能
性
も
拡
が
っ
て
い
く
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
二
一
世
紀
を
迎
え
、
国
民
生
活
の
成
熟
化
に
伴

い
、
都
市
の
環
境
･
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
の
充
実
と
い
っ
た
質

都道府県知事

事前の事業間調整 (事業の共同化等)



の
高
い
都
市
生
活
へ
の
志
向
が
高
ま
っ
て

い
く
中
で
、
安
全
で
う
る
お
い
の
あ
る
生

活
空
間
の
再
生
を
図
る
た
め
に
は
、
地
上

に
あ
る
施
設
を
地
下
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
上
に
緑

･
せ
せ
ら
ぎ
を
取
り
戻
し
、
都

市
の
美
観

･
環
境
を
回
復
す
る
等
の
質
の

高
い
都
市
生
活
の
実
現
を
目
指
し
て
行
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
に
は
、
大

深
度
地
下
を
含
め
た
地
下
空
間
を
活
用
し

た
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
有
効
な
手
段
の
一
つ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
後
、
大
都
市
地
域
に
お
い
て
は
、
比
較
的
早
期
に
整

備
さ
れ
た
社
会
資
本
の
機
能
の
陳
腐
化
、
老
朽
化
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
既
存
施
設
の
更
新
等
に
あ
わ
せ
て
大

深
度
地
下
を
活
用
し
た
都
市
基
盤
の
整
備
を
図
っ
て
い
く

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す

(図
4
)。

ア
メ
リ
カ
･
ボ
ス
ト
ン
で
は
、
一
九
五
九
年
に
建
設
さ

れ
た
老
朽
化
し
た
高
架
式
の
高
速
道
路
を
地
下
化
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
二
〇
〇
四
年
に
完
成

予
定
で
す
。
地
下
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
景
観
が
大
幅
に

改
善
さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
と
し
て
の
一
体
性
も
高
ま

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す

(図
5
)。

トンにおける高速道路地下化プロジェクト図ト

陀

ス

擶

ボ　

　 200L G

緑、せせらぎのある駅前広場

図 4 大深度地下利用イメージ図
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大
深
度
地
下
利
用
に
関
す
る
国
の
取
組
み

　　　　　　　　
(均喪固くG.L,)“鳩の煤きくm〕)

-一章章二

　　
　
　　

現
在
、
法
の
施
行
に
あ
わ
せ
、
大
深
度
地
下
を
利
用
す

る
際
に
必
要
と
な
る
、
汎
用
性
の
高
い
技
術
開
発
を
推
進

す
る
た
め
、
平
成
一
三
年
度
末
を
目
途
に

｢大
深
度
地
下

利
用
に
関
す
る
技
術
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
｣
の
策
定
を
進
め
て

い
ま
す
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
今
後
の
大
深
度

地
下
利
用
の
あ
り
方
を
踏
ま
え
た
上
で
、
長
距
離
･
高
速

ト
ン
ネ
ル
掘
削
技
術
、高
速
･
大
量
垂
直
輸
送
シ
ス
テ
ム
、

無
人
運
搬
シ
ス
テ
ム
等
に
つ
い
て
の
技
術
開
発
の
あ
り
方

(注) この図は、 大深度地下マップ (東京版) を縮小し、
主要な鉄道駅等を表示したものである。図 6 大深度地下マップ抜粋

を
と
り
ま
と
め
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
深
度
地
下
を
適
正
か
つ
合
理
的
に
利
用
す
る

た
め
に
は
、
地
盤
状
況
や
地
下
の
利
用
状
況
、
事
業
の
実

施
に
よ
り
得
ら
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
等
の
情
報
を
収
集
･
提
供

す
る
必
要
が
あ
り
、
本
法
第
八
条
に
お
い
て
も
、
国
等
の

責
務
と
し
て
大
深
度
地
下
の
情
報
の
収
集
･
提
供
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
下
の
利
用
状
況
等
の
情
報
に
つ
い

て
は
、統
一
的
に
整
備
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
、

大
深
度
地
下
に
お
け
る
情
報
基
盤
の
あ
り
方
の
検
討
を
行

い
、
順
次
、
必
要
な
整
備
を
行
う
予
定
で
す
。

な
お
、
昨
年
一
二
月
に
は
既
存
の
ボ
ー
リ
ン
グ
デ
ー
タ

(約
一
〇
万
本
)
を
活
用
し
、
三
大
都
市
圏
に
つ
い
て
大

深
度
地
下
の
概
ね
の
範
囲
を
図
面
上
に
色
分
け
し
て
明
ら

か
に
し
た

｢大
深
度
地
下
マ
ッ
プ
｣
を
国
土
庁
か
ら
刊
行

し
て
い
ま
す

(図
6
)。

お
わ
り
に

本
年
四
月
一
日
に
法
律
が
施
行
さ
れ
、
都
心
部
で
の
社

会
資
本
整
備
事
業
を
円
滑
に
遂
行
す
る
手
段
は
用
意
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
は
、
こ
の
法
律
が
実
の
あ
る
も

の
と
な
る
よ
う
、
国
、
地
方
公
共
団
体
及
び
事
業
者
が
、

地
域
･
住
民
と
連
携
し
つ
つ
、
大
深
度
地
下
の
活
用
方
策

を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
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圓
農家の市場｢四季築舘｣好評です

道の駅 ｢信州新町｣ (長野県)

駅長 玉井 仁

シ リ ーズぐ

『遭⑭駅』

地
域
･
道
路
情
報
等
の
提
供
で
活
躍

道
の
駅

｢信
州
新
町
｣
は
、
昭
和
六
三
年
四
月
に

国
道
一
九
号
線
を
活
か
し
た
地
場
産
品
の
積
極
的
な

販
売
を
目
的
に
地
場
産
業
開
発
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
五
年
四
月
に
道
の
駅
の

指
定
を
受
け
ま
し
た
。

県
都
長
野
市
の
西
隣
に
位
置
す
る
信
州
新
町
は
、

北
ア
ル
プ
ス
の
槍
ヶ
岳
に
源
を
発
す
る
犀
川
沿
い
の

国
道
一
九
号
線
沿
い
に
集
落
が
集
中
し
、
そ
の
他
は

傾
斜
地
に
集
落
が
点
在
す
る
山
間
の
町
で
、
｢母
さ

ん
は
夜
な
べ
を
し
て
!
｣

で
知
ら
れ
る

｢母
さ
ん
の

歌
｣
の
舞
台
と
な
っ
た
町
で
す
。

か
つ
て
は
養
蚕
業
を
中
心
と
し
て
栄
え
た
町
で
、

町
内
の
家
屋
造
り
を
見
る
と
当
時
の
様
子
が
う
か
が

え
ま
す
。
農
業
で
は
桑
園
を
転
換
し
て
り
ん
ご
、
小

梅
、
陸
ワ
サ
ビ
、
カ
ラ
ー
な
ど
の
栽
培
が
盛
ん
で
そ

の
他
に
も
、
め
ん
羊
、
サ
フ
ォ
ー
ク
、
柿
、
巨
峰
な

ど
の
生
産
、
栽
培
も
盛
ん
で
す
。

道
の
駅

｢信
州
新
町
｣
は
、
犀
川
沿
い
に
走
る
国

道
一
九
号
線
沿
い
に
あ
り
、
町
の
東
の
玄
関
口
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。

駅
内
に
は
、
地
元
特
産
の

｢ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
｣
の

販
売
を
始
め
、
郷
土
食
の
お
や
き
、
手
打
ち
そ
ば
の

販
売
、
手
づ
く
り
の
漬
物
、
手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
、

特
産
の
梅
製
品
、
柿
氷
、
地
酒
、
木
製
の
加
工
品
な

ど
信
州
新
町
な
ら
で
は
の
商
品
が
揃
っ
て
い
ま
す
。

同
じ
駅
内
に
土
曜
日
、
日
曜
日
の
み
営
業
の
農
家
の

市
場

｢四
季
菜
館
｣
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
と

れ
た
て
の
新
鮮
野
菜
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
郷
土
食
の
お
や
き
、
そ
ば
打
ち
の
体
験
が

で
き
る
コ
ー
ナ
ー
や
郷
土
の
物
産
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

が
あ
り
ま
す
。

隣
接
地
に
は
、
国
道
一
九
号
線
を
二
四
時
間
快
適

に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に
ト
イ
レ
や
夜
間
照
明
、

ベ
ン
チ
な
ど
の
休
憩
設
備
を
始
め
、
国
道
の
渋
滞
状

況
や
道
路
情
報
な
ど
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
た
め
、
ア

ッ
プ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
国
道
情
報
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。

ア
ッ
プ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
は
、
国
道

一
九
号

線
沿
い
の
数
箇
所
に
備
え
て
あ
る
カ
メ
ラ
に
よ
っ
て

映
し
出
さ
れ
る
道
路
の
状
況
を
大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン

に
よ
っ
て
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
状
況
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
情
報
に
よ
り
渋
滞
や
事
故
･
災
害
の

情
報
が
い
ち
早
く
利
用
者
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、

好
評
を
得
て
い
ま
す
。

大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
の
下
に
は
長
野
県
と
隣
接
す

る
県
地
図
が
あ
り
、
県
内
主
要
道
路
の
表
示
は
も
ち

ろ
ん
、
近
県
の
主
要
都
市
や
県
内
の
主
だ
っ
た
市
町

村
ま
で
の
距
離
･
所
要
時
間
の
表
示
を
、
利
用
者
が

目
的
の
場
所
を
押
す
と
ラ
ン
プ
が
点
き
、
知
り
た
い

情
報
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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そ
の
隣
に
は
、
国
道
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、

画
面
に
タ
ッ
チ
す
る
と
道
路
情
報
、
気
象
情
報
、
地

域
情
報
、
長
野
市
内
の
渋
滞
情
報
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
側
に
は
町
の
観
光
案
内
看
板
や
テ
ー
ブ

ル
･
イ
ス
が
あ
り
、
旅
の
疲
れ
を
癒
す
お
客
さ
ん
や
、

お
弁
当
を
広
げ
る
お
客
さ
ん
な
ど
多
く
の
方
が
利
用

し
て
い
ま
す
。

駅
内
に
も
、
｢道
の
駅
｣
の
ス
タ
ン
プ
や
道
路
情

報
を
提
供
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

季
節
に
あ
わ
せ
て
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

平
成
一
〇
年
九
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
農
家
の
市
場

｢四
季
菜
舘
｣
は
、
土
曜
日
、
日
曜
日
の
み
の
営
業

で
す
が
、
と
れ
た
て
の
新
鮮
野
菜
を
求
め
近
隣
市
町

村
や
国
道
一
九
号
線
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
お
客
様

に
大
変
好
評
で
す
。

こ
の
市
場
は
農
家
の
方
が
必
ず
営
業
日
に
は
、
一

人
が
当
番
と
し
て
お
客
さ
ん
か
ら
の
質
問
に
答
え
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
珍
し
い
山
菜
や
野
菜
の

食
べ
方
な
ど
気
軽
に
ご
質
問
く
だ
さ
い
。
近
く
に
お

い
で
の
際
は
こ
の
新
鮮
さ
と
お
手
ご
ろ
な
値
段
に
き

っ
と
ご
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

道
の
駅

｢信
州
新
町
｣
で
実
施
し
て
い
る
イ
ベ
ン

ト
は
、
三
月
中
･
下
旬
に
行
う

｢春
一
番
セ
ー
ル
｣、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
行
う

｢
山
菜
ま
つ
り
｣
、

六
月
上
･
中
旬
に
行
う

｢竹
の
子
ま
つ
り
｣
、
七
月

上
旬
か
ら
九
月
中
旬
に
か
け
て
行
う

｢夏
の
野
菜
ま

つ
り
｣
な
ど
自
然
豊
か
な
当
町
で
と
れ
る
句
の
山

菜
･
野
菜
の
ま
つ
り
を
行
い
、
皆
様
の
お
越
し
を
お

待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
県
内
各
地
で
行
う
イ
ベ
ン
ト
や
県
外
で
行

う
イ
ベ
ン
ト
に
も
多
数
出
展
し
駅
の
P
R
に
努
め
て

い
ま
す
。

今
後
も
、
当
駅
利
用
者
に
利
用
し
や
す
い
施
設
の

提
供
や
お
土
産
、
安
く
て
新
鮮
な
野
菜
の
販
売
は
も

ち
ろ
ん
、
旅
の
疲
れ
を
癒
し
て
い
た
だ
け
る
施
設
、

思
い
出
に
残
る
施
設
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

近
く
に
お
い
で
の
際
は
道
の
駅

｢信
州
新
町
｣
に

是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
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榔
月
･日

世
界

の
動

き

○
え
ひ
め
丸
衝
突
事
故
で
米
海
軍
太
平
洋
艦
隊
の
フ
ァ
ー
ゴ
司
令

官
が
、
米
原
潜
グ
リ
ー
ン
ビ
ル
の
ワ
ド
ル
前
艦
長
に
対
し
、
軍
法

会
議
に
か
け
な
い
懲
戒
処
分
と
し
て
、
け
ん
責
文
書
を
手
渡
し
、

減
給

(二
分
の
一
)
二
ヶ
月
を
通
告
し
た
。
艦
長
職
も
正
式
に
解

任
し
た
。
前
艦
長
も
処
分
に
同
意
、
一
〇
月
ま
で
に
退
役
す
る
意

向
。

○
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
国
家
警
察
本
部
が
エ
ス
ト
ラ
ダ
前
大
統
領

(六

四
)
を
一
〇
〇
億
円
余
り
に
の
ぼ
る
横
領
容
疑
で
逮
捕
し
た
。

○
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

(北
朝
鮮
)
の
最
高
指
導
者
、
金

正
日
総
書
記
が
、
欧
州
連
合

(E
U
)
の
首
脳
代
表
団
に
対
し
、

長
距
離
ミ
サ
イ
ル
発
射
実
験
の
凍
結
を
二
〇
〇
三
年
ま
で
継
続
す

る
方
針
を
表
明
。

○
米
労
働
省
に
よ
る
と
、
四
月
の
失
業
率
は
季
節
調
整
済
み
で

四
･
五
%
と
前
月
よ
り
○
･
二
ポ
イ
ン
ト
上
昇
。
こ
れ
は
九
八
年

一
〇
月
以
来
の
高
水
準
。

○
米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会

(F
R
B
)
が
、
フ
ェ
デ
ラ
ル
フ
ァ

ン
ド

(F
F
)
金
利
の
誘
導
目
標
を
○
･
五
%
引
き
下
げ
、
年

四
･
○
%
に
、
ま
た
、
公
定
歩
合
を
○
･
五
%
引
き
下
げ
、
年

一ニ
･
五
%
に
す
る
と
発
表
。
景
気
の
減
速
に
歯
止
め
の
考
え
。

○
米
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
が
プ
ッ
シ
ュ
政
権
の

｢国
家
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
｣
の
概
要
を
発
表
。
こ
れ
ま
で
消
極
的
だ
っ
た
原
子
力
発
電

に
対
す
る
方
針
を
転
換
し
、
発
電
所
の
認
可
手
続
き
を
迅
速
化
す

る
な
ど
原
発
推
進
を
打
ち
出
し
た
。

事

項

4
･
鸚第リム

にJ
･
にJ"

月
･日

国
内

の
動

き

○
自
民
党
総
裁
選
で
小
泉
純
一
郎
氏

(五
九
)
が
第
二
〇
代
総
裁

に
選
ば
れ
た
。
幹
事
長
に
山
崎
派
の
山
崎
拓
会
長
、
総
務
会
長
に

堀
内
派
の
堀
内
光
雄
会
長
、
政
調
会
長
に
河
野
グ
ル
ー
プ
の
麻
生

太
郎
氏
を
起
用
し
た
。

○
小
泉
純
一
郎
自
民
党
総
裁
が
衆
参
両
院
の
首
相
指
名
投
票
で
第

八
七
代
首
相
に
選
ば
れ
、
自
民
、
公
明
、
保
守
三
党
の
連
立
内
閣

が
発
足
し
た
。
小
泉
内
閣
に
は
田
中
真
紀
子
外
務
大
臣
を
含
む
女

性
五
人
が
入
閣
し
た
。

○
総
務
省
の
労
働
力
調
査
に
よ
る
と
、
三
月
の
完
全
失
業
率
は

四
･
七
%

(季
節
調
整
値
)
で
、
前
月
と
同
率
。
二
0
○
○
年
度

の
完
全
失
業
率
も
四
･
七
%
で
、
最
悪
だ
っ
た
九
九
年
度
と
同
率
。

○
総
務
省
の
統
計
に
よ
る
と
、
四
月
一
日
現
在
の
一
五
歳
未
満
の

子
ど
も
の
数
は
一
、
八
三
四
万
人
で
、
前
年
よ
り
二
四
万
人
の
減

少
。
二
〇
年
連
続
の
減
少
。
総
人
口
に
占
め
る
割
合
も
一
四
･

四
%
で
、
前
年
よ
り
○
･
三
ポ
イ
ン
ト
減
り
、
戦
後
最
低
を
更
新

し
た
。

○
厚
生
労
働
省
の
国
民
生
活
基
礎
調
査
に
よ
る
と
、
六
五
歳
以
上

の
高
齢
者
を
中
心
と
し
た

｢高
齢
者
世
帯
｣
が
昨
年
六
月
時
点
で

六
二
六
万
世
帯
と
、
初
め
て
六
〇
〇
万
世
帯
を
超
え
た
。
こ
の
二

五
年
間
で
六
倍
近
く
増
え
、
高
齢
者
の
い
る
世
帯
が
全
体
の
三
分

の
一
を
超
え
た
。

事

項

籏鰡
月
･日

道
路
行
政

の
動
き

0
東
京
都
市
圏
交
通
計
画
協
議
会
が
、
｢東
京
都
市
圏
の
望
ま
し

い
総
合
都
市
交
通
体
系
の
あ
り
方
｣
を
ま
と
め
る
。

○
一
般
国
道
一
七
六
号

名
塩
道
路

(兵
庫
西
宮
市
生
瀬
町
…
生

瀬
町
東
)
の

｢新
生
瀬
大
橋

(五
四
0
m
)｣
が
完
成
。

○
一
般
国
道
一
七
号
、
環
状
七
号
線
、
首
都
高
速
五
号
池
袋
線
が

立
体
交
差
す
る
東
京
･板
橋
区
の
大
和
町
交
差
点
に
お
け
る
大
気

浄
化
実
験
施
設
の
完
成
記
念
式
典
が
行
わ
れ
る
。

事

項
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ン夕一

珍
渉
珍
妙

青
森
県
深
浦
町
。
日
本
海
に
面
し
た
人
口
一
万
人
足
ら
ず

の
小
さ
な
町
だ
。
海
を
染
め
て
沈
む
夕
日
の
美
し
い
町
で
あ

る
。
こ
の
町
で
青
少
年
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、
た
ば
こ
自

販
機
を
屋
外
か
ら
撤
去
す
る
条
例
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
既
に

一
カ
月
半
が
た
つ

(五
月
半
ば
現
在
)。

し
か
し
、
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
自
販
機
は
ま
だ
一
台
も

撤
去
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な
展
開
を
み
せ
る

の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
自
販
機
設
置
店
は
、
こ
の
条
例
に

猛
反
発
、
法
廷
闘
争
も
辞
さ
な
い
構
え
で
あ
る
と
い
う
。
日

本
列
島
の
北
端
に
近
い
小
さ
な
町
の
出
来
事
だ
が
、
こ
の
せ

め
ぎ
あ
い
に
現
代
社
会
の
縮
図
を
見
る
思
い
が
し
て
な
ら
な

し
▼

自
販
機
設
置
店
が
反
対
す
る
の
は
、
売
り
上
げ
が
落
ち
、

収
入
減
に
な
る
と
い
う
こ
と
の
よ
う
だ
。
そ
れ
も
わ
か
ら
な

い
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
町
が
唱
え
る
｢青
少
年
を
守
る
｣、

｢青
少
年
の
健
全
な
育
成
｣
を
考
え
れ
ば
、
こ
こ
は
店
主
た

ち
が
グ
ッ
と
歯
を
食
い
し
ば
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

中
学
、
高
校
生
ら
し
い
未
成
年
者
が
昼
日
中
、
大
ぴ
ら
に

た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
姿
を
見
か
け
た
人
は
、
筆
者
ば
か
り

で
は
な
い
。
彼
、
彼
女
ら
は
駅
周
辺
、
あ
る
い
は
広
場
な
ど

で
、
傍
若
無
人
に
振
る
舞
っ
て
い
る
。
ど
う
し
て
、
こ
ん
な

子
供
た
ち
が
、
で
き
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
最
近
は
首

を
か
し
げ
る
の
も
嫌
に
な
っ
た
。

筆
者
が
高
校
生
の
こ
ろ
に
も
下
級
生
に
た
ば
こ
を
吸
う
生

徒
が
い
た
。
彼
は
昼
休
み
に
体
育
館
の
裏
手
で
、
こ
っ
そ
り

と
吸
い
、
急
い
で
に
お
い
を
消
し
て
姿
を
現
し
て
い
た
。
上

級
生
た
ち
は
、
こ
の
生
徒
を

｢モ
ク
助
｣
と
呼
び
、
｢ま
た

吸
っ
た
な
。
た
ば
こ
の
に
お
い
が
す
る
ぞ
｣
と
言
っ
て
、
た

し
な
め
て
い
た
。
そ
の
都
度
、
彼
は
懸
命
に
否
定
し
て
い
た

だ
け
に
、
さ
す
が
に
人
前
で
吸
う
よ
う
な
こ
と
は
し
な
か
っ

た
。深

浦
町
の
ケ
ー
ス
は
、
た
ば
こ
を
め
ぐ
っ
て
青
少
年
に
対

す
る
大
人
た
ち
の
対
応
の
仕
方
が
問
わ
れ
て
い
る
と
い
え

る
oわ

が
国
は
戦
後
、
一
貫
し
て

｢物
質
的
な
豊
か
さ
｣
を
追

い
求
め
、
そ
れ
な
り
の
成
果
を
あ
げ
た
。
そ
の
代
償
と
し
て

｢精
神
的
な
豊
か
さ
｣
の
面
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
た
き
ら
い

が
あ
る
。
こ
の
価
値
観
の
転
換
が
今
、
い
ち
ば
ん
求
め
ら
れ

る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
財
政
、
経
済
的
な
構
造
改
革

も
結
構
だ
が
、
こ
の
転
換
が
な
い
限
り
、
今
日
の
閉
塞
感
か

ら
脱
け
出
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
夕
日
の
き

れ
い
な
深
浦
町
だ
け
に
、
未
成
年
者
か
ら
煙
が
消
え
る
こ
と

を
願
い
た
い
も
の
だ
。

(K
)




